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はじめに 
 

このたびは、当社製品輝度色度ユニフォミティ測定器 UA-10 シリーズ、2D 色彩輝度計 UA-200

シリーズをお求めいただき、まことにありがとうございます。 

 

本器は、スマートフォンやタブレット、TV 等の LCD、OLED の輝度・色度ムラを高精度で測定し評

価する計測器です。自動車のインパネ、スイッチ、LED や OLED 照明などの発光分布特性も測定・

評価をすることができます。 

また、弊社輝度計（SR-シリーズ、BM-シリーズ等）の測定値と容易に補正することができますので

より高精度な測定が可能です。 

 

本書では、本器の概要、基本操作、仕様について説明しています。いつもお手元においてご活用くだ

さい。 

尚、本書はご覧になる方が Windows の基本的な操作をマスターされていることを前提に記載されて

います。 
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安全上のご注意 
機器本体および取扱説明書には、お使いになる方や他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、安全

に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。 

以下の表示・図記号をよく理解してから、「安全上のご注意」と本文をお読みになり、記載事項をお守

りください。 

表示 表示の意味 

 

 

 

 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると「人が死亡する、また

は重傷を負う危険が差し迫って発生する可能性のあること」を示し

ます。 

 

 

 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡する、また

は重傷を負う可能性のあること”を示します。 

 

 

 

 

“この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害*1 を負う

可能性、または物的損害*2 のみが発生する可能性のあること”を示

します。 

*1:傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど・感電などをさす。 

*2:物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害をさす。 

 

 

図記号 図記号の意味 

 

 

 

 

禁止(してはいけないこと)を示します。 

具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに文章や図記号で示しています。 

 

 

 

 

強制(必ずすること)を示します。 

具体的な強制内容は、図記号の中や近くに文章や図記号で示しています。 

 

 

 

 

注意(警告を含む)を示します。 

具体的な注意内容は、図記号の中や近くに文章や図記号で示しています。 

 

 

 

危険 

注意 

警告 
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図記号 予防事項 

 

 

 

 

引火性・可燃性蒸気(ガソリンなど)の場所で使用しないこと。 

火災の原因になる場合があります。 

 

 

 

 

液体の入った容器、小さな金属物を置かないこと。 

本器の近くや上に液体の入った容器または小さな金属物を置かないでくださ

い。こぼれたり、本器の中に入った場合、火災・感電の原因となる場合があ

ります。 

 

 

 

 

水など液体のかかる場所での使用や保存をしないこと。 

火災や感電の原因になる場合があります。 

 

 

 

 

本器を分解または改造しないこと。 

火災や感電の原因になる場合があります。 

 

 

 

 

AC アダプタを分解しないこと。 

火災や感電の原因になる場合があります。 

 

 

 

 

AC アダプタのコンセント部分のほこり・水分は取り除くこと。 

火災の原因になる場合があります。 

 

 

 

 

AC アダプタは必ず別売付属品を使用すること。 

AC アダプタの故障により火災や感電の原因になる場合があります。 

 

 

 

 

万一、本器から異音や異臭および煙が認められる場合は、ただちに電源を切

り、AC アダプタをコンセントから抜くこと。 

そのまま使用すると火災の原因になる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強制 

強制 

警告 

禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

禁止 
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図記号 予防事項 

 

 

 

 

ぐらついた台の上や傾いた面など不安定なところに置かないこと。 

落下・転倒してけがの原因になる場合があります。 

 

 

 

 

濡れた手でプラグを抜いたり差し込んだりしないこと。 

感電の原因になる場合があります。 

 

 

 

 

通気口をふさがないでください。 

通気口がふさがらないようにしてください。火災の原因となることがありま

す。 

 

 

 

 

三脚取り付けネジおよび治具取り付け用ネジ穴を使用する場合は、指定され

たネジを使用すること。 

必要以上に強く締め付けないでください。内部が破損することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

禁止 

注意 

禁止 

禁止 

強制 
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免責事項 

・火災、地震、第三者による行為、その他の事故、使用者の故意または過失、誤用、その他

異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

・本器の使用または使用不能から生じる付随的な損害(事業利益の損失、事業の中断など)に

関して、当社は一切責任を負いません。 

・取扱説明書で説明された使用方法以外の使い方によって生じた損害に対して、当社は一切

責任を負いません。 

・本ソフトウェアのインストールおよび起動による、他のソフトウェアおよび PC の誤動作

などから生じた損害に対して、当社は一切責任を負いません。 

・接続機器との組み合わせによる、誤動作などから生じた損害に対して、当社は一切責任を

負いません。 

 

ご使用上のお願い 

・本器で使用するＡＣアダプタは、必ず標準付属品または特別付属品を使用してください。 

指定以外のＡＣアダプタの使用は故障の原因となります。 

入力電圧は、ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ、電源周波数は５０Ｈｚ～６０Ｈｚです。 

・測定範囲を超える明るいものや、太陽光など非常に明るいものを測定しないでください。

受光素子に損傷を与え、安定した測定ができなくなる場合があります。 

・ほこりの多い場所、湿度の非常に高い場所、および腐食性ガスの発生する場所で使用しな

いでください。 

・ご使用の際は、必ず 5 分以上（UA-200 シリーズ 1cd/m2以下測定の場合は 30 分以上）

のウォームアップを行ってください。 

ウォームアップを行わない場合、測定値に出力変動の要素が加わり、高精度な測定結果が得

られない場合があります。 

・急激に温度が変化する場所で使用しないでください。急激に温度が変化する環境下では安

定した測定ができない場合があります。 

・落下などの強い衝撃や、常時振動する場所での使用および保存はさけてください。本器は

精密な光学部品を使用していますので、故障の原因になります。また、持ち運ぶときはキ

ャリングケースに入れる等により、本器に直接振動や衝撃を与えないでください。 

・保管は、キャリングケースに入れ、常温常湿で行ってください。自動車の中など高温多湿

な環境には保管しないでください。 

・測定精度を維持するため、校正を年 1 回程度行ってください。校正はお買い上げ店、また

は当社にご相談ください。 

・校正を依頼される場合には、本器をキャリングケースに収納した後、緩衝材を入れたダン

ボール箱に入れて発送してください。 

・本ソフトウェアは他のソフトウェアと同時に使用すると、通信が妨げられる場合がありま

す。本ソフトウェアは、なるべく本ソフトウェア単体で起動してご使用ください。 

・本ソフトウェアをインストールする PC には、市販されているソフトウェア以外のソフト

ウェアはインストールしないでください。誤動作の原因になる場合があります。 

・付属品以外の LAN ケーブルを使用する場合には、カテゴリ 5e（1000BASE-T/TX）以

上、ストレート全結線の LAN ケーブルを使用してください。 

・データの保存は、測定と測定の合間に行ってください。 

・防水構造になっていませんので、水など液体のかかる場所での使用や保存をしないでくだ

さい。 

・省エネルギーのため、長時間本器を使用しないときは電源プラグを抜いてください。 
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・本製品はリサイクルに適した材料を使用しています。廃製品として処理される場合は、専

用の回収・リサイクル業作に委託されます様、お願い致します。 

・本体裏面に貼り付けられている封印シールは絶対に剥がさないでください。剥がされた場

合、すべての保証が無効となります。 

 

お客様によるメンテナンス 

本書で指示する以外のメンテナンス作業は、安全上および性能維持のため、サービスマン以

外は絶対に行わないでください。ただし、以下にあげる事項はお客様によるメンテナンスが

可能です。 
 

本器およびレンズのクリーニング 

本器およびレンズの汚れについては、薄めた中性洗剤を柔らかい布にしみこませて汚れを落

とした後、乾いた柔らかい布で拭いてください。 

シンナー、ベンジン、アセトンなどの溶剤は使用しないでください。表面が変色する場合が

あります。 

レンズ表面にゴミが付着している場合は、レンズ表面のゴミをブロワーで吹き飛ばしてくださ

い。レンズにゴミが付着すると、測定結果に影響する場合があります。 
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5.4.2 測定スポットを選択する ........................................................................................................................................................... 299 

5.4.3 測定スポットをすべて選択する ............................................................................................................................................. 300 

5.4.4 測定スポットを解除する ........................................................................................................................................................... 302 

5.4.5 測定スポットをすべて解除する ............................................................................................................................................. 303 

5.4.6 データシートを表示する ........................................................................................................................................................... 305 

5.4.7 データシートの表示項目を切り替える ............................................................................................................................... 307 

5.4.8 測定スポットを矩形選択する .................................................................................................................................................. 309 

5.4.9 分割スポットプロパティを開く ............................................................................................................................................. 311 

5.4.10 分割数を設定する ...................................................................................................................................................................... 313 

5.4.11 適用可能な測定イメージに一括反映する ....................................................................................................................... 315 

5.4.12 分割スポットファイルを選択する ..................................................................................................................................... 317 

5.4.13 分割スポットファイルを保存する ..................................................................................................................................... 318 

5.4.14 分割スポットリストを表示する .......................................................................................................................................... 319 

5.5 任意スポットビュー操作 ................................................................................................................................................... 321 

5.5.1 任意スポットビューを開く ....................................................................................................................................................... 322 

5.5.2 測定スポットを設定する（円形/正方形） ........................................................................................................................ 323 

5.5.3 測定スポットを設定する（多角形） .................................................................................................................................... 325 

5.5.4 測定イメージ中心に測定スポットを設定する ................................................................................................................. 327 

5.5.5 測定スポットを移動する ........................................................................................................................................................... 329 

5.5.6 測定スポットをすべて選択して移動する ........................................................................................................................... 331 

5.5.7 測定スポットを解除する ........................................................................................................................................................... 333 

5.5.8 測定スポットを選択して解除する ......................................................................................................................................... 335 
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5.5.11 スポットの有効エリアを閾値の範囲で調整する ......................................................................................................... 341 

5.5.12 スポットの有効エリアを閾値の割合で調整する ......................................................................................................... 343 

5.5.13 設定済みの自動スポット設定を解除する ....................................................................................................................... 345 

5.5.14 データシートを表示する ........................................................................................................................................................ 346 

5.5.15 任意スポットプロパティを開く .......................................................................................................................................... 348 
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5.5.20 任意スポットファイルを選択する ..................................................................................................................................... 356 
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5.7.2 断面線を表示する ......................................................................................................................................................................... 375 
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本書の表記規則 
本書では、以下のような表記規則があります。 

 

表記 説明 

[OK] 

[補正係数] 

画面に表示されるボタンやタブ、メニュー、キーボードのキーなどを

示します。 

☞「」 本書内の参照先を示します。 

☞『』 参照先となる他の説明書を示します。 

 
お願い 

操作を行う上で知っておいていただきたいこと、気を付けていただき

たいことなどを説明しています。 

メモ 操作を行う上で参考にしていただきたいこと、知っていると便利なこ

となどを説明しています。 

 

※本書では、UA-10 シリーズ、UA-200 シリーズ個別説明以外の部分はすべて共通となります。 

共通部分につきましては、ご使用の機種に置き換えてお読みください。 
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1. ご使用の前に 
 

1.1 受光器と付属品の確認 
以下に示す、本体と付属品がそろっていることを確認してください。 

不足している場合は、お買い上げ店または当社へご連絡ください。 

 

■UA-10 シリーズ 

①UA-10 本体（対物レンズキャップ付き）1 

②AC アダプタ   1 

③LAN ケーブル（CAT7 3ｍ）  1 

④ユニバーサルアダプタ（4 種類） 1 

※仕向地により構成されない場合があります 

⑤三脚ネジアダプタ（取付ネジ 4 個付） 1 

⑥三脚ネジスペーサ（取付ネジ 4 個付） 1 

⑦CD-ROM   1 

 ・取扱説明書 PDF（本書） 

 ・測定プログラム（アプリケーション） 

 ・SDK 一式（Software Development Kit） 

 ・パラメータファイル 

 ・LAN 環境設定プログラム 

⑧キャリングケース     1 

⑨PL シート   1 

⑩検査成績書   1 

 

①     ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

③     ④ 
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⑤     ⑥ 

 

 

 

 

   （取付ネジ：2×5+FW 4 個）      （取付ネジ：2×10+FW 4 個） 

 

⑦     ⑧ 
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■UA-200 シリーズ 

① UA-200 本体（対物レンズキャップ付き） 1 

アタッチメントレンズ AL-UA3   1 ※UA-200WS、UA-200AWS 

アタッチメントレンズ AL-UA4  1 ※UA-200AT のみ対応 

② AC アダプタ     1 

③  LAN ケーブル（CAT7 3ｍ）   1 

④  CD-ROM      1 

・取扱説明書 PDF（本書） 

・測定プログラム（アプリケーション） 

・SDK 一式（Software Development Kit） 

・パラメータファイル 

・LAN 環境設定プログラム 

⑤ キャリングケース       1 

⑥ PL シート      1 

⑦ 検査成績書      1 

 

 

①    ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③    ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 
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1.2 受光器の名称と機能 
 

■UA-10 シリーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 機能 

焦点調整リング 測定対象物に焦点を合わせる場合に使用します。 

焦点調整リング固定ネジ 焦点調整リング位置決定後、リングを固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 機能 

電源コネクタ AC アダプタ出力側コネクタを接続します。DC12V  

ステータス LED 状態を表示します。 

消灯 ：電源 OFF または無受信 

緑点滅：通信または内部処理中 

赤点滅：エラー 

LAN コネクタ LAN ケーブルを接続します。 

LAN ケーブルはカテゴリ 5e（１０００BASE-T/TX）以上、

ストレート全結線ケーブルを使用してください。 

 

対物レンズ 
焦点調整リング 

焦点調整リング固定ネジ 

電源コネクタ ステータス LED 

LAN コネクタ 
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名称 機能 

三脚ネジアダプタ 本器を三脚に取り付けるときに使用する三脚ネジアダプタです。 

三脚ネジ：1/4-20 UNC NUT 深さ 5mm 

三脚ネジスペーサ 主に対物レンズまで平置きで使用する場合に使用します。 

なお三脚に固定する場合には、常にご使用ください。 

受光器に装着し、その上に三脚ネジアダプタを重ねアダプタ、 

スペーサ一緒に取付ネジで固定します。 

工具用ネジ 本器をシステム等に取り付けるためのネジです。 

M３×0.５(径:3mm ピッチ:0.5mm)のネジです。 

 

 
お願い 

三脚ネジアダプタは三脚ネジスペーサと共にご使用ください。三脚ネジアタ

プタのみでご使用いただいた場合、本器とネジが接触し、内部が破損するこ

とがあります。 

 

三脚ネジアダプタ 

取付ネジ：2×5+FW ×4 
三脚ネジスペーサ 

取付ネジ：2×10+FW ×4 
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■UA-200 シリーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 機能 

焦点調整リング 測定対象物に焦点を合わせる場合に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 機能 

電源コネクタ AC アダプタ出力側プラグを接続します。DC12V   

電源スイッチ 電源の ON/OFF を行います。 

LAN コネクタ LAN ケーブルを接続します。 

LAN ケーブルはカテゴリ 5e（１０００BASE-T/TX）以上、

ストレート全結線ケーブルを使用してください。 

 

対物レンズ 

焦点調整リング 

電源コネクタ 

電源スイッチ 

LAN コネクタ 

排気ファン 

ハンドル 
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名称 機能 

三脚取付けネジ 本器を三脚に取り付けるときに使用する三脚ネジです。 

三脚ネジ：1/4-20 UNC NUT 深さ 6mm 

工具用ネジ 本器をシステム等に取り付けるためのネジです。 

M4×0.５(径:4mm ピッチ:0.5mm)のネジです。 

 

 

 

三脚取付ネジ 

工具用ネジ×3（点線円） 
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1.3 ソフトウェアの機能と特徴 
 

本器では用途に合わせた下記 2 種類のモードを用意しました。 

 

－ Standard mode  

測定を含むUA-10シリーズ、UA-200シリーズすべての機能を使用することができます。

多種多様な測定対象物、測定条件にもフレキシブルに対応できます。必ず受光器と接続して

使用します。 

 

 

 

 

 

－ View mode  

保存した測定イメージを閲覧、解析するビューアとして使用します。 

測定イメージの読込み/表示/保存、測定データの表示/保存に限定された機能のみ使用するこ

とができます。受光器と接続する必要はありません。測定イメージファイルがあれば、どこ

でもデータ分析・評価を行うことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 
お願い 

View mode では、以下の項目は行えません。 

 レシピ設定  

  測定条件（1/4）      ☞「3.3 測定条件(1/4)設定」 

  測定条件（1/4）      ☞「3.4 測定条件(1/4)設定」 

  測定条件（2/4）      ☞「3.5 測定条件(2/4)設定」 

測定条件（2/4）      ☞「3.6 測定条件(2/4)設定」 

測定条件（2/4）      ☞「3.7 測定条件(2/4)設定」 

  測定条件（3/4）      ☞「3.8 測定条件(3/4)設定」 

測定条件（4/4）      ☞「3.9 測定条件(4/4)設定」 

  スポット補正        ☞「3.10 その他レシピ設定」 

 色補正ウィザード       ☞「3.11 色補正ウィザードを使用する」 

 測定             ☞「4. 測定」 
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1.4 動作条件 
本ソフトウェアの推奨している動作条件は、以下となります。 

 

OS 

 

Windows® 10 Pro 以上（32/64bit） 

Windows® 11Pro 以上（64bit） 

CPU Intel® CoreTM i5 (4 core 2.8GHz) 以上 

メモリ 4GB 以上 

HDD 1GB 以上 

LAN ポート Gigabit Ethernet 1 ポート 

基準器を使用して色補正を行う場合 

RS-232C シリアルまたは、USB 1.1 1 ポート 

ディスプレイ 1024*768 以上、1677 万色（32bit）以上 

ドライブ CD-ROM ドライブ 

 

 ※Windows®は米国マイクロソフト社の商標または登録商標です。 

 ※Intel®は米国インテル社の商標または登録商標です。 
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1.5 インストール 
 

UA-10_200 Installer では、下記をインストールすることができます。 

 

①測定プログラム（Application） 

測定プログラムとパラメータファイル群をインストールします。 

受光器を接続することですべての機能が使用できます。受光器が接続されていない場合には、

ビューアアプリケーションとして使用できます。 

 

②ドライバー（Driver） 

UA-10 シリーズ、UA-200 シリーズ ドライバーをインストールします。なお、UA-200

と UA-200A はドライバーが異なります。 

使用 OS（32bit/64bit）によりインストールする対象ドライバーが異なります。 

使用 OS に合致するドライバーをインストールしてください。 

SDK 使用時もインストールする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お願い 

SDK（Software Development Kit）を使用する場合には、CD-ROM に内包

されている”SDK”フォルダおよび”Parameter”フォルダを別途手動でコピーし

てください。SDK の使用方法については「UA-CORE SDK 取扱説明書」を

参照してください。 
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1.5.1 インストール時の注意事項 

本ソフトウェアを PC にインストールする際の注意事項は以下のとおりです。 

 

 
お願い 

・ＰＣは、「1.4 動作条件」のスペック以上のものをご用意ください。 

・インストールする場合は、PC のログオン時に、ユーザ名の文字を半角文字に

してログオンしてから作業を行ってください。全角文字のユーザ名でログオ

ンしてインストールを行うとエラーになる場合があります。 

・インストール時は、必ず管理者権限を持つアカウントでコンピュータにログ

オンしてください。管理者権限がないと、インストールを行うことができま

せん。 

・本ソフトウェアをインストールするときは、動作条件に適合されていても、

一度 Windows Update を利用して、OS を最新の状態にしてからインスト

ールしてください。 

  

・基準器による色補正を行う場合は、RS-232C ポートあるいは、USB1.1 のポートの  

いずれか１つのポートがさらに必要になります。 

・基準器用のケーブルは付属されていません。ご使用にあたっては、別途ご購入ください。 

・基準器の接続については、別途計測器の取扱説明書を参照してください。 

・PC 側の接続については、お使いの PC のマニュアルも参照してください。 

 

メモ 
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1.5.2 測定プログラム（Application）のインストール 

UA-10 シリーズ、UA-200 シリーズ 測定プログラムのインストール手順について説明し

ます。 

本インストーラから、インストール、アンインストールを行うことができます。 

 

1.5.2.1 インストール 

測定プログラムをインストールするには、以下の手順となります。 

 

1 CD ドライブに、「UA-10_200 Install」CD-ROM を挿入します。 

 

 
お願い 

・アンインストールは、付属の「UA-10_200 Install」 CD-ROM から行っ

てください。[コントロールパネル]-[アプリケーションの追加と削除]で行う

と、正しく削除されなくなる場合があります。 

・CD-ROM メディアの内容を USB メモリに移し変えて、インストールを行

わないで下さい。正しくインストールできないことがあります。 
 

 

2 エクスプローラから CD-ROM ドライブを開き、[InstallLauncher.exe]をダブルクリ

ックしてください。下記の画面が表示されます。[Application]ボタンをクリックする

と、UA-10 シリーズ、UA-200 シリーズ 測定プログラムのインストールが開始さ

れます。[×]を押すと画面を閉じ、すべてのインストールを終了します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

      インストール項目選択画面 
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・[InstallLauncher.exe]選択後、マウス右クリックでポップアップメニューを表示

し、[管理者として実行]を選択してください。 

 

 

 

 

 

・[ユーザーアカウント制御]ダイアログが表示される場合は、[許可]または[はい]を

選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 下記の画面が表示されます。[次へ]をクリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

 

 

 

           インストール開始画面 

 

メモ 
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4 本製品に関するソフトウェアのライセンス条項の画面が表示されます。 

 内容をよく読み、表示事項に同意いただける場合は、[同意する]を選択して[次へ]をク

リックします。 

 表示事項に同意されない場合には、インストールが継続できません。 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

          ライセンス条項画面 

 

5 下記の画面が表示されます。 

 [次へ]をクリックするとインストールを開始します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

  

  

  

  

    インストール確認画面 
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    インストール実行中画面 

 

6 下記の画面が表示されます。 

 インストールが完了となります。 

 [閉じる]をクリックして終了します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

 

 

 

 

 

    インストール完了画面 
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1.5.2.2 アンインストール 

測定プログラムがインストールされている状態で、測定プログラムをアンインストールする

ことができます。 

測定プログラムをアンインストールするには、以下の手順となります。 

 

 
お願い 

測定プログラムが起動している場合は、必ずアンインストールを開始する前に

終了させてください。 

 

1 下記の画面で、[Application]をクリックすると、測定プログラムのアンインストール

が開始されます。 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

    インストール項目選択画面 
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2 下記の画面が表示されます。 

 [削除]を選択し[完了]をクリックするとアンインストールが開始します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 

 

 

             処理選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      アンインストール実行中画面 
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3 下記の画面が表示され、アンインストールが完了となります。 

 [閉じる]をクリックして、アンインストールを終了します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

 

  

  

  

  

      アンインストール完了画面 
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1.5.3 Driver のインストール 

Driver インストールの手順について説明します。 

UA-10 シリーズおよび UA-200 シリーズのドライバーをインストールします。 

ドライバーがすでにインストールされている場合には、インストールの必要はありません。 

 

測定プログラム（Application）のバージョンが 4.0.0 以降をご使用され、且つ、バー

ジョン 4.0.0 以前の CD-ROM でドライバーをインストールされている場合は、ドライ

バーを更新してください。測定プログラムが正常に動作しない場合があります。バージ

ョン 4.0.0 以前の CD-ROM を使用しドライバーをアンインストールしていただき、バ

ージョン 4.0.0 以降の CD-ROM で再度インストールを行ってください。 

 

 

1.5.3.1 インストール 

ドライバーをインストールするには、以下の手順となります。 

 

1 CD ドライブに、「UA-10_200 Install」CD-ROM をセットします。 

 下記の画面で[Driver(UA-10/UA-200A)]または[Driver(UA-200)]ボタンをクリ

ックします。 

 [×]を押すと画面を閉じ、すべてのインストールを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     インストール項目選択画面 

 

 

 

 

 

 

メモ 
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2 下記の画面が表示されます。 

 [Install]を選択し、PC の OS に沿い[32bit]または[64bit]を選択し、[OK]をクリッ

クするとインストールを開始します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

     OS 選択画面 

 

 

 インストールが完了すると下記の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールが完了するまでに数十秒要する場合があります。その間他の操作は行わず、

完了するまでそのままの状態で待機してください。 

 

 

メモ 
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1.5.3.2 アンインストール 

ドライバーをアンインストールするには、以下の手順となります。 

 

 
お願い 

ドライバーをアンインストールする際には、受光器を接続していない状態で行

ってください。受光器を接続したままでアンインストール作業を行った場合、

正常にアンインストールされません。 

 

 

1 CD ドライブに、「UA-10_200 Install」CD-ROM をセットします。 

 下記の画面で[Driver(UA-10/UA-200A)]または[Driver(UA-200)]ボタンをクリ

ックします。 

 [×]を押すと画面を閉じ、すべてのインストールを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      インストール項目選択画面 

 

2 下記の画面が表示されます。 

 [Uninstall]を選択し、PC の OS に沿い[32bit]または[64bit]を選択し、[OK]をクリ

ックするとインストールを開始します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

        OS 選択画面 
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アンインストールが完了すると下記の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンインストールが完了するまでに数十秒要する場合があります。その間他の操作は行わ

ず、完了するまでそのままの状態で待機してください。 

 

メモ 
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1.5.4 受光器と PC との接続 

 

 

 

 

 

AC アダプタは標準付属品または別売付属品を使用すること。 

ＡＣアダプタの故障により火災や感電の原因になる場合があります。 

 

 

 

 

AC アダプタのプラグやコンセントのほこり・水分は取り除くこと。 

火災の原因となる場合があります。 

 

 

 

 

濡れた手で、プラグを抜いたり差し込んだりしないこと。 

感電の原因になる場合があります。 

 

■UA-10 シリーズ 

1 AC アダプタの電源が OFF になっていることを確認します。 

2 AC アダプタの出力側コネクタを本器裏面の電源コネクタに接続します。 

3 LAN ケーブルを本器裏面の LAN コネクタおよび PC の LAN コネクタに差し込み接

続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 AC アダプタのプラグをコンセントに差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

禁 止 

強 制 

強 制 

電源コネクタ 

LAN コネクタ 
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■UA-200 シリーズ 

1 AC アダプタの電源が OFF になっていることを確認します。 

2 AC アダプタの出力側プラグを本器裏面の電源コネクタに接続します。 

3 LAN ケーブルを本器裏面の LAN コネクタおよび PC の LAN コネクタに差し込み接

続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 AC アダプタのプラグをコンセントに差し込みます。 

 

 

 

電源コネクタ LAN コネクタ 
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1.6 Windows の設定変更 

1.6.1 画面設定 

本ソフトウェアでは、画面解像度が1024×768(pixel)以上、 色数24bit 1677万色以上、

画面分解能 DPI（100%）以上で正常動作します。表示に異常が見られる場合には、設定を

確認してください。 

 

 

1.6.2 ジャンボフレーム設定 

ご使用されている PC 及び Windows によってはジャンボフレーム設定が可能です。通信が

中断しやすい場合には、ジャンボフレームを[有効]に設定してください。 

 

  

1.6.3 省電力設定 

ご使用されている PC によってはネットワークアダプタの省電力設定が[有効]になっている

場合、本ソフトウェアで正常に動作しないことがあります。そのため、省電力設定は[無効]

に設定してください。 
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1.7 画面の名称と機能 
画面に表示される各部の名称と機能は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）メニューバー 

 

 

 

２）ツールバー 

 

 

 

３）リバー 

 

 

 

４）ステータスバー 
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1.7.1 メニューバー 

メニューバーに表示される各メニューの機能は、以下のとおりです。 

メニューバーには、本ソフトウェアで使用する主機能が構成されています。 

 

[ファイル]メニュー 

測定イメージのファイル操作に関するメニューです。ファイルメニューに設定されている機

能は、以下のとおりです。 

 

測定イメージを開く 

保存されている測定イメージファイルを読み込んで表示します。 

      ☞「6.１ 測定イメージを開く」 

測定イメージを閉じる 

現在表示している測定イメージを閉じます。現在表示している測定イメージを閉じ、保持し

ているすべての測定イメージを破棄します。 

      ☞「6.２ 測定イメージを閉じる」 

測定イメージを保存 

現在表示されている測定イメージを保存します。 

     ☞「6.3.1 測定イメージを保存する」 

測定イメージを別名保存 

現在保持している保存対象測定イメージを別名で保存します。 

     ☞「6.3.2 測定イメージを別名保存する」 

測定イメージを一括保存 

現在保持している保存対象測定イメージを一括して保存します。 

     ☞「6.3.3 測定イメージを一括保存する」 

終了 

すべての処理を停止してソフトウェアを終了します。 

☞「2.2.2 ソフトウェアを終了する」 

[表示]メニュー 

本ソフトウェアで行うすべての測定イメージの表示に関するメニューです。測定イメージを

各種ビュー、グラフ、データシートを用いて表示します。測定データの解析など用途に合わ

せた表示を選択することができます。表示メニューに設定されている機能および各種ビュー

付随機能は以下のとおりです。 

 

ライブビュー 

測定対象物をリアルタイムに表示します。主に、測定対象物と受光器の位置合わせを行う場

合に使用します。 

☞「5.1 ライブビュー操作」 
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初期レイアウト 

初期レイアウト機能は、[共通設定]-[初期レイアウト設定]で設定されているレイアウトで測

定イメージを表示します。レイアウト変更は、[設定]-[共通設定]-[初期レイアウト設定]で行

います。 

☞「6.4.1 初期レイアウトを開く」 

時系列レイアウト 

固定された、時系列専用レイアウトで測定イメージを表示します。 

☞「6.4.2 時系列レイアウトを開く」 

擬似カラービュー 

測定データに任意の色を配色し、微小な差を色分けして表示します。 

☞「5.2 擬似カラービュー操作」 

規格スポットビュー 

定型規格での面測定をワンタッチで行います。 

☞「5.3 規格スポットビュー操作」 

分割スポットビュー 

測定イメージを分割して表示します。 

☞「5.4 分割スポットビュー操作」 

任意スポットビュー 

最大 999 点の測定スポットを自由に配置し測定を行います。 

☞「5.5 任意スポットビュー操作」 

等高線ビュー 

測定データを区分し、区分けされた同じ値を線で結んで表示します。 

☞「5.6 等高線ビュー操作」 

断面図ビュー 

測定イメージ上に設定された断面部分の測定データの縦横グラフ形式で表示します。 

☞「5.７ 断面図ビュー操作」 

多点断面図ビュー 

測定イメージ上に設定された断面部分の測定データの横グラフ形式で表示します。 

☞「5.８ 多点断面図ビュー操作」 

色度図ビュー 

測定データの色を xy 平面座標図で表示します。色度図は CIE1931 色度図、CIE1976 色

度図の 2 種類があります。 

☞「5.9 色度図ビュー操作」 

表色系擬似カラービュー 

測定データから L*a*b*表色系を算出し、各々を擬似カラー表示でします。 

☞「5.16 表色系擬似カラービュー操作」 

L*a*b*表色系ビュー 

測定データの色を、L*a*b*表色系色度図で表示します。 

☞「5.14 L*a*b*表色系ビュー操作」 
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Hue-Chroma 表色系ビュー 

測定データの色を、Hue-Chrima 表色系で表示します。 

☞「5.15 Hue-Chroma 表色系ビュー操作」 

ヒストグラムビュー 

縦軸に測定データの個数、横軸に測定データをとった統計グラフを表示します。 

☞「5.10 ヒストグラムビュー操作」 

３D ビュー 

２次元の測定データを３次元に変換し表示します。 

☞「5.11 ３D ビュー操作」 

サムネイルビュー 

縮小した擬似カラー測定イメージを番号、測定日時と共に一覧表示します。 

☞「5.12 サムネイルビュー操作」 

RGB カラービュー 

測定データから RGB を配色して表示します。 

☞「5.13 RGB カラービュー操作」 

判定結果ビュー 

[規格スポットビュー]、[分割スポットビュー]、[任意スポットビュー]、[色度図ビュー]、[表

色系ビュー]で設定されたスポット、もしくは、エリアに対して、各判定項目において合否判

定結果を表示します。 

☞「5.17 判定結果ビュー操作」 

測定イメージリスト 

現在ソフトウェア上で保持している、すべての測定イメージの番号、測定日時、コメントを

リスト形式で表示します。 

☞「6.5 測定イメージリスト」 

現在表示している測定イメージのレシピ 

現在表示している測定イメージの測定時における[レシピ設定]の設定状況を表示します。 

☞「6.6 現在表示している測定イメージのレシピを開く」 
 

[測定]メニュー 

測定条件の最適値を算出 

測定時の積分時間、減光フィルタ、ゲインの最適値を自動算出します。 

☞「4.3 測定条件の最適値を算出する」 

 

減光フィルタ、ゲインは UA-200 シリーズのみ有効です。 

 

通常測定 

[レシピ設定]の設定内容に応じた測定を行います。表示は、[初期レイアウト]で設定したレ

イアウトで表示します。 

☞「4.1 通常測定」 

メモ 
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時系列測定 

現在表示している測定イメージの測定時における[レシピ設定]の設定状況を表示します。 

表示は、時系列測定の定型レイアウトで表示します。 

☞「4.2 時系列測定」 

測定キャンセル 

現在行っている「通常測定」、「時系列測定」を強制的に中断します。 

☞「4.4 測定をキャンセルする」 

 

[設定]メニュー 

レシピ設定 

測定に関わるすべての設定を行います。 

☞「3. 設定」 

色補正ウィザード 

弊社、計測器の測定データを使用して受光器の色補正係数を算出します。 

☞「3.11 色補正ウィザードを使用する」 

白色板ウィザード 

物体色の演算を行う場合に適用する、光源データを設定します。 

☞「3.14 白色板データ設定」 

共通設定 

共通に使用する各種設定を行います。設定内容はレシピの種類、測定対象物に依存しません。 

     ☞「3.12 共通設定」 

エリア補正 

エリア補正ファイルの作成、編集を行います。測定時の適用有無はレシピ設定で行います。 

     ☞「3.13 エリア補正」 

対角補正 

対角補正に関わる各種設定を行います。測定時の適用有無はレシピ設定で行います。 

     ☞「3.15 対角補正」 

四則演算 

四則演算を行います。 

     ☞「3.16 四則演算」 

フィルタリング 

フィルタ処理を行います。 

     ☞「3.17 フィルタリング」 

 

[ウィンドウ]メニュー 

並べて表示 

現在表示しているウィンドウを整頓し、左上、右上、左下、右下の４ブロックに分けて表示

します。 

☞「7.1 並べて表示する」 
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すべて閉じる 

現在表示しているすべてのウィンドウを閉じます。 

☞「7.2 すべて閉じる」 
 

[ヘルプ]メニュー 

トピックの検索 

取扱説明書を表示します。 

☞「8.1 トピックを検索する」 

バージョン情報 

バージョン情報ダイアログを表示します。 

☞「8.2 バージョン情報を確認する」 
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1.7.2 ツールバー 

ツールバーには、使用頻度の高い機能が直感的に操作できるようにアイコンが配置され

ています。配置されているアイコンおよび機能は以下のとおりです。 

 

 

 

アイコン メニュー 機能    ファイル 

 

 

 測定イメージを開く 

   測定イメージを一括保存 

   測定 

 

 

 

 通常測定 

   時系列測定 

   測定キャンセル 

   表示 
 ライブ ビュー 

   擬似カラー ビュー 

   規格スポット ビュー 

   分割スポット ビュー 

   任意スポット ビュー 

   等高線 ビュー 

   断面図 ビュー 

   多点断面図 ビュー 

   色度図 ビュー 

   ヒストグラム ビュー 

   ３D ビュー 

   サムネイル ビュー 
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 RGB カラー ビュー 

   L*a*b*表色系 ビュー 

 

 
 Hue-Chroma 表色系 ビュー 

 

 
 表色系擬似カラー ビュー 

 

 
 判定結果 ビュー 
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1.7.3 リバー 

測定中にサチュレーションが発生した場合、リバーに以下のアイコンが表示されます。 

 

サチュレーションアイコン 

 

 

 

 

サチュレーションが発生すると、サチュレーションアイコンが表示されます。サチュ

レーションを確認する手順は以下のとおりです。 

1.[疑似カラービュー]のポップアップメニューから[三刺激値]を選択し、表示を切り

替えます。 

2. [疑似カラービュー]でサチュレーション発生箇所を確認します。サチュレーション

発生箇所は、以下の色で表示されます。 

 疑似カラー表示：白色 グレースケール表示：黄緑色 

 

メモ 
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1.7.4 ステータスバー 

ステータスバーには、測定イメージに関する情報が常時表示されています。 

ステータスバーに表示される測定イメージ情報は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

測定イメージ数 

表示可能な測定イメージの総数が表示されます。保存済み測定イメージを開いた場合に

は、開かれた測定イメージ数も加えた総数が表示されます。 

 

表示中の測定イメージ 

表示されている測定イメージ番号が表示されます。 

測定イメージ番号は[サムネイルビュー]で表示される番号に対応しています。表示形式

は以下のとおりです。 

測定イメージ番号 / 測定イメージ数 

 

測定時刻 

表示されている測定イメージの測定開始時刻が表示されます。表示形式は以下のとおり

です。 

 年/月/日 時/分/秒/ミリ秒 

 

測定領域 

表示されている測定イメージの測定可能最大領域が縦横[mm]単位で表示されます。測

定領域は、測定距離およびレンズ画角により自動算出されます。 

 

解像度 

表示されている測定イメージの細かさが縦横[pixel]単位で表示されます。 

 

分解能 

表示されている測定イメージ 1[pixel]あたりの大きさが縦横[mm]単位で表示されます。 
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補正 

表示されている測定イメージに補正が適用されているか否かが表示されます。 

適用されている場合の表示は、以下のとおりです。 

 色補正または基準色補正：”C” 

スポット補正  ：”S” 

エリア補正  ：”A” 

対角補正  ：”D” 

フィルタ補正  ：”F” 

すべての補正が適用されている場合は”CSADF”、すべて未適用の場合は”no”と表示さ

れます。 

 

測定時間 

表示されている測定イメージの測定時間が[ms]単位で表示されます。 

測定開始から測定完了までの時間となります。測定完了後の測定イメージ表示、各種フ

ァイル出力などの時間は含まれません。 

 

ファイル名 

表示されている測定イメージのファイル名が表示されます。 

 

 

[ステータスバー設定]で表示する測定イメージ情報を選択することが出来ます。 

メモ 
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1.7.5 ショートカットキー 

使用頻度の高い機能がショートカットキーに割り当てられています。 

割り当てられているショートカットキーおよび機能は以下のとおりです。 

 

ショートカットキー メニュー 機能 

F1 ヘルプ トピックの検索―該当ヘルプの表示 

F5 測定 測定条件の最適値を算出 

F6 通常測定 

F7 時系列測定 

F8 設定 レシピ設定 

F9 色補正ウィザード 

F10 共通設定 

F12 エリア設定 

F11 ウィンドウ すべて閉じる 

Ctrl+O ファイル 測定イメージを開く 

Ctrl+U 測定イメージを保存 

Ctrl+S 測定イメージを一括保存 
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2. 測定操作 
 

2.1 測定操作フローチャート 

 

UA-10 シリーズ、UA-200 シリーズを使用して、測定対象物の測定を行うには、以下の手

順となります。 

 

通信設定 

   受光器、PC の通信設定     ☞「10 通信設定」 

 

 装置の設置 

受光器の設置   ☞「2.3 設置」 

 

 ソフトウェアの起動  

ソフトウェアの起動 ☞「2.2 ソフトウェアの起動と終了」 

 

 測定条件設定 

レシピ設定      ☞「3. 設定」 

 

   測定 

通常測定   ☞「4.1 通常測定」 

時系列測定   ☞「4.2 時系列測定」 

 

 データ分析・保存  

各種ビュー操作   ☞「5. 各種操作」 

ファイルメニュー操作   ☞「6. ファイルメニュー操作」 
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2.2 ソフトウェアの起動と終了 

2.2.1 ソフトウェアを起動する 

UA-10_200 ソフトウェア（以下、ソフトウェア）を起動するには、以下の手順となりま

す。 

 

 
お願い 

本ソフトウェアがインストールされている PC と本器が LAN ケーブルで接続

され、本器の電源がONしている場合には、本ソフトウェアはStandard mode

で起動します。それ以外の場合には View mode で起動します。 

 

1 受光器とソフトウェアをインストールした PC を LAN ケーブルで接続します。 

2 接続したら、AC アダプタをコンセントに差し込み受光器の電源を ON します。 

3 [ ス タ ー ト ] メ ニ ュ ー か ら 、 [ プ ロ グ ラ ム ]-[TOPCON TECHNOHOUSE]- 

[UA-10_200]-[UA-10_200]を選択します。 

 ソフトウェアが起動し、以下の画面が表示され、初期化を開始します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 

 

 

 
お願い 

初期化中にエラーが発生した場合には、エラー発生原因を取り除いた後、 

一度電源を ON/OFF してから、本ソフトウェアを再起動してください。 

 

 

4 初期化が完了するとメイン画面が表示されます。 
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 View mode として使用する 

View mode へ切り替える手順は以下のとおりです。 

 

1 受光器が接続されていない、または電源が OFF している状態で起動すると、以下のダ

イアログが表示されます。[OK]をクリックします。 

  

  

 

  

  

  

  

  

 

 

2 以下のダイアログが表示されます。 

 [はい]をクリックすると、View mode へ切り替わります。 

 [いいえ]をクリックすると、ソフトウェアを終了します。 
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2.2.2 ソフトウェアを終了する 

すべての処理を停止して、ソフトウェアを終了します。 

ソフトウェアを終了するには、以下の手順となります。 

 

1 [ファイル]-[終了]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

[メニューバー]の×印をクリックしても終了します。 

 

2 保持している測定イメージの中に保存対象となる測定イメージが存在している場合に

は、以下のダイアログが表示されます。 

 [はい]を選択すると、保存対象の測定イメージを一括保存して、終了します。 

 [いいえ]を選択すると、保存対象の測定イメージを強制的に破棄して、終了します。 

 [キャンセル]を選択すると、終了処理をキャンセルします。 

☞「6.3.1 測定イメージを保存する」 

☞「6.3.3 測定イメージを一括保存する」 

  

  

  

  

  

メモ 
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2.3 設置 

2.3.1 ライブ表示 

 

1 PC を立ち上げ、ソフトウェアを起動します。 

2 [表示]-[ライブビュー]を選択します。 

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

3  ライブビューが表示されます。 
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2.3.2 測定対象物の視準 

1 [ライブビュー]を表示します。 

 測定対象物が、画面内に納まるように測定位置を調整します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

   

  

   

  

2 [ライブビュー]の画面を見ながら焦点調整リングを回し、焦点を合わせます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 



61 

 

 
お願い 

・測定対象物に焦点を合わせると、縞模様（モアレという）が発生する場合

があります。これは、FPD の画素と CCD の素子が規則的に配列されてい

るため、それらが干渉することで発生します。モアレの発生が見られた場

合、若干焦点位置を前後させることでモアレが解消される場合があります。 

・三脚取り付けネジおよび治具取り付け用ネジ穴を使用する場合は、指定さ

れたネジをご使用ください。また、必要以上に強く締め付けないでくださ

い。内部が破損することがあります。 

 

 

 



 

 62 

3. 設定 
3.1 レシピ設定を開く 

 レシピ設定を開くには、以下の手順となります。 

1 [設定]-[レシピ設定]を選択します。あるいは、「F8」キーを押します。 

  

  

  

  

  

 

 

2 [レシピ設定]ダイアログが開きます。 

 [レシピ設定]ダイアログで表示される以下のボタンは、すべて同じ機能となります。 

 [OK]  設定を有効にして、この画面を閉じます。 

 [キャンセル] 設定を無効にして、この画面を閉じます。 

 [適用]  設定を有効にします。画面は閉じず、設定を継続できます。 

 [ヘルプ]  取扱説明書を表示します。 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

   

 
お願い 

View mode で起動している場合には、[測定条件(1/4)]、[測定条件 

(2/4)]、[測定条件(3/4)]、[測定条件(4/4)]は表示されません。 
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3.2 レシピ選択 

3.2.1 レシピファイルの選択 

 使用するレシピファイルを選択します。 

 使用するレシピファイルを選択するには、以下の手順となります。レシピを編集する

場合は、この画面で選択された有効レシピで行われます。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[レシピ選択]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

 

2 [開く]ボタンをクリックすると[ファイルを開く]ダイログが表示されます。レシピファ

イルを選択し読み込みます。読み込まれたレシピファイル内容が有効なレシピ（以後

有効レシピ）となります。 
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3.2.2 レシピファイルの保存 

 レシピファイルを保存します。 

 レシピファイルを保存するには、以下の手順となります。レシピファイルを SDK で

使用することができます。 

 

 

[共通設定]-[ファイル自動保存設定]の設定により動作が異なります。 

☞「3.12.7 ファイル自動保存設定」 

 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[レシピ選択]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

 

 

  

  

2 “表示しているレシピファイルが適用されています。”表示下部の[ファイル名]および

[コメント]を直接編集し、[保存]ボタンでレシピファイルを保存します。 

 [OK]をクリックすると”ファイルパス：”に表示されている場所に、変更内容を反映し

強制的に保存します。 

 ”ファイルパス：”には適用されているレシピファイルパスが表示されています。 

   

 

メモ 
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3.3 測定条件（1/4）設定（UA-10 シリーズ、 UA-200） 

3.3.1 画角 

 対物レンズの画角を設定します。 

 画角の設定は、以下の手順となります。 

 

 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(1/4)]を選択します。 

[対物レンズ]の[画角]プルダウンメニューから画角を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お願い 

構成されている対物レンズが 1 種類の場合、画角の変更はできません。 
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3.3.2 測定距離 

 受光器と測定対象物の距離を設定します。 

 測定距離の設定は、以下の手順となります。 

  

 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(1/4)]を選択します。 

[測定距離]エディットボックスに、測定距離を入力します。 

 測定距離は、対物レンズ金物前面から測定対象物までの距離となります。 

 設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：100[mm]-100000[mm] 

 

   

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

 
お願い 

測定距離が適切に設定されていない場合、すべての[mm]寸法に誤差が

生じ、測定スポットの領域計算などに影響を及ぼします。 
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3.3.3 測定方式 

 通常測定と時系列測定における、測定間の間隔の設定を行います。 

 測定方式を設定するには、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(1/4)]を選択します。 

[測定方式]設定で、測定を行う方式を選択します。 

 測定方式には、連続測定とインターバル測定が選択できます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

  

  

 

  

2 [測定方式]で[連続測定]を選択した場合、エディットボックスが有効になり設定が可能

となります。 

 連続測定回数を直接入力かエディットボックス内のスピンボタン▲▼で入力します。 

 設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：1 回-999 回 

 

 [最適化測定を初回測定時のみ実行する]チェックボックスを ON すると、1 回以上の

連続またはインターバル測定において最適化測定は初回の 1 回目のみ実行されます。 

 

・[最適化測定を初回測定時のみ実行する]を ON した場合、2 回目以降の測定におい

て、最適化測定分の測定時間短縮が見込まれます。 

・[最適化測定を初回測定時のみ実行する]を ON した場合、測定対象物の変動により

正確に測定できない場合があります。測定対象物の変動が大きい場合には、チェッ

クを OFF にして、毎回最適化測定を行ってください。 

メモ 
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3 [測定方式]で[インターバル測定]を選択した場合、測定間隔時間と測定回数を設定しま

す。条件１～５に、インターバル間隔である[間隔時間]とその条件での[測定回数]を入

力します。各セルをクリックすると入力が可能になります。各設定範囲は以下となり

ます。 

 間隔時間 ：1-259200 秒 （259200=72 時間） 

 測定回数 ：1-999 回 

 

 [測定時間が設定された間隔時間をオーバーした場合測定を中断する]チェックボック

スを ON すると、インターバル測定の測定間隔時間より測定時間が長い場合に、測定

を中断します。 

  

 
お願い 

・測定間隔時間×測定回数は最大で（259200=72 時間）を超過すること

はできません。 

・動作環境によりインターバル時間は数秒の誤差を生じる場合があります。 
 

 

 

 インターバル測定時の測定時間がインターバル時間を越えた場合の動作 

  

 － チェックが ON の場合 

 測定時間が、次のインターバル測定開始時間を越えていたとき、次の測定開始時点で

測定を中断します。測定途中のデータは破棄されます 

  

 － チェックが OFF の場合 

 測定時間が次のインターバル測定開始時間を越えていた場合、越えた開始時間の測定

は行わず、次の測定まで待機します。実際の測定間隔時間がずれることはありません。

実際の測定回数は、測定が行われたものだけとなり、設定した回数より少なくなりま

す。 
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3.3.4 平均化回数 

 １回の測定で平均化する、画像取込回数の設定を行います。 

 平均回数の設定は、以下の手順となります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(1/4)]を選択します。 

2 [平均化]設定、[自動]／[手動]を選択します。 

 [自動]を選択した場合、平均回数は測定積分時間より自動算出します。 

 [手動]を選択した場合、平均回数は[平均回数]エディットボックスで入力した設定値を

使用します。[手動]を選択すると、エディットボックスが有効となり設定が可能となり

ます。設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：1 回-50 回 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

・エディットボックス内のスピンボタン▲▼でも、平均回数を入力できます。 

・自動の場合は、積分時間により異なります。 

   

 平均化回数自動選択時の積分時間による平均回数 

 ■UA-10 シリーズ   ■UA-200 

  

 

 

  

積分時間[ms] 平均回数 

0.03 – 1499.99 4 

1500 以上 ５ 

積分時間[ms] 平均回数 

0.1 – 9999.9 ３ 

10000 以上 2 

メモ 
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3.4 測定条件（1/4）設定（UA-200A） 

3.4.1 画角 

 対物レンズの画角を設定します。 

 画角の設定は、以下の手順となります。 

 

 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(1/4)]を選択します。 

[対物レンズ]の[画角]プルダウンメニューから画角を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お願い 

構成されている対物レンズが 1 種類の場合、画角の変更はできません。 
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3.4.2 アタッチメント減光フィルタ 

 アタッチメント減光フィルタを設定します。 

 アタッチメント減光フィルタの設定は、以下の手順となります。 

  

 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(1/4)]を選択します。 

[アタッチメント減光フィルタ]の[アタッチメント減光フィルタを使用する]にチェッ

クを ON にして、プルダウンメニューからアタッチメント減光フィルタの種別を選択

します。 

  

 

   

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
お願い 

UA-200AS 及び UA-200AWS の場合は、アタッチメント減光フィル

タの設定はできません。 

また、アタッチメント減光フィルタをご購入されていない場合は、設定

できません。アタッチメント減光フィルタの選択は、適用可能な種別の

み表示されます。 
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3.4.3 測定距離 

 受光器と測定対象物の距離を設定します。 

 測定距離の設定は、以下の手順となります。 

  

 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(1/4)]を選択します。 

[測定距離]エディットボックスに、測定距離を入力します。 

 測定距離は、対物レンズ金物前面から測定対象物までの距離となります。 

 設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：100[mm]-100000[mm] 

 

   

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 
お願い 

測定距離が適切に設定されていない場合、すべての[mm]寸法に誤差が

生じ、測定スポットの領域計算などに影響を及ぼします。 
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3.4.4 測定方式 

 通常測定と時系列測定における、測定間の間隔の設定を行います。 

 測定方式を設定するには、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(1/4)]を選択します。 

[測定方式]設定で、測定を行う方式を選択します。 

 測定方式には、連続測定とインターバル測定が選択できます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

  

  

 

  

2 [測定方式]で[連続測定]を選択した場合、エディットボックスが有効になり設定が可能

となります。 

 連続測定回数を直接入力かエディットボックス内のスピンボタン▲▼で入力します。 

 設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：1 回-999 回 

 

 [最適化測定を初回測定時のみ実行する]チェックボックスを ON すると、1 回以上の

連続またはインターバル測定において最適化測定は初回の 1 回目のみ実行されます。 

 

・[最適化測定を初回測定時のみ実行する]を ON した場合、2 回目以降の測定におい

て、最適化測定分の測定時間短縮が見込まれます。 

・[最適化測定を初回測定時のみ実行する]を ON した場合、測定対象物の変動により

正確に測定できない場合があります。測定対象物の変動が大きい場合には、チェッ

クを OFF にして、毎回最適化測定を行ってください。 

 

メモ 
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3 [測定方式]で[インターバル測定]を選択した場合、測定間隔時間と測定回数を設定しま

す。条件１～５に、インターバル間隔である[間隔時間]とその条件での[測定回数]を入

力します。各セルをクリックすると入力が可能になります。設定範囲は以下となりま

す。 

 間隔時間 ：1-259200 秒 （259200=72 時間） 

 測定回数 ：1-999 回 

 [測定時間が設定された間隔時間をオーバーした場合測定を中断する]チェックボック

スを ON すると、インターバル測定の測定間隔時間より測定時間が長い場合に、測定

を中断します。 

  

 
お願い 

・測定間隔時間×測定回数は最大で（259200=72 時間）を超過すること

はできません。 

・動作環境によりインターバル時間は数秒の誤差を生じる場合があります。 
 

 

 

 インターバル測定時の測定時間がインターバル時間を越えた場合の動作 

  

 － チェックが ON の場合 

 測定時間が、次のインターバル測定開始時間を越えていたとき、次の測定開始時点で

測定を中断します。測定途中のデータは破棄されます 

  

 － チェックが OFF の場合 

 測定時間が次のインターバル測定開始時間を越えていた場合、越えた開始時間の測定

は行わず、次の測定まで待機します。実際の測定間隔時間がずれることはありません。

実際の測定回数は、測定が行われたものだけとなり、設定した回数より少なくなりま

す。 
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3.4.5 平均化回数 

 １回の測定で平均化する、画像取込回数の設定を行います。 

 平均回数の設定は、以下の手順となります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(1/4)]を選択します。 

2 [平均化]設定、[自動]／[手動]を選択します。 

 [自動]を選択した場合、平均回数は測定積分時間より自動算出します。 

 [手動]を選択した場合、平均回数は[平均回数]エディットボックスで入力した設定値を

使用します。[手動]を選択すると、エディットボックスが有効となり設定が可能となり

ます。設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：1 回-50 回となります。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 

 

 

  

  

  

  

  

・エディットボックス内のスピンボタン▲▼でも、平均回数を入力できます。 

・自動の場合は、積分時間により異なります。 

   

 平均化回数自動選択時の積分時間による平均回数 

  

 

 

  

 

 ※ダーク測定平均回数：4 回 

積分時間[ms] 平均回数 

0.05 – 9999.99 ３ 

10000 – 31999.99 ５ 

32000 ※１５ 

メモ 
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3.5 測定条件（2/4）設定（UA-10 シリーズ） 

3.5.1 積分時間 

 積分時間の設定方法を設定します。測定を行うには、CCD に最適な光量を入射させる

必要があります。積分時間は CCD に光を取り込む時間です。通常は、[自動]を選択す

ることで積分時間を算出しますが、測定対象物や測定条件により、[手動]で積分時間を

設定することができます。 

積分時間の設定方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

2 [積分時間]設定、[自動]/[手動]を選択します。 

 [自動]を選択した場合、測定毎に積分時間を自動算出し測定を行います。 

 [手動]を選択した場合、設定した積分時間で測定を行います。[手動]を選択すると、エ

ディットボックスが有効となり設定可能となります。 

 設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：0.03[ms]-2000[ms] 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

   

  

 

 

   

  

  

  

  

予め最適な積分時間を算出することができます。メニューバーの[測定]-[測定条件

の最適値を算出]または「F5」キーを実行してください。   

       ☞「4.3 測定条件の最適値を算出する」 

メモ 
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3.5.2 周波数 

 積分時間を設定周波数の倍数に合わせるか否かを設定します。周波数点灯している光

源を測定する場合に有効です。 

周波数による積分時間の設定方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

2 [周波数から積分時間を算出する]チェックボックスを ON にした場合、設定した周波

数の倍数から最適な積分時間を算出し測定を行います。チェックボックスを ON にす

るとエディットボックスが有効となり、周波数が設定可能となります。 

 設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：4[Hz]-2000[Hz] 

 

 

  

  

  

  

  

   

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

周波数による積分時間算出を有効にした場合、測定時間が長くなる場合があります。

       ☞「4.3 測定条件の最適値を算出する」 

メモ 
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3.5.3 最適化領域 

 積分時間の最適値を算出する際の測定領域を設定します。特定領域に着目した測定を

する場合に有効です。 

最適化領域の設定方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

2 [最適化領域を指定する]チェックボックスを ON にした場合、[ライブビュー]で指定さ

れた[最適化領域]が有効になります。測定条件の最適値算出は、指定された最適化領域

のみで算出します。 

 [最適化領域を指定する]チェックボックスを OFF にした場合、測定条件の最適値算出

は視野全域から算出します  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最適化領域を指定した場合、サチュレーションピクセルの周辺ピクセル測定値に影

響を及ぼす場合があります。 

☞「4.3 測定条件の最適値を算出する」 

 

メモ 
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3.6 測定条件（2/4）設定（UA-200） 

3.6.1 フィルタ 

輝度測定/色度測定をするために、必要な三刺激値フィルタの組み合わせを選択します。 

ユーザ指定を選択することで、三刺激値 X、Y、Z を任意に選択して測定することもで

きます。 

フィルタを選択するには、以下の手順になります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [フィルタ]プルダウンメニューから、測定するフィルタ設定を選択します。 

 選択できるフィルタ設定は[輝度/色度測定]、[輝度測定]、[ユーザ指定]の 3 つの設定

から選択できます。 

輝度/色度測定、輝度測定は、測定フィルタが決まっているので、任意フィルタへの

変更は行えません。 

 

3 [フィルタ]プルダウンメニューから、[ユーザ指定]を選択した場合、各フィルタのチェ

ックボックスが有効になります。フィルタのチェックボックスがＯＮになっているフ

ィルタのみ測定フィルタとして有効となります。 

ユーザ指定は、任意のフィルタのみ選択することができます。ただし、すべての 

チェックを外すことはできません。 

メモ 

メモ 
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3.6.2 積分時間/減光フィルタ/ゲイン 

 積分時間および減光フィルタ、ゲインの設定方法を設定します。測定を行うには、CCD

に最適な光量を入射させる必要があります。積分時間とは CCD に光を取り込む時間、

減光フィルタとは CCD に取り込む光の量を減少させる光学フィルタ、ゲインとは

CCD に取り込まれた光の量の増幅度です。積分時間、減光フィルタ、ゲインの組み合

わせで測定に最適な測定条件を設定します。通常は、[自動]を選択することで算出しま

すが、測定対象物や測定条件により、[手動]で積分時間、減光フィルタ、ゲインを設定

することができます。 

積分時間、減光フィルタ、ゲインの設定方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

2 [積分時間/減光フィルタ/ゲイン]設定、[自動]/[手動]を選択します。 

 [自動]を選択した場合、測定毎に積分時間および減光フィルタ、ゲインを自動算出し測

定を行います。 

 [手動]を選択した場合、設定した積分時間および減光フィルタ、ゲインで測定を行いま

す。[手動]を選択するか、減光フィルタ、ゲインチェックボックスを ON するとエデ

ィットボックスが有効となり、設定可能となります。 

 各設定範囲は以下となります。 

 積分時間  ：0.1[ms]-60000[ms] 

 減光フィルタ ：1 倍または 1/10 倍 

 ゲイン  ：1 または 5 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

   

 

 

 

  

   

  

  

  

3 [減光フィルタを固定する]チェックボックスを ON にした場合、設定した減光フィル

タで最適な積分時間を算出して測定を行います。 
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4 [ゲインを固定する]チェックボックスを ON にした場合、設定したゲインで最適な積

分時間を算出して測定を行います。 

 

予め最適な積分時間、減光フィルタ、ゲインを算出することができます。メニュー

バーの[測定]-[測定条件の最適値を算出]または「F5」キーを実行してください。

          ☞「4.3 測定条件の最適値を算出する」 

メモ 
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3.6.3 周波数 

 積分時間を設定周波数の倍数に合わせるか否かを設定します。周波数点灯している光

源を測定する場合に有効です。 

周波数による積分時間の設定方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

2 [周波数から積分時間を算出する]チェックボックスを ON にした場合、設定した周波

数の倍数から最適な積分時間を算出し測定を行います。チェックボックスを ON にす

るとエディットボックスが有効となり、周波数が設定可能となります。 

 設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：4[Hz]-2000[Hz] 

 

 

  

  

  

  

  

   

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

周波数による積分時間算出を有効にした場合、測定時間が長くなる場合があります。

       ☞「4.3 測定条件の最適値を算出する」 

メモ 
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3.6.4 最適化領域 

 測定条件の最適値を算出する際の測定領域を設定します。特定領域に着目した測定を

する場合に有効です。 

最適化領域の設定方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

2 [最適化領域を指定する]チェックボックスを ON にした場合、[ライブビュー]で指定さ

れた[最適化領域]が有効になります。測定条件の最適値を算出する際には、指定された

最適化領域のみで算出します。 

[最適化領域を指定する]チェックボックスを OFF にした場合、測定条件の最適値を算

出する際には視野全域から算出します。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最適化領域を指定した場合、サチュレーションピクセルの周辺ピクセル測定値に影

響を及ぼす場合があります。 

☞「4.3 測定条件の最適値を算出する」 

 

メモ 
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3.7 測定条件（2/4）設定（UA-200A） 

3.7.1 フィルタ 

輝度測定/色度測定をするために、必要な三刺激値フィルタの組み合わせを選択します。 

ユーザ指定を選択することで、三刺激値 X、Y、Z を任意に選択して測定することもで

きます。 

フィルタを選択するには、以下の手順になります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [フィルタ]プルダウンメニューから、測定するフィルタ設定を選択します。 

 選択できるフィルタ設定は[輝度/色度測定]、[輝度測定]、[ユーザ指定]の 3 つの設定

から選択できます。 

輝度/色度測定、輝度測定は、測定フィルタが決まっているので、任意フィルタへの

変更は行えません。 

 

3 [フィルタ]プルダウンメニューから、[ユーザ指定]を選択した場合、各フィルタのチェ

ックボックスが有効になります。フィルタのチェックボックスがＯＮになっているフ

ィルタのみ測定フィルタとして有効となります。 

ユーザ指定は、任意のフィルタのみ選択することができます。ただし、すべての 

チェックを外すことはできません。 

メモ 

メモ 
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3.7.2 積分時間/減光フィルタ/ゲイン 

 積分時間および減光フィルタ、ゲインの設定方法を設定します。測定を行うには、CCD

に最適な光量を入射させる必要があります。積分時間とは CCD に光を取り込む時間、

減光フィルタとは CCD に取り込む光の量を減少させる光学フィルタ、ゲインとは

CCD に取り込まれた光の量の増幅度です。積分時間、減光フィルタ、ゲインの組み合

わせで測定に最適な測定条件を設定します。通常は、[自動]を選択することで算出しま

すが、測定対象物や測定条件により、[手動]で積分時間、減光フィルタ、ゲインを設定

することができます。 

積分時間、減光フィルタ、ゲインの設定方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

2 [積分時間/減光フィルタ/ゲイン]設定、[自動]/[手動]を選択します。 

 [自動]を選択した場合、測定毎に積分時間および減光フィルタ、ゲインを自動算出し測

定を行います。 

 [手動]を選択した場合、設定した積分時間および減光フィルタ、ゲインで測定を行いま

す。[手動]を選択するか、減光フィルタ、ゲインチェックボックスを ON するとエデ

ィットボックスが有効となり、設定可能となります。 

 各設定範囲は以下となります。 

 積分時間  ：0.05[ms]-32000[ms] 

 減光フィルタ ：1 倍または 1/10 倍 

 ゲイン  ：1、5、10 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

   

 

 

 

  

   

  

  

 

3 [減光フィルタを固定する]チェックボックスを ON にした場合、設定した減光フィル

タで最適な積分時間を算出して測定を行います。 
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4 [ゲインを固定する]チェックボックスを ON にした場合、設定したゲインで最適な積

分時間を算出して測定を行います。 

予め最適な積分時間、減光フィルタ、ゲインを算出することができます。メニュー

バーの[測定]-[測定条件の最適値を算出]または「F5」キーを実行してください。

          ☞「4.3 測定条件の最適値を算出する」 

メモ 
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3.7.3 周波数 

 積分時間を設定周波数の倍数に合わせるか否かを設定します。周波数点灯している光

源を測定する場合に有効です。 

周波数による積分時間の設定方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

2 [周波数から積分時間を算出する]チェックボックスを ON にした場合、設定した周波

数の倍数から最適な積分時間を算出し測定を行います。チェックボックスを ON にす

るとエディットボックスが有効となり、周波数が設定可能となります。 

 設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：4[Hz]-2000[Hz] 

 

 

  

  

  

  

  

   

  

 

  

 

 

  

  

  

  

  

  

周波数による積分時間算出を有効にした場合、測定時間が長くなる場合があります。

       ☞「4.3 測定条件の最適値を算出する」 

メモ 
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3.7.4 最適化領域 

 測定条件の最適値を算出する際の測定領域を設定します。特定領域に着目した測定を

する場合に有効です。 

最適化領域の設定方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

2 [最適化領域を指定する]チェックボックスを ON にした場合、[ライブビュー]で指定さ

れた[最適化領域]が有効になります。測定条件の最適値を算出する際には、指定された

最適化領域のみで算出します。 

[最適化領域を指定する]チェックボックスを OFF にした場合、測定条件の最適値を算

出する際には視野全域から算出します。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最適化領域を指定した場合、サチュレーションピクセルの周辺ピクセル測定値に影

響を及ぼす場合があります。 

☞「4.3 測定条件の最適値を算出する」 

メモ 



89 

3.7.5 測定モード 

 測定条件のレイヤ測定を行う際の測定モードを設定します。高ダイナミックレンジで

測定をする場合に有効です。 

レイヤ測定の設定方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(2/4)]を選択します。 

2 [レイヤ測定を有効にする]チェックボックスを ON にした場合、最適な積分時間から

レイヤ測定を行います。チェックボックスを ON にするとエディットボックスが有効

となり、レイヤ数が設定可能となります。設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：2 - 5 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[レイヤ測定を有効にする]チェックボックスを ON にした場合は、各フィルタの積

分時間、減光フィルタ、ゲイン、周波数、及び、最適化領域の設定は無効となり、

全て自動設定で測定します。 

 
 

メモ 
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3.8 測定条件（3/4）設定 

3.8.1 サチュレーション検出 

 測定中にサチュレーションを検出した場合の測定動作を設定します。 

 サチュレーション検出動作の設定方法は、以下の手順となります。 

 

 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(3/4)]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [サチュレーション検出時に測定を中断する]チェックボックスを ON にした場合、 

 測定中にサチュレーション検出すると、下記のダイアログを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 [はい]をクリックすると、測定を継続します。 

 [いいえ]をクリックすると、測定を中止します 

 [サチュレーション検出時に測定を中断する]チェックボックスを OFF にした場合、サ

チュレーションを検出しても、そのまま測定を継続します。 

サチュレーションが発生した場合、[リバー]にサチュレーションアイコン  が表

示されます。 

メモ 
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3.8.2 時系列測定表示の起点 

 [時系列測定]における起点表示のデータを設定します。 

 時系列測定表示の起点設定を行うには、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(3/4)]を選択します。 

2 [時系列測定表示の起点]チェックボックスを ON にした場合、表示する起点を毎回、

時系列測定の初回の測定データに置き換えます。  

 [時系列測定表示の起点]チェックボックスを OFF にした場合、表示する起点は時系列

測定の初回の測定データに固定します。 
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3.8.3 測定イメージ保存 

 測定毎に測定イメージを自動保存する場合の設定を行います。自動保存する場合、出

力先フォルダパス直下にタイムスタンプ名のフォルダを作成し、そのフォルダに測定

イメージを保存します。 

 測定イメージを自動保存する方法は、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(3/4)]を選択します。 

2 [測定イメージ保存]-[測定イメージを自動保存する]チェックボックスを ON にした場

合、測定毎に測定イメージの自動保存が実行されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

 

  

  

 

  

  

 フォルダパスを変更する場合は[参照]ボタンをクリックします。 

 フォルダパスがエクスプローラ形式で表示されるので、保存する場所を選択して[OK]

ボタンをクリックします。 
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3.8.4 対角補正 

 測定イメージへの対角補正 有効/無効の設定を行います。斜めから測定した測定イメ

ージを、矩形に形状変換する場合に有効です。 

対角補正の有効/無効を設定する方法は、以下の手順となります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(3/4)]を選択します。 

2 [対角補正を有効にする]チェックボックスを ON にした場合、測定毎に測定イメージ

へ対角補正が適用されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対角補正係数の設定は、[設定]-[対角補正]で行います。[測定条件(3/4)]では測定

毎の対角補正 有効/無効のみを設定します。 

☞「3.15 対角補正」 

 

 

メモ 
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3.8.5 画像回転 

 測定イメージへの回転 有効/無効の設定を行います。 

画像回転の有効/無効を設定する方法は、以下の手順となります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(3/4)]を選択します。 

2 [測定イメージを回転する]チェックボックスを ON にし、回転角度を入力した場合、

測定毎に測定イメージへ回転が適用されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 [ライブ時の回転角度を使用する]チェックボックスを ON にした場合、測定毎に測定

イメージへライブ時の角度の回転が適用されます。 

ライブ時の回転角度の設定は、[共通設定]-[ライブ]または、[ライブビュー]-[回転]

で行えます。[測定条件(3/4)]では、測定毎の画像回転有効/無効を設定します。 

☞「3.12.3 ライブ設定」 
☞「5.1.15 ライブ画像を回転する」 

 

メモ 
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3.8.6 平滑化 

測定イメージへの平滑化の設定を行います。 

平滑化を設定する方法は、以下の手順となります。 

 

平滑化を行うことで測定データに含まれているノイズ成分を低減し、安定した測定 

データを得ることができます。 

 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(3/4)]を選択します。 

2 [平滑化]プルダウンメニューから、適用する平滑化を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 High ：ノイズ低減の効果が高い。 

 Low ：ノイズ低減の効果が低い。 

 OFF ：ノイズ低減処理を行いません。 

 

ノイズ低減の効果を低くするほど、解像度は高くなります。 

 

メモ 

メモ 
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3.9 測定条件（4/4）設定 

3.9.1 ムラ強調のパラメータを設定する 

ムラ強調のパラメータ設定を行います。 

ムラ強調のパラメータを設定する方法は、以下の手順となります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(4/4)]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [ムラ強調]の[種別]プルダウンメニューから、適用するムラ強調計算式を選択します。 

  

- 最大値分割（A/max）： 

ムラ強調処理前までのフィルタ処理結果画像を、[分割順序番号]で設定された順序番号

までのフィルタ処理結果画像の最大値で除算します。 

 

- 平均値分割（A/avg）： 

 ムラ強調処理前までのフィルタ処理結果画像を、[分割順序番号]で設定された順序番号

までのフィルタ処理結果画像の平均値で除算します。 

 

- 指定順序分割（A/B）： 

 ムラ強調処理前までのフィルタ処理結果画像を、[分割順序番号]で設定された順序番号

までのフィルタ処理結果画像で除算します。 
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- 最大値分割（max/A）： 

[分割順序番号]で設定された順序番号までのフィルタ処理結果画像の最大値を、ムラ強

調処理前までのフィルタ処理結果画像で除算します。 

 

- 平均値分割（avg/A）： 

 [分割順序番号]で設定された順序番号までのフィルタ処理結果画像の平均値を、ムラ強

調処理前までのフィルタ処理結果画像で除算します。 

 

- 指定順序分割（B/A）： 

 [分割順序番号]で設定された順序番号までのフィルタ処理結果画像を、ムラ強調処理前

までのフィルタ処理結果画像で除算します。 

 

【例】指定順序分割（B/A）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記設定の場合、計算式は下記となります。 

1～2. メディアン画像／1～3. バイラテラル画像 

 

3 [ムラ強調]の[分割順序番号]プルダウンメニューから、ムラ強調計算に適用する分母、

分子の分割順序番号を選択します。 

 

・[分割順序番号]は[順序/フィルタ]リストに項目が設定されていない場合、”0”以外 

選択できません。 

・[分割順序番号]で”0”を選択した場合、[基準データ]が適用されます。 

 

メモ 
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3.9.2 メディアンフィルタのパラメータを設定する 

メディアンフィルタのパラメータ設定を行います。 

メディアンフィルタのパラメータを設定する方法は、以下の手順となります。 

 

☞「11. 付録 用語説明 メディアンフィルタ」 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(4/4)]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [メディアン パラメータ]の[サイズ]プルダウンメニューから、適用するフィルタサイズ

を選択します。 

 

[サイズ]が大きいほどノイズを除去し滑らかなフィルタ補正イメージとなりますが、

全体的にぼける傾向となります。 

 

 

メモ 
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3.9.3 ガウシアンフィルタのパラメータを設定する 

ガウシアンフィルタのパラメータ設定を行います。 

ガウシアンフィルタのパラメータを設定する方法は、以下の手順となります。 

 

☞「11. 付録 用語説明 ガウシアンフィルタ」 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(4/4)]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [ガウシアン パラメータ]の[サイズ]プルダウンメニューから、適用するフィルタサイズ

を選択します。 

3 [ガウシアン パラメータ]の[標準偏差(X)]及び[標準偏差(Y)]を設定します。 

 設定範囲は以下となります。 

[標準偏差(X)] ：0 – 999.99 

[標準偏差(Y)] ：0 – 999.99 

 

[サイズ]、[標準偏差(X)]、[標準偏差(Y)]が大きいほどノイズを除去し滑らかな 

フィルタ補正イメージとなりますが、全体的にぼける傾向となります。 

メモ 
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3.9.4 バイラテラルフィルタのパラメータを設定する 

バイラテラルフィルタのパラメータ設定を行います。 

バイラテラルフィルタのパラメータを設定する方法は、以下の手順となります。 

 

☞「11. 付録 用語説明 バイラテラルフィルタ」 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(4/4)]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [バイラテラル パラメータ]の[ピクセル近傍領域の直径]、[シグマ（色空間）]、[シグマ

（座標空間）]を設定します。各設定範囲は以下となります。 

[ピクセル近傍領域の直径] ：0 – 999 

[シグマ（色空間）]  ：0 – 999.99 

[シグマ（座標空間）] ：0 – 999.99 

 

・[ピクセル近傍領域の直径]、[シグマ（色空間）]、[シグマ（座標空間）]が大きい

ほどノイズを除去し滑らかなフィルタ補正イメージとなりますが、全体的にぼける

傾向となります。 

・[ピクセル近傍領域の直径]を”0”に設定した場合は、[シグマ（色空間）]、[シグマ

（座標空間）]の設定値よりピクセル近傍領域の直径を自動算出し適用します。 

 

メモ 
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3.9.5 フィルタ処理順序を設定する 

フィルタ処理順序の設定を行います。 

フィルタ処理順序を設定する方法は、以下の手順となります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(4/4)]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [フィルタ]リストから項目を選択します。 

3 [ >> 追加 ]ボタンを押下すると[順序/フィルタ]リストに選択項目が設定されます。 

フィルタ処理順序を変更する場合は、[順序/フィルタ]リストから項目を選択し[∧][∨]

ボタンにて順序を変更します。 

 設定項目を削除する場合は、[順序/フィルタ]リストから項目を選択し[ << 削除 ]ボタン

を押下すると[順序/フィルタ]リストから削除されます。 

 

・各種フィルタパラメータは[ >> 追加 ]ボタン押下時の設定値が適用されます。 

・同じ項目を繰返し設定することができます。 

・フィルタ補正イメージのフィルタ条件を確認する場合は、フィルタ補正イメージを

表示した状態で[設定]-[フィルタリング]を選択すると、[順序/フィルタ]リストに

処理順序、フィルタ条件が表示されます。 

☞「3.17 フィルタリング」 

メモ 
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3.9.6 フィルタ補正を適用する 

測定イメージへのフィルタ補正 有効/無効の設定を行います。 

フィルタ補正の有効/無効を設定する方法は、以下の手順となります。 

 

・処理順序、各種フィルタパラメータを調整することで、ムラ強調イメージを生成 

することができます。 

・設定条件により処理時間が可変します。1 項目の処理に数分要する場合があります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[測定条件(4/4)]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [フィルタ補正を適用する]チェックボックスを ON にした場合、設定条件に従い測定イ

メージにフィルタ補正を適用し、フィルタ補正イメージを生成します。 

[フィルタ補正を適用する]チェックボックスを OFF にした場合は、無処理となります。 

 

フィルタ補正適用前の測定イメージは残りません。フィルタ補正前の測定イメージを

残したい場合は、[設定]-[フィルタリング]にて個別にフィルタ補正イメージファイル

を生成してください。 

☞「3.17 フィルタリング」 

メモ 

メモ 
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3.10 その他レシピ設定 

3.10.1 基準色補正係数を選択する（UA-10シリーズ） 

弊社基準光源（CCFL、LED）で算出された基準色補正定義を設定します。 

基準色補正定義を選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[色補正]を選択します。 

2 基準色補正定義リストから基準色補正定義の使用有無を設定します。 

 チェックボックスを ON にした基準色補正定義が有効となります。基準色補正定義は

一つしか選択することができません。 

基準色補正定義を選択することはできますが、編集を行うことはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準色補正定義を選択しないこともできます。 
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3.10.2 色補正係数定義を選択する 

 [色補正ウィザード]により、算出された色補正定義を設定します。 

 色補正定義を選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[色補正]を選択します。 

2 [単色] [多色]いずれかのラジオボタンをクリックして、色補正の種類を選択します。 

3 リスト形式一覧から、色補正定義の使用有無を設定します。 

 チェックボックスを ON にした色補正定義が有効となります。単色の色補正定義は複

数選択することができ、選択された色補正定義の補正係数は乗算処理されます。 

 例えば、定義 1、定義 2、定義 3 を選択した場合には "三刺激値 x 定義 1 x 定義 2 x 

定義 3" となります。 

 多色の色補正定義は、ひとつしか選択できません。 

 色補正定義は選択することはできますが、編集を行うことはできません。 

 

 ■UA-10 シリーズ 
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■UA-200 シリーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・単色の色補正定義は、複数選択および１つも選択しないこともできます。複数選

択をした場合は、選択した各定義の乗算になります。最大 20 個まで選択できま

す。 

・UA-200 シリーズの場合、減光フィルタ用に 2 種類の補正係数があります。 
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3.10.3 スポット補正定義を選択する 

 [色補正ウィザード]により、算出されたスポット補正定義を設定します。 

 スポット補正定義を選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[スポット補正]を選択します。 

2 リスト形式一覧から、スポット補正定義の使用有無を設定します。 

  チェックしたスポット補正定義が有効となります。但し、スポット補正定義を同時に

複数選択することはできません。選択されたスポット補正係数定義の補正係数は乗算

処理されます。スポット補正定義を選択することはできますが、編集を行うことはで

きません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポット補正定義を選択しないこともできます。 

メモ 
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3.10.4 エリア補正の設定 

[設定]-[エリア補正]で作成したエリア補正ファイル（CSV ファイル）の選択、適用有

無を設定します。 

エリア補正ファイルを選択するには、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[エリア補正]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

 

 

  

  

  

  

2 [開く]ボタンで[ファイルを開く]ダイログが表示されます。エリア補正ファイルを選択

し読み込みます。読み込まれたエリア補正ファイルが有効となります。 

 [エリア補正を有効にする]チェックボックスを ON にした場合、測定毎に三刺激値 X、

Y、Z にエリア補正係数が乗算されます。 

 

エリア補正係数の設定は、[設定]-[エリア補正]またはエリア補正ファイル（CSV

ファイル）を直接編集して行います。[レシピ設定]-[エリア補正]ではエリア補正フ

ァイルの選択、エリア補正 有効/無効のみを設定します。 

☞「3.13 エリア補正」 
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3.10.5 白色板補正の設定 

[設定]-[白色板データ設定]で作成した白色板補正ファイルの選択、適用有無を設定し

ます。 

白色板補正ファイルを選択するには、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[白色板補正]を選択します。 

2 チェックボックスを ON にした白色板補正ファイルが有効となります。 

白色板補正ファイルを選択することはできますが、編集を行うことはできません。 
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3.10.6 基準白色点を変更する 

 主波長、刺激純度の算出時に使用する基準白色点の定義を行います。 

 基準白色点を変更するには、以下の手順となります。 

  

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[基準白色点定義]を選択します。 

 [標準光]プルダウンメニューから基準白色点とする標準光の種類を選択します。 
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2 [標準光]で[ユーザ指定]以外が選択されている場合は、標準選択光の色度 xy の値が表

示されます。 

 [標準光]で[ユーザ指定]を選択した場合は、色度ｘ、色度ｙが入力可能になります。 

 [ユーザ指定]は、任意の色度を定義することができます。 

設定範囲は以下となります。 

 色度 x ：0.0000-1.0000 

 色度 y ：0.0000-1.0000 
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3.10.7 各ビューの CSV 出力の設定を行う 

 [擬似カラービュー]、[分割スポットビュー]、[規格スポットビュー]、[任意スポット

ビュー]、[時系列ビュー]、[断面図ビュー]、[表色系擬似カラービュー]、[RGB カラ

ービュー]、[判定結果ビュー]の各[ポップアップメニュー]-[CSV 保存]で保存される

出力項目を設定します。CSV 出力項目の設定は、ビュー毎に設定します。 

 各ビューの[ポップアップメニュー]-[CSV 保存]の出力設定を行うには、以下の手順と

なります。 

 

クリップボードへコピーされる項目も共通となります。 

☞「5.3.2 測定データをクリップボードへコピーする」 

 

 [レシピ設定]ダイアログを開き、[CSV 設定]を選択します。 

 [CSV ファイル種別]プルダウンメニューから、CSV 保存を設定するビューの選択を

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全データ 

擬似カラービュー、RGB カラービューで保存される項目です。 

測定イメージの各画素測定値を CSV ファイルに出力します。 

 時系列 

  時系列測定ビューで保存される項目です。 

  時系列測定ビューでは、任意スポット、分割スポット、規格スポットと表示は異な

 りますが、保存される項目および、フォーマットは同じです。 

 任意スポット 

  任意スポットビューで保存される項目です。 
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分割スポット 

  分割スポットビューで保存される項目です。 

 規格スポット 

  規格スポットビューで保存される項目です。  

断面図 

  断面図、多点断面図ビューで保存される項目です。 

表色系 

  表色系ビューで保存される項目です。 

 合否判定 

  判定結果ビューで保存される項目です。 

 

 [規格スポット]、[任意スポット]の場合、各項目の最大、最小値も出力可能です。 
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[全データ]の場合、各項目の全データ出力選択に依存せず、最大、最小、平均値も出力

可能です。なお三刺激値 Y のみ、ユニフォミティが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [合否判定]の場合、各スポットにおける合否判定結果と、[合否判定条件の設定]ダイア

ログで設定した各判定項目に対して全ピクセルにおける合否判定結果を出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力項目数が多いほどファイルサイズが大きく、保存処理時間が長くなります。 
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お願い 

・[全データ]、及び、[合否判定]の判定結果（全ピクセル）を選択した場合、

表示処理など一時的に遅くなる事があります。 

・[ポップアップメニュー]から出力する場合、以下の制限があります。 

-[全データ]を出力する場合は、[擬似カラービュー]、[RGB カラービュー]

限定となります。 

-[時系列]を出力する場合は、[時系列測定ビュー]限定となります。 

-[時系列測定ビュー]では、規格スポット、分割スポット、任意スポット 

ビューの CSV ファイルは出力されません。 
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3.10.8 各ビューの CSV 自動出力の設定を行う 

 測定中に CSV ファイルを自動保存する場合の、出力先フォルダパスを設定します。 

 設定出力先フォルダパス直下にタイムスタンプ名のフォルダが作成され、その配下に

CSV ファイルが保存されます。 

 測定中の CSV 自動出力を行うには、以下の手順となります。 

 

 
お願い 

・出力項目に設定されている測定データが無い場合、出力されません。 

・View mode では、CSV の自動保存を設定することはできません。 
 

 

1 [レシピ設定]ダイアログを開き、[CSV 設定]を選択します。 

2 [CSV ファイルを自動保存する]チェックボックスを ON にした場合、測定毎に”出力

フォルダパス:”に CSV ファイルを自動保存します。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

  

  

  

   

 保存される内容は、[CSV ファイル種別]の各項目で設定した、出力項目が保存され

ます。             

     ☞「3.10.7 各ビューの CSV 出力の設定を行う」 
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3 [CSV ファイルを自動保存する]チェックボックスを ON にした場合、出力先フォルダ

パスが表示されます。パスを変更する場合は、[参照]をクリックします。 

 

 フォルダパスがエクスプローラ形式で表示されます。保存する場所を選択して、[OK]

をクリックします。フォルダを新規作成することもできます。 
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3.11 色補正ウィザードを使用する 

3.11.1 概要 

 弊社、計測器（以下、基準器）で測定した測定データを使用して受光器の色補正およ

びスポット補正係数を算出します。 

 補正係数とは、測定値に乗じて測定値を補正するための係数で、基準器の測定値を受

光器の測定結果に合わせこむための補正係数です。測定データをより絶対値に近い値

とするため、基準器と受光器で同一の測定対象物を測定し、基準器の測定データと受

光器の測定データが同じ値となるよう補正係数を自動算出します。受光器は視野中心

を、設定されたスポット形状、サイズで測定します。基準器の測定領域と近似するよ

うに設定してください。 

 スポット補正とは設定した各スポット位置の測定値に対し、各々の補正係数を算出し

ます。 

 色補正係数は全領域に対し共通な補正係数が適用され、スポット補正係数は各測定ス

ポットに対し、各々の補正係数が適用されます。 

 測定色補正ウィザードを使用することで、補正係数を容易に算出することができます。

色補正ウィザードで算出された補正係数は[レシピ設定]-[色補正]または[スポット補

正]で補正係数定義として表示されます。実際に補正係数を使用する場合には対象補正

定義を有効に設定する必要があります。色補正係数、スポット補正係数を算出するに

は、以下の手順となります。 

 

  

 
お願い 

・色補正ウィザードで測定する測定対象物の色と実際に測定する測定対

象物の色が異なる場合、測定データに誤差を生じることがあります。

この場合は、色補正ウィザードで測定する測定対象物と実際測定する

測定対象物の色を同じ色に設定し再度、色補正ウィザードを行ってく

ださい。 

・受光素子である CCD の受光感度は変動する可能性があります。CCD

の感度が変動すると既存の補正係数を使用した場合、基準器の測定デ

ータに対し大きな誤差が発生してしまいます。測定データの信頼性を

確保する観点から、1 回/日の色補正ウィザード実施をお勧めします。

但し、絶対値精度を必要としない相対評価で使用される場合は、上記

の限りではありません。 

 

[色補正ウィザード]で表示される以下のボタンはすべて同じ機能となります。   

各ボタンの機能は以下のとおりです。         

[キャンセル] ：設定を無効にして、この画面を閉じます。   

[ヘルプ]  ：取扱説明書を表示します。 

 

メモ 



 

 118 

3.11.2 色補正係数定義を作成する 

 受光器と基準器を用いて、基準器と相関のある色補正係数を算出することができます。

受光器と基準器を用いた色補正係数定義の作成方法は以下の手順となります。 

 

1 [設定]-[色補正ウィザード]を選択します。あるいは、[F９]キーを押します。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

2 [色補正ウィザード]が表示されます。ソフトウェア起動直後の場合、ウォームアップの

ため５分以上、UA-200 シリーズにて 1cd/㎡以下を測定する場合には 30 分以上、

ウォームアップしてください。また、基準器となる計測器のウォームアップを行いま

す。準備ができたら、［次へ］をクリックします。 
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弊社、計測器を使用する場合の接続方法、ウォームアップ方法は、使用する計測器

の取扱説明書を参照して下さい。           

       ☞『各計測器の取扱説明書』 

 

 

 

 

 

3 用途を選択し、[次へ]をクリックします。 

 [色補正係数を算出する]は、受光器と基準器を使用して色補正定義を作成します。 

 [色補正定義を編集する]は、過去に作成した色補正定義を編集、削除します。 

  ☞「3.11.3 色補正定義を編集する」 

☞「3.11.4 色補正定義を削除する」 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

 

 

 
お願い 

色補正係数を算出するには、基準となる計測器（基準器）が必要となり

ます。基準器をご用意ください。 
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４ 受光器のライブ、拡大画像を表示します。測定対象物の中心と受光器の中心マーカに

合わせてください。合わせたら[次へ]をクリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

 - マーカ 

 表示する中心マーカを十字または対角線から選択します。 

マウスホイールで、拡大倍率を変更することができます。 

 

5 色補正定義作成用の測定条件を設定し、［次へ］を押します。 
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- スポット形状 

 測定スポットの形状を円形/正方形から選択します。 

 - スポットサイズ 

 測定スポットの直径/一辺の長さを設定します。 

 設定範囲 ：0.01-500［mm］ 

 - 単色/多色 

 色補正の種類を単色/多色から選択します。 

 - 多色の色数 

 多色の色数を設定します。 

 設定範囲 ：2-10 

 

6 受光器で測定を行います。測定状況を画面内にプログレスバーで表示します。 

 

■単色 

 測定が終了したら［次へ］をクリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

■多色 

 色数分の測定を行います。測定が終了した際に、以下のダイアログメッセージを表示

します。測定対象物を変更して、［はい］をクリックします。色数分の測定が終了した

ら「次へ」をクリックします。 
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7   受光器で測定した三刺激値を表示します。測定結果に問題ないようでしたら[次へ]を 

クリックします。 

  

 ■UA-10 シリーズ 単色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■UA-200 シリーズ 単色 
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■多色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 [算出方法選択]が表示されます。色補正計数算出方法を選択したら［次へ］をクリック

します。 

 

 - 基準器による算出 

 基準器の測定データを直接基準器より取り込み補正係数を算出します。 
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- 既存データによる算出 

事前に測定していた基準データより、補正係数を算出します。選択すると輝度、色度

が設定可能となります。多色の場合、色数分の設定が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 輝度 

  設定範囲 ：0.005-9,999,999 

  - 色度ｘ 

  設定範囲 ：0.0036-0.7347 

  - 色度 y 

  設定範囲 ：0.0048-0.8341 

 

 
お願い 

色度ｘと色度ｙの合計が 1.0 を超過することはできません。 
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9 [基準器選択]が表示されます。基準器と通信インターフェースを設定します。 

  

 - 基準器 

 基準器の機種をプルダウンメニューより選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

 
お願い 

必ずコンピュータに接続されている、基準器を選択してください。基

準器毎に通信プロトコルが異なりますので異なった機種を選択した場

合、通信エラーが発生します。 
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-  通信インターフェース 

 通信インターフェースを選択します。特に USB と RS-232C 両方を装備している 

 機種は、実際に接続しているインターフェースを選択してください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

- 接続テスト 

 基準器との接続テストを行います。接続テストが成功すると、下記ダイアログが表示

されます。成功したら［次へ］をクリックします。クリックすると測定が始まります。 

 失敗した場合は、接続ケーブル、基準器の通信インターフェース設定内容を確認して

ください。 
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本ソフトウェア、基準器間の RS-232C 通信設定は固定になっています。機種ごとの

通信設定は以下のとおりです。 

  

機種名 通信速度 データ長 パリティ ストップ 

ビット 

通信方法 

SR-3/3A/3AR 38400 7 ODD 1 Normal Type 

SR-UL1/UL1R 38400 7 ODD 1 Normal Type 

SR-UL2/LEDW 38400 7 ODD 1 Normal Type 

BM-7A 38400 7 ODD 1 BM-7A 

BM-5A 1200 7 ODD 1 -  

BM-5AS 38400 7 ODD 1 BM-5AS 

 

10 [基準器 測定状況］が表示されます。測定が終了したら［次へ］をクリックします。 

 

■単色 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

■多色 

 色数分の測定を行います。測定が終了した際に、以下のダイアログメッセージを表示

します。測定対象物を変更して、［はい］をクリックします。色数分の測定が終了した

ら「次へ」をクリックします。 
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11 色補正係数が表示されます。基準器測定データを基準とした受光器の補正係数の算出 

結果を表示します。確認が終わりましたら[次へ]をクリックします。 

  

 ■UA-10 シリーズ 単色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■UA-200 シリーズ 単色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■多色 

色補正係数は表示されず、色補正係数定義が表示されます。 
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12 色補正係数表定義が表示されます。基準器測定データを基準とした受光器の補正係数

の算出結果を表示します。確認が終わりましたら[次へ]をクリックします。 

 

 ■UA-10 シリーズ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

■UA-200 シリーズ 
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13 [完了]をクリックします。 

 作成した色補正を使用する場合は、[レシピ設定]-[色補正]で選択します。 

 ☞「3.10.2 色補正定義を選択する」 
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3.11.3 色補正定義を編集する 

 過去に作成した、色補正定義を編集することができます。 

 色補正定義の変更方法は、以下の手順となります。 

 

1 メニューバーより、[設定]-[色補正ウィザード]と選択します。 

 あるいは、[F９]キーをクリックします。 

  

  

  

  

 

 

 

  

   

  

2 [色補正ウィザード]が表示されます。［次へ］をクリックします。 
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3 用途選択が表示されます。[色補正定義を編集する]を選択し、[次へ]をクリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

4 色補正定義一覧が表示されます。補正係数 KX、KY、KZ およびコメントの編集が可

能です。編集するセルをクリックして編集してください。編集が終わったら[次へ]をク

リックします。設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：0.0000-99.9999 

 

 ■UA-10 シリーズ 
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 ■UA-200 シリーズ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5  [完了]画面表示されます。[完了]をクリックします。 
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3.11.4 色補正係数定義を削除する 

 [色補正定義一覧]から補正係数定義を削除することができます。 

色補正係数定義を削除するには、以下の手順となります。 

  

1 色補正定義一覧を表示します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

 

 

2 削除対象の定義をクリックして、カーソル行を青色に反転させ右クリックします。 

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 [削除]を選択した場合、選択定義のみ削除します。 

 [すべて削除]を選択した場合、すべての定義を削除します。 
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3.11.5 スポット補正係数定義を作成する 

 受光器と基準スポット測定データを用いて、基準スポット測定データと相関のあるス

ポット補正係数を算出することができます。 

 スポット補正係数定義の作成方法は以下の手順となります。 

 

1 [設定]-[色補正ウィザード]と操作します。 

 あるいは、[F９]キーを押します。 

  

 

 

 

  

  

  

  

  

 

2 [色補正ウィザード]が表示されます。ソフトウェア起動直後の場合、ウォームアップの

ため５分以上、UA-200 シリーズにて 1cd/㎡以下を測定する場合には 30 分以上、

ウォームアップします。準備ができたら、［次へ］をクリックします。 
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3 用途を選択します。選択したら[次へ]をクリックします。 

 [スポット補正係数を算出する]は、受光器と基準スポットデータを使用してスポット補

正定義を作成します。 

 [スポット補正定義を編集する]は、過去に作成したスポット補正定義を削除します。 

☞「3.11.6 スポット補正定義を削除する」 
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4 スポット補正定義作成用の測定スポット条件を設定し、[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 測定スポット 

- スポット形状 

  設定範囲 ：円形/正方形 

  - スポットサイズ 

  測定スポットの直径/一辺の長さを設定します。 

  設定範囲 ：0.01-500［mm］ 

 - 中心基準均等分割 

  - 縦の測定スポット数 

  設定範囲 ：3/5/7/9/11/13/15/17/19/21 

  - 横の測定スポット数 

  設定範囲 ：3/5/7/9/11/13/15/17/19/21 

  - 縦の測定スポット間寸法 

  設定範囲 ：0.01-500 [mm] 

  - 横の測定スポット間寸法 

  設定範囲 ：0.01-500 [mm] 
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5 受光器のライブを表示します。測定対象物の中心と受光器中心マーカを合わせてくだ

さい。合わせたら[次へ]をクリックします。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

 - マーカ 

 表示する中心マーカを十字または対角線から選択します。 

  - 測定スポット 

 設定されている測定スポットの表示有無を設定します。 

 

6 受光器で測定を行います。測定状況をプログレスバーで表示します。 

 測定が終了したら[次へ］をクリックします。 
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7 スポット基準ファイル選択画面が表示されます。 

 スポット基準ファイルを選択し、[次へ]をクリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

8 スポット補正係数定義が表示されます。スポット基準ファイルの測定データを基準と

した補正係数算出結果を表示します。[次へ]をクリックします。 
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9 [完了]をクリックします。 

 作成した色補正を使用する場合は、[レシピ設定]-[スポット補正ページ]で選択します。 

 ☞「3.10.3 スポット補正定義を選択する」 
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3.11.6 スポット補正係数定義を削除する 

 [スポット補正定義一覧]から補正係数定義を削除することができます。 

 スポット補正係数定義を削除するには、以下の手順となります。 

  

1 スポット補正係数定義一覧を表示します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 削除対象の定義をクリックし、カーソル行を青色に反転させ右クリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 [削除]を選択した場合には、選択定義のみ削除します。 

 [すべて削除]を選択した場合には、すべての定義を削除します。 
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3.12 共通設定 

3.12.1 概要 

 本ソフトウェアで共通に使用する各種設定を行います。 設定内容は、レシピの種類、

測定対象に影響しません。 

 共通設定を行うには、以下の手順となります。 

  

1 [設定]-[共通設定]を選択します。 

 あるいは、［F10］キーをクリックします。 

  

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

  

2 [共通設定]ダイアログが開きます。 

 [レシピ設定]ダイアログで表示される以下のボタンは、すべて同じ機能となります。 

 [OK]  設定を有効にして、この画面を閉じます。 

 [キャンセル] 設定を無効にして、この画面を閉じます。 

 [適用]  設定を有効にします。画面は閉じず、設定を継続できます。 

 [ヘルプ]  取扱説明書を表示します。 
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3.12.2 初期レイアウト設定 

 測定イメージが表示されていない場合および、[初期レイアウト]が選択された場合の 

ビュー表示レイアウトを設定します。 

 初期レイアウト設定を行うには、以下の手順となります。 

  

1 [共通設定]ダイアログを開きます。［初期レイアウト設定］を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

2 画面を上下２面、左右 2 面に分けた計 4 面に、表示させたいビューやデータシートを 

 設定できます。ウィンドウ場所を選び、プルダウンメニューから表示したいビューや、

データシートを設定します。 
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3 [初期レイアウト]を以下のように設定した場合、[表示]-[初期レイアウト］操作をする

と、画面ウィンドウは以下となります。 

 

    初期レイアウト設定 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

画面表示 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

   

  

  

 
お願い 

各種データシートを選択している場合には、対象スポットビューを変更

することはできません。ビューを変更する場合には、先に対象データシ

ートを変更してください。 
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3.12.3 ライブ設定 

 ライブビューに適用する積分時間を設定します。 

 ライブ設定を行うには以下の手順となります。 

   

1 [共通設定]ダイアログを開きます。[ライブ設定]を選択します。 

2 [AUTO]を選択した場合、視野内の明るさにより自動で積分時間を設定します。 

[MANUAL]を選択した場合、[積分時間]エディットボックスの積分時間を適用します。

積分時間を長くすると相対感度は向上しますが、リアルタイム性は低下します。測定

対象物の明るさにより、適切な積分時間を設定してください。 

設定範囲は以下となります。 

設定範囲 ：0.03[ms]-1000[ms] （UA-10 シリーズ） 

    0.1[ms]-1000[ms] （UA-200） 

    0.05[ms]-1000[ms] （UA-200A） 

 

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

 

2 [スコアを表示する]チェックボックスを ON にした場合、[ライブビュー]-[ピント調

整]実行時に上限閾値、下限閾値エディットボックスに設定されている数値がカラーバ

ーに表示されます。設定範囲は以下となります。 

設定範囲 上限閾値 ：5-100 

  下限閾値 ：0-95 

 

3 [ライブ画像を回転する]チェックボックスを ON にした場合、[ライブビュー]実行時に

角度エディットボックスに設定されている数値で、ライブ画像を回転させます。 

設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：-180[度]-180[度] 
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3.12.4 環境設定 

 測定条件ダイアログ、ツールチップの表示動作を設定します。 

 環境設定を行うには、以下の手順となります。 

 

 [共通設定]ダイアログを開きます。[環境設定］を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 - ダイアログ 

  測定条件確認ダイアログ表示の有無を設定します。（デフォルト チェック ON） 

  チェックボックスが ON の場合、測定毎に[測定確認]ダイアログが表示されます。 

  チェックボックスが OFF の場合、測定時に[測定確認]ダイアログは表示されません。 

 

 測定条件ダイアログとは、［通常測定］、［時系列測定］を行う際、測定開始前に現在の

レシピの設定一覧を表示するダイアログです。 

■UA-10 シリーズ     ■UA-200 シリーズ 
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- ツールチップ 

  各種ビュー上にマウスカーソルを置いた場合に表示される、ツールチップの表示有無を

設定します。（デフォルト チェック ON） 

  チェックボックスが ON の場合、ツールチップ表示可能ビュー上にマウスカーソル を

置くと、測定データおよびマウスカーソルが置かれている位置情報を表示します。 

  

 ツールチップとは、ビュー上に表示される、測定イメージの画素単位の輝度などを表示

する小窓です。 
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3.12.5 書式設定 

 各データシートのセルに表示される、測定値の少数桁を設定します。設定内容が反映

される対象は、データシートおよび出力 CSV ファイルとなります。グラフ、各種プロ

パティダイアログは対象外となります。 

 書式設定を行うには、以下の手順となります。 

 

 [共通設定]ダイアログを開きます。[書式設定]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

   

測定データの少数桁の設定を行います。 

 

- 三刺激値 

三刺激値 X、Y、Z の小数桁数を設定します。 

 - 数値入力可能 

 - 設定範囲 ：0 – 6（デフォルト ６） 

- 色度 

色度 xy、u’v’の小数桁数を設定します。 

 - 数値入力可能 

 - 設定範囲 ：1 – 5（デフォルト ５） 

- 色温度 

色温度の小数桁数を設定します。 

 - 数値入力可能 

 - 設定範囲 ：0 - 2（デフォルト ２） 

- 偏差 

偏差の小数桁数を設定します。 

 - 数値入力可能 

 - 設定範囲 ：1 - 4（デフォルト ４） 
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- 主波長 

主波長の小数桁数を設定します。 

 - 数値入力可能 

 - 設定範囲 ：0 - 2（デフォルト ２） 

- 刺激純度 

刺激純度の小数桁数を設定します。 

 - 数値入力可能 

 - 設定範囲 ：1 - 4（デフォルト ４） 

  

 

 
お願い 

 

本ソフトウェアでの表示桁数は測定データの信頼性を確保する観点から、少数

点以下を含め最大7桁までとなっております。従いまして測定データにより[書

式設定]で設定した少数桁が表示されない場合があります。 

例）[書式設定]で 6 桁と設定した場合 

- 測定データが 10 未満の場合：整数 1 桁、少数 6 桁 計 7 桁を表示します。 

  1.234567 

- 測定データが 10 以上の場合：整数 2 桁、少数 5 桁 計 7 桁を表示します。 

  12.34567 

- 測定データが 100 以上の場合：整数 3 桁、少数 4 桁 計 7 桁を表示します。 

  123.4567 

  [書式設定]で 3 桁と設定した場合 

- 測定データが 10 未満の場合：整数 1 桁、少数 3 桁 計 4 桁を表示します。 

  1.234 

- 測定データが 10 以上の場合：整数 2 桁、少数 3 桁 計 5 桁を表示します。 

  12.345 

- 測定データが 100 以上の場合：整数 3 桁、少数 3 桁 計 6 桁を表示します。 

  123.456 
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3.12.6 ステータスバー設定 

 ステータスバーに表示する測定イメージ情報の設定を行います。 

 ステータスバー設定を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [共通設定]ダイアログを開きます。[ステータスバー設定]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

2 表示する測定イメージ情報の設定を行います。 

 各情報の詳細はステータスバーを参照してください。 

 

        ☞「1.7.4 ステータスバー」 
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3.12.7 ファイル自動保存設定 

 各種スポットファイルおよびレシピファイルを自動的に保存するか否かを設定します。 

 ファイル自動保存設定を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [共通設定]ダイアログを開きます。[ファイル自動保存設定]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

2 自動保存するファイルの項目にチェックし、保存しないファイルの項目のチェックを

はずします。 

 

・自動保存設定の場合、対象ファイルの設定内容が変更されると自動でファイル保

存を実施します。 

・自動保存しない設定の場合、対象ファイルの設定内容が変更されてもファイル保

存を実施しません。また、ファイルが保存されていない状態でアプリケーション

を終了すると、保存の実施を確認するダイアログを表示します。保存しなかった

場合、次回起動時に変更内容は反映されません。 

 

 

 

メモ 
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3.13 エリア補正 

3.13.1 概要 

測定イメージを格子状に分割し、その分割した領域毎の三刺激値 X、Y、Z に各々補正

係数を乗算することができます。ここでは、その補正係数が設定されたエリア補正係

数ファイルの新規作成、既存エリア補正ファイルの編集を行います。 

 

 [設定]-[エリア補正]を選択します。 

 あるいは、［F12］キーをクリックします。 
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3.13.2 補正係数ファイルを新規作成する 

エリア補正係数ファイルを新規作成します。 

新規作成を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [設定]-[エリア補正]を選択すると、[エリア補正係数]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [新規作成]を選択します。 

3 “表示しているエリア補正係数ファイルが適用されています。”表示下部の[ファイル名]

および[コメント]を直接編集します。 

[三刺激値]、[横分割数]、[縦分割数]を設定し、格子状に分割された補正係数を直接編

集します。 
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4 [保存]ボタンでエリア補正係数ファイルを保存します。 

・エリア補正係数ファイルは CSV 形式で保存されます。エリア補正係数ファイル

を直接編集することもできます。 

・[横分割数]と[縦分割数]は最大で２５６ x １４４まで設定できます。 

・測定イメージにエリア補正係数を適用する場合は、[レシピ設定]-[エリア補正]で

設定してください。 

☞「3.10.4 エリア補正の設定」 

 

 
お願い 

エリア補正係数ファイルを直接編集した場合、補正係数以外を編集する

とソフトウェアが正常に読み出せない場合があります。 

直接編集する場合は、補正係数のみとしてください。 

メモ 
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3.13.3 既存ファイルを編集する 

既存のエリア補正係数ファイルを編集します。 

編集を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [設定]-[エリア補正]を選択すると、[エリア補正係数]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [既存ファイル編集]を選択すると[開く]ボタンが有効になります。既存のエリア補正係

数ファイルを開いてください。 

3 必要に応じて“表示しているエリア補正係数ファイルが適用されています。”表示下部の

[ファイル名]および[コメント]を直接編集します。[三刺激値]、[横分割数]、[縦分割数]

を設定し、格子状に分割された補正係数を直接編集します。 

4 [保存]ボタンでエリア補正係数ファイルを保存します。 

・エリア補正係数ファイルは CSV 形式で保存されます。エリア補正係数ファイル

を直接編集することもできます。 

・測定イメージにエリア補正係数を適用する場合は、[レシピ設定]-[エリア補正]で

設定してください。 

☞「3.10.4 エリア補正の設定」 

 

 
お願い 

エリア補正係数ファイルを直接編集した場合、補正係数以外を編集する

とソフトウェアが正常に読み出せない場合があります。 

直接編集する場合は、補正係数のみとしてください。 
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3.14 白色板データ設定 

3.14.1 概要 

物体色の演算を行う場合に適用する、光源データを設定します。 

 

 [設定]-[白色板データ設定]を選択します。 
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3.14.2 白色板を測定する 

白色板を介した測定を行います。 

測定を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [設定]-[白色板データ設定]を選択すると、[白色板データ設定]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [白色板測定]を選択すると、[測定条件確認]画面が表示されます。内容を確認し測定を

開始します。 

           ☞「3.12.4. 環境設定」 

3 測定が完了すると、白色板データが追加されます。 
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3.14.3 白色板データを保存する 

 白色板データを保存します。 

 白色板データを保存するには、以下の手順となります。 

 

[白色板データ設定]ダイログの[保存]をクリックすると”保存先フォルダパス”に設定

されているパスに白色板データが保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[参照]を選択すると、[フォルダの参照]ダイアログが表示されます。 

 

メモ 
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3.14.4 白色板データを開く 

 白色板データを開きます。 

 白色板データを開くには、以下の手順となります。 

 

1 [白色板データ設定]ダイログの[開く]をクリックすると”保存先フォルダパス”に設定

されているパスから白色板データをロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[参照]を選択すると、[フォルダの参照]ダイアログが表示されます。 

 

2 [測定イメージロードリスト]ダイアログが表示されます。ロードするには、[OK]をク

リックします。 
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3 ロードした白色板データが開かれます。 
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3.14.5 起動時に白色板データを自動で読み込む 

 アプリケーション起動時に自動で白色板データを開きます。 

 自動で白色板データを開くには、以下の手順となります。 

 

 [白色板データ設定]ダイログの[アプリケーション起動時に自動で読み込む]にチェッ

クがある場合、起動時”保存先フォルダパス”に設定されているパスから自動で白色板デ

ータを開きます。 
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3.15 対角補正 
以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

☞「5.2.11 スナップショット保存」 

☞「5.2.12 画像をクリップボードへ保存する」 

 

3.15.1 概要 

斜影測定（斜めから測定）された測定イメージを矩形へ形状補正します。 

ここでは、補正設定、測定イメージへ反映、補正係数リストへ保存、設定解除を行い

ます。 

 

 [設定]-[対角補正]を選択します。 
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3.15.2 対角補正を設定する 

斜影測定された測定イメージの対角補正を行うには、以下の手順となります。 

 

 

キーボードの“Esc”キーを押すと、一つ前の操作に戻ることができます。 

 

1 測定イメージが表示されている状態で、[設定]-[対角補正]を選択すると、[対角補正]

ビューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[設定]-[対角補正]を選択すると、下記のダイアログが表示されます。 

[はい]を選択した場合、トリミング、マスク、任意スポット閾値の適用が 

強制的に解除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ 
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2 対角補正を行いたい領域をマウスで 4 点指定します。1 点目から順番に右回りに指定

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 対角補正後の矩形領域 2 点をマウスで指定します。必ず指定された 2 点を結ぶ矩形が

生成されます。 
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4 指定された矩形領域に対角補正された測定イメージが表示されます。 
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3.15.3 測定イメージへ反映する 

対角補正を測定イメージへ反映します。 

測定イメージに反映させるには、以下の手順となります。 

 

1 [対角補正ビュー] 内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

 [対角補正 測定イメージへ反映]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 表示されている測定イメージへ対角補正が反映されます。 

 

 

・測定イメージへ反映すると、対角補正パラメータが保存されます。 

☞「3.15.5 設定の保存/削除」 

・対角補正が反映されるのは、現在表示されている測定イメージのみとなります。 

以降測定する測定イメージへ対角補正を有効にする場合は、[レシピ設定]-[測定 

条件(3/4)]で設定してください。 

☞「3.8.4 対角補正」 

 

 

 

メモ 
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3.15.4 設定を解除する 

対角補正を解除します。 

対角補正の解除を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [対角補正ビュー] 内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

 [対角補正 設定解除]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 対角補正が解除され、補正前の測定イメージへ戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 測定イメージに反映された対角補正を解除する場合は、[ポップアップメニュー]から

[対角補正 測定イメージへ反映]を選択してください。 
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3.15.5 設定の保存/削除 

対角補正パラメータを保存します。 

対角補正パラメータの保存を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [対角補正ビュー] 内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

 [対角補正 設定リストへ保存]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [コメント入力]ダイアログが表示されるので、コメントを入力します。 
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3 [OK]をクリックすると対角補正パラメータが保存され、[対角補正 リスト]ダイアログ

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保存した対角補正パラメータが最下位に追加され、チェックが ON になります。 

 

4 対角補正パラメータを削除する場合は、削除したい対角補正パラメータをアクティブ

し、右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。[削除]を選択すると対

角補正パラメータが削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・任意のチェックボックスを ON にすると、対角補正パラメータを変更することがで

きます。 

・チェックボックスをすべて OFF にすると、対角補正は解除されます。 

・[対角補正 リスト]ダイアログを閉じると、リスト設定内容が直ちに[対角補正   

ビュー]のイメージへ反映されます。 
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 170 

3.15.6 設定リストを表示する 

[対角補正リスト]を表示します。 

[対角補正リスト]の表示を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [対角補正ビュー] 内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

 [対角補正 設定リスト表示]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [対角補正 リスト]ダイアログが表示されます。 
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3.15.7 プロパティ画面を開く 

[対角補正プロパティ]を表示します。 

[対角補正プロパティ]の表示を行うには、以下の手順となります。 

 

[対角補正ビュー] 内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

 [対角補正 プロパティ]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対角補正の微調整を行いたい場合など、直接パラメータを編集することができます。

[OK]をクリックすると[対角補正ビュー]のイメージへ反映されます。 

 

座標 1 – 4 ：対角補正対象領域 4 点 

座標 5 – 6 ：対角補正後の矩形領域対角 2 点 

☞「3.15.2 対角補正を設定する」 
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3.16 四則演算 

3.16.1 概要 

測定イメージ間で四則演算を行います。 

 

 測定イメージが表示されている状態で、[設定]-[四則演算]を選択します。 
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3.16.2 四則演算を行う 

測定イメージ間で四則演算を行うには、以下の手順となります。 

 

1 四則演算を行う測定イメージと、基準となる測定イメージがロードされている状態で、

[設定]-[四則演算]を選択します。以下の[四則演算]ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 右側基準データの測定イメージ一覧から、基準となる測定イメージを指定します。指

定した測定イメージが、疑似カラーで表示されます。 

 

 

表示されている値は、[表示]リストボックスで変更することができます。 

疑似カラー設定は、表示される対象測定イメージと基準測定イメージの最大、最小

値を使用して表示されます。 
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3 左側対象データの測定イメージ一覧から、四則演算対象となる測定イメージを指定し

ます。複数選択可能です。複数の場合、最後に指定した測定イメージが、疑似カラー

で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基準の測定イメージとトリミング領域が同一のもの、同一の画像サイズの測定イメ

ージを指定することができます。 

・[全選択]ボタンで、測定イメージ一覧から四則演算が適用できる測定イメージすべ

てを選択することができます。 

 

4 四則演算から、オフセット値を入力し、[四則演算]ラジオボタン(＋：加算、－：減算、

×：乗算、/：除算)をクリックします。 

 

・オフセット値は、四則演算後に加算される数値です。三刺激値、色度に指定するこ

とができます。 

・演算後、負の値になった場合、0 として扱われます。 

 また、0 値による除算を行った場合には”over”と表示されます。 

・無効値、マスク設定された値は、マスク設定された値として扱われます。 

メモ 
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5 四則演算結果が、下部に疑似カラーで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上限値/下限値 

 チェックボックスが ON の場合：演算結果の疑似カラー設定が、演算後の最大 

最小値を使用して表示されます。 

 チェックボックスが OFF の場合：演算結果の疑似カラー設定が、入力された最大 

最小値を使用して表示されます。 

 

[最大値][最小値]が赤字で表示されている場合は、最大値を超えている、または最小

値を下回っている値があったことを示しています。演算結果が、最大値を超えるもの

は最大値に、最小値を下回るものは最小値になります。 

三刺激値 最大:99999999 最小:0 

色度      最大:1           最小::0 
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6 四則演算結果は、測定イメージとして保存することができます。 

[測定イメージに追加]ボタンをクリックすると [測定イメージリスト]が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四則演算結果を選択し、右クリックで[ファイル名編集][コメント編集]を選択すること

で、内容を変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメント欄を直接クリックして編集することもできます。 
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7 測定イメージとして、追加したくない四則演算結果は、[測定イメージリスト]で削除す

ることができます。削除する四則演算結果を選択し、右クリックで[測定データ削除]

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 [測定イメージリスト]で、[OK]ボタンをクリックすると、表示されている一覧の内容

が、測定イメージとして追加されます。追加しない場合は、[キャンセル]ボタンをク

リックしてください。[四則演算ダイアログ]へ戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[適用]ボタンは、ファイル名、コメントの内容を一時保存する場合に使用します。 

[適用]ボタンでは、測定イメージリストには追加されません。必要に応じて保存して

ください。 

 

9 [閉じる]ボタンをクリックすると、[四則演算ダイアログ]を閉じます。 

メモ 
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3.17 フィルタリング 

3.17.1 概要 

測定イメージにフィルタ処理を行います。 

 

 測定イメージが表示されている状態で、[設定]-[フィルタリング]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グレースケール表示にすると、ムラの視認性が向上する場合があります。 
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3.17.2 ムラ強調のパラメータを設定する 

ムラ強調のパラメータ設定を行います。 

ムラ強調のパラメータを設定する方法は、以下の手順となります。 

 

1 [設定]-[フィルタリング]を選択すると、[フィルタリング]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [ムラ強調]の[種別]プルダウンメニューから、適用するムラ強調計算式を選択します。 

 

- 最大値分割（A/max）： 

ムラ強調処理前までのフィルタ処理結果画像を、[分割順序番号]で設定された順序番号

までのフィルタ処理結果画像の最大値で除算します。 

 

- 平均値分割（A/avg）： 

 ムラ強調処理前までのフィルタ処理結果画像を、[分割順序番号]で設定された順序番号

までのフィルタ処理結果画像の平均値で除算します。 

 

- 指定順序分割（A/B）： 

 ムラ強調処理前までのフィルタ処理結果画像を、[分割順序番号]で設定された順序番号

までのフィルタ処理結果画像で除算します。 
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- 最大値分割（max/A）： 

[分割順序番号]で設定された順序番号までのフィルタ処理結果画像の最大値を、ムラ強

調処理前までのフィルタ処理結果画像で除算します。 

 

- 平均値分割（avg/A）： 

 [分割順序番号]で設定された順序番号までのフィルタ処理結果画像の平均値を、ムラ強

調処理前までのフィルタ処理結果画像で除算します。 

 

- 指定順序分割（B/A）： 

 [分割順序番号]で設定された順序番号までのフィルタ処理結果画像を、ムラ強調処理前

までのフィルタ処理結果画像で除算します。 

 

【例】指定順序分割（B/A）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記設定の場合、計算式は下記となります。 

2.メディアン画像／3 バイラテラル画像 

 

3 [ムラ強調]の[分割順序番号]プルダウンメニューから、ムラ強調計算に適用する分母、

分子の分割順序番号を選択します。 

 

・[分割順序番号]は[順序/フィルタ]リストに項目が設定されていない場合、”0”以外 

選択できません。 

・[分割順序番号]で”0”を選択した場合、[基準データ]が適用されます。 
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3.17.3 メディアンフィルタのパラメータを設定する 

メディアンフィルタのパラメータ設定を行います。 

メディアンフィルタのパラメータを設定する方法は、以下の手順となります。 

 

☞「11. 付録 用語説明 メディアンフィルタ」 

 

1 [設定]-[フィルタリング]を選択すると、[フィルタリング]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [メディアン パラメータ]の[サイズ]プルダウンメニューから、適用するフィルタサイズ

を選択します。 

 

[サイズ]が大きいほどノイズを除去し滑らかなフィルタ補正イメージとなりますが、

全体的にぼける傾向となります。 
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3.17.4 ガウシアンフィルタのパラメータを設定する 

ガウシアンフィルタのパラメータ設定を行います。 

ガウシアンフィルタのパラメータを設定する方法は、以下の手順となります。 

 

☞「11. 付録 用語説明 ガウシアンフィルタ」 

 

1 [設定]-[フィルタリング]を選択すると、[フィルタリング]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [ガウシアン パラメータ]の[サイズ]プルダウンメニューから、適用するフィルタサイズ

を選択します。 

3 [ガウシアン パラメータ]の[標準偏差(X)]及び[標準偏差(Y)]を設定します。 

各設定範囲は以下となります。 

[標準偏差(X)] ：0 – 999.99 

[標準偏差(Y)] ：0 – 999.99 

 

[サイズ]、[標準偏差(X)]、[標準偏差(Y)]が大きいほどノイズを除去し滑らかな 

フィルタ補正イメージとなりますが、全体的にぼける傾向となります。 
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3.17.5 バイラテラルフィルタのパラメータを設定する 

バイラテラルフィルタのパラメータ設定を行います。 

バイラテラルフィルタのパラメータを設定する方法は、以下の手順となります。 

 

☞「11. 付録 用語説明 バイラテラルフィルタ」 

 

1 [設定]-[フィルタリング]を選択すると、[フィルタリング]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [バイラテラル パラメータ]の[ピクセル近傍領域の直径]、[シグマ（色空間）]、[シグマ

（座標空間）]を設定します。各設定範囲は以下となります。 

[ピクセル近傍領域の直径] ：0 - 999 

[シグマ（色空間）]  ：0 – 999.99 

[シグマ（座標空間）]  ：0 – 999.99 

 

・[ピクセル近傍領域の直径]、[シグマ（色空間）]、[シグマ（座標空間）]が大きい

ほどノイズを除去し滑らかなフィルタ補正イメージとなりますが、全体的にぼける

傾向となります。 

・[ピクセル近傍領域の直径]を”0”に設定した場合は、[シグマ（色空間）]、[シグマ

（座標空間）]の設定値よりピクセル近傍領域の直径を自動算出し適用します。 
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3.17.6 フィルタ処理順序を設定する 

フィルタ処理順序の設定を行います。 

フィルタ処理順序を設定する方法は、以下の手順となります。 

 

1 [設定]-[フィルタリング]を選択すると、[フィルタリング]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [フィルタ]リストから項目を選択します。 

3 [ >> 追加 ]ボタンを押下すると[順序/フィルタ]リストに選択項目が設定されます。 

フィルタ処理順序を変更する場合は、[順序/フィルタ]リストから項目を選択し[∧][∨]

ボタンにて順序を変更します。 

 設定項目を削除する場合は、[順序/フィルタ]リストから項目を選択し[ << 削除 ]ボタン

を押下すると[順序/フィルタ]リストから削除されます。 

 

・各種フィルタパラメータは[ >> 追加 ]ボタン押下時の設定値が適用されます。 

・同じ項目を繰返し設定することができます。 

・フィルタ補正が適用された[基準データ]の場合、 [順序/フィルタ]リストに適用 

されたフィルタ条件が表示されます。 

・フィルタ補正が未適用の[基準データ]且つ［レシピ］-[測定条件（4/4）]にて 

フィルタ処理順序が設定されている場合、[順序/フィルタ]リストにレシピで 

設定されたフィルタ条件が表示されます。 
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3.17.7 フィルタ補正を実行する 

フィルタ補正を実行し、フィルタ補正イメージの確認をすることができます。 

フィルタ補正を実行する方法は、以下の手順となります。 

 

処理順序、各種フィルタパラメータを調整することで、ムラ強調イメージを確認する

ことができます。 

 

 

1 [設定]-[フィルタリング]を選択すると、[フィルタリング]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [基準データ]の測定イメージリストから、フィルタ補正を適用する測定イメージのチェ

ックボックスを ON します。 

 

・[基準データ]にはフィルタ補正未適用時の測定イメージが表示されます。 

・複数の測定イメージを選択できますが、フィルタ補正が適用されるのは 

[基準データ]に表示されている測定イメージのみです。 

メモ 
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3 [フィルタリング実行]ボタンを押下すると、[順序/フィルタ]リストに設定された条件で

フィルタ補正を実行し、[結果]にフィルタ補正イメージが表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・フィルタ補正イメージファイルは生成されません。フィルタ補正イメージファイル

を生成するには、[3.17.8 フィルタ補正イメージを測定イメージに追加する]を 

実施してください。 

・設定条件により処理時間が可変します。1 項目の処理に数分要する場合があります。 
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3.17.8 フィルタ補正イメージを測定イメージに追加する 

フィルタ補正を実行し、フィルタ補正イメージを測定イメージに追加します。 

フィルタ補正イメージを測定イメージに追加する方法は、以下の手順となります。 

 

 

・処理順序、各種フィルタパラメータを調整することで、ムラ強調イメージを生成 

することができます。 

・[フィルタリング実行]が実施済みの場合に、[測定イメージに追加]ボタンが有効と 

なります。 

☞「3.17.7 フィルタ補正を実行する」 

 

 

1 [設定]-[フィルタリング]を選択すると、[フィルタリング]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [基準データ]の測定イメージリストから、フィルタ補正を適用する測定イメージのチェ

ックボックスを ON します。 

 

・[基準データ]にはフィルタ補正未適用時の測定イメージが表示されます。 

・複数の測定イメージを選択し、一括でフィルタ補正イメージを追加することが 

できます。 

・複数の測定イメージを選択した場合、処理時間は測定イメージ数分だけ延びます。 

メモ 
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3 [測定イメージに追加]ボタンを押下すると、[順序/フィルタ]リストに設定された条件で

フィルタ補正を実行します。[結果]に[基準イメージ]に表示されている測定イメージの

フィルタ補正イメージが表示され、測定イメージにフィルタ補正イメージが追加されま

す。 

 

 

 

 

  

 フィルタ補正イメージ初期設定 

 ファイル名 ：年月日時分秒ミリ秒 

 コメント ：補正対象測定イメージファイル名 

  

・設定条件により処理時間が可変します。1 項目の処理に数分要する場合があります。 

・追加されたフィルタ補正イメージは、アプリケーションで通常の測定イメージと 

同様の機能が使用可能です。 

・フィルタ補正イメージを保存する場合は、[フィルタリング]ダイアログを閉じ 

ファイルメニューより保存してください。 

☞「6.3 測定イメージを保存する」 
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3.17.9 フィルタ補正条件をレシピに反映する 

フィルタ補正条件を、レシピに反映します。 

フィルタ補正条件をレシピに反映させる方法は、以下の手順となります。 

 

1 [設定]-[フィルタリング]を選択すると、[フィルタリング]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 フィルタ補正条件設定後、[レシピに反映]ボタンを押下すると[設定]-[レシピ設定]- 

[測定条件（4/4）]にフィルタ補正条件が反映されます。 
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4. 測定 
4.1 通常測定 

 本ソフトウェアの基本となる測定です。[レシピ設定]の設定内容に準じた測定を行い、

測定後は[初期レイアウト]または現在表示しているレイアウトで測定イメージを表示

します。 

 通常測定を行うには、以下の手順となります。 

  

1 [メニューバー]から[測定]をクリックし、[通常測定]を選択します。 

 または[F６]キーを押します。 

  

  

 

 

 

  

  

  

  

2 [測定条件確認]画面が表示されます。内容を確認し測定を開始するには、[開始]ボタン

をクリックします。測定を中止する場合は、[キャンセル]をクリックします。 

☞「4.4 測定をキャンセルする」 

   

■UA-10 シリーズ     ■UA-200 シリーズ 
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[共通設定]-[環境設定]-[ダイアログ]のチェックボックスが OFF の場合、[測定条件

確認]ダイアログを表示せず、測定を開始します。 

 ☞「3.12.4 環境設定」 

 

3 [開始]をクリックすると、色補正係数を選択した場合は、[色補正確認]ダイアログが表

示され、レシピで選択された色補正係数が表示されます。 

 測定を開始する場合、[開始]をクリックします。 

 測定をキャンセルする場合、[キャンセル]をクリックします。 

 

 ■UA-10 シリーズ 単色 

  

  

 

  

  

  

  

  

 

 ■UA-200 シリーズ 単色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■多色 
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4 状況確認ダイアログが表示されます。 

 測定をキャンセルする場合は、[キャンセル]をクリックします。 

  

  

  

 

 

 

 

- 測定条件の自動算出 

 測定条件の自動算出が行われている場合、以下のダイアログメッセージを表示します。 

 [測定条件(2/4)]で[積分時間]または[積分時間/減光フィルタ/ゲイン]で[自動]を選択

している場合、測定条件の最適値算出を行います。[手動]を選択した場合は、この処理

を行わずレシピで設定した積分時間、減光フィルタ、ゲインにて測定を行います。 

 

 [測定条件]の算出で[自動]が選択されている場合、連続測定、インターバル測定におい

て、測定条件の最適値算出を毎回実行します。 

  

  

  

 

  

  

  

・同じ対象物を同じ輝度で連続して測定を行う場合、[測定条件の最適値算出]を実行

し、最適値を求めてレシピに反映することで測定時間を短くすることができます。 

・連続して測定を行う場合、[レシピ設定]-[測定条件(1/4)]-[最適化測定を初回測定

時のみ実行する]チェックボックスを ON することで、最適化測定の回数を抑え、

測定時間を短くすることができます。 

・減光フィルタ、ゲインは UA-200 シリーズのみ適用されます。 

  

- 測定 

 測定条件の自動算出の後に行われます。レシピの設定した内容で測定を行います。 
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5 測定が完了すると、[共通設定]-[初期レイアウト設定]にて設定されているレイアウト

で、画面表示を行います。 

 連続測定やインターバル測定を行っている場合は、測定が終了する毎に最後に測定さ

れた測定イメージが、常に表示更新されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

上記は、レイアウトが以下の設定になっている場合の例です。 

-左上- 擬似カラービュー  -右上- 等高線ビュー 

-左下- 分割スポットビュー -右下- 分割スポットデータシート 
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4.2 時系列測定 

 時間の経過と共に変化する測定対象物を測定するときに使用します。時間変動を視覚

的に確認できるように、測定データは折れ線グラフとデータシートで表示されます。

時系列測定を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [メニューバー]から[測定]をクリックし、[時系列測定]を選択します。 

 または[F７]キーを押します。 

  

  

  

  

 

 

  

  

 

2 [測定条件確認]画面が表示されます。内容を確認し測定を開始するには、[開始]ボタン

をクリックします。測定を中止する場合は、[キャンセル]をクリックします 

  ☞「4.4 測定をキャンセルする」 

 

■UA-10 シリーズ     ■UA-200 シリーズ 
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[共通設定]-[環境設定]-[ダイアログ]のチェックボックスが OFF の場合、 

[測定条件確認]ダイアログを表示せず、測定を開始します。 

 ☞「3.12.4 環境設定」 

 

3 [開始]をクリックすると、色補正係数を選択した場合は、[色補正確認]ダイアログが表

示され、レシピで選択された色補正係数が表示されます。測定を開始する場合、[開始]

をクリックします。 

 測定をキャンセルする場合、[キャンセル]をクリックします。 

  

 ■UA-10 シリーズ 単色 

  

  

 

  

  

  

  

  

  

■UA-200 シリーズ 単色 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

■多色 
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4 状況確認ダイアログが表示されます。 

 測定をキャンセルする場合は、[キャンセル]をクリックします。 

  

 

 

  

  

  

  

5 測定が完了すると、固定された時系列専用のレイアウトで画面表示を行います。 

 連続測定を行っている場合は、現在表示しているビューは最後に測定された測定イメ

ージに更新され、時系列測定グラフ、データシートも同時に更新されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

 
お願い 

・時系列レイアウトは[時系列測定ビュー]、[時系列測定グラフ]、[時系

列測定データシート]の固定したレイアウトです。表示後にレイアウト

は変更可能ですが、デフォルトのレイアウトは変更できません。 

・以下の場合、ワーニングが表示され測定を開始することができません。 

 測定後のイメージ数が２未満となる。 

 測定後の測定イメージ数が 100 を超過する。 

この画面では、[時系列表示切替]が[分割スポット]にしている場合の例です。 

変更する場合は、ビュー上で右クリックし、ポップアップメニュー[時系列表示切替]

で切替ができます。  

メモ 
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4.3 測定条件の最適値を算出する 
 測定時に適用する、積分時間、減光フィルタ、ゲインの最適値を自動算出します。 

 安定した測定データを得るためには、測定対象物の明るさに応じて、最適な積分時間、

減光フィルタ、ゲインを設定する必要があります。この条件は測定精度、測定時間に

大きな影響を及ぼします。ここでは、実際に測定を行い最適な測定条件を自動算出し

ます。特に比較的明るさの変動が小さい対象物、ほぼ同一な明るさを持つ複数の測定

対象物など測定する場合には測定時間の短縮が可能となります。 

 測定条件の最適値を算出する方法は、以下の手順となります。 

 

減光フィルタ、ゲインは UA-200 シリーズのみ有効です。 

 

 

1 [メニューバー]から[測定]をクリックし、[測定条件の最適値を算出]を選択します。ま

たは「F５」キーを押します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [状況確認]ダイアログが表示され、測定条件の最適値の算出が行われます。中止する場

合は、[キャンセル]をクリックします。 
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3 最適値の算出が終了すると、算出結果を[最適値算出結果]ダイアログで表示します。 

 [レシピへ反映]をクリックすると、算出した最適値を、[測定条件(2/4)]-[積分時間]

または[積分時間/減光フィルタ/ゲイン]に反映します。 

 [キャンセル]をクリックすると、算出した結果を破棄して、最適値の算出処理を終了し

ます。 

 

 ■UA-10 シリーズ 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 ■UA-200 シリーズ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ただし、レシピ設定で、[積分時間]または[積分時間/減光フィルタ/ゲイン]が自動設定

となっている場合、以下の確認ダイアログが表示されます。 

 [はい]をクリックすると、[積分時間]または[積分時間/減光フィルタ/ゲイン]が強制的

に[手動]に切り替えられ、算出した最適値を反映し終了します。 

 [いいえ]をクリックすると、算出した最適値を反映せず終了します。 

 [キャンセル]をクリックすると、[最適値算出結果]ダイアログの表示へ戻ります。 
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4.4 測定をキャンセルする 
 現在実行中の通常測定、時系列測定、測定条件の最適値の算出測定を、強制的に中断

します。測定をキャンセルした場合、測定中だったデータは破棄されます。 

 測定をキャンセルするには、以下の手順となります。 

  

1 [メニューバー]から[測定]-[キャンセル]を選択します。  

  

  

  

  

 

 

  

  

 あるいは、[状況確認]ダイアログの[キャンセル]ボタンをクリックするか、または[メ

ニューバー]アイコンの STOP ボタン   をクリックします。 

  

  

  

 

  

  

  

2 以下のダイアログが表示され、測定が中断します。[OK] をクリックすると、測定処

理を終了します。 

  

  

 

 

  

 

 

  

  

 

 
お願い 

測定中に[キャンセル]が選択されると、積分時間経過後に処理を中断しま

す。積分時間によっては、[キャンセル]が選択されてから中断するまでに

時間の掛かることがあります。 

 

 



 

 200 

4.5 実際の測定について 
測定例を紹介します。ご使用にあたって参考にしてください。 

4.5.1 安定した測定を行う 

 UA-10 シリーズではデフォルトの設定で１測定あたり 4～5 回、UA-200 では 2～

３回、UA-200A では 3～15 回の画像を取り込み、平均化して測定値を求めていま

す。低輝度の測定や、積分時間が短い測定を行うと、製品仕様の精度内にありますが、

測定値が安定しない場合があります。平均化回数を増やすことで、測定値がより安定

します。  

 ☞「3.3.4 平均化回数」 

 ☞「3.4.5 平均化回数」 

平均回数を増やすと、測定時間が長くなります。 

 

4.5.2 測定時間を短縮する 

 安定した測定データを得るためには、測定対象物の明るさに応じて、最適な測定条件

を設定する必要があります。この測定条件は測定精度、測定時間に大きな影響を及ぼ

します。 

   測定条件(2/4)の[積分時間]または[積分時間/減光フィルタ/ゲイン]で[自動]を選択

している場合、測定時に実際に測定を行い最適な測定条件を自動算出します。 

   連続測定、インターバル測定において、特に比較的明るさの変動が小さい対象物、ほ

ぼ同一な明るさを持つ複数の測定対象物など測定する場合には、ほぼ同じ測定条件設

定を連続して測定することになります。そのため測定毎に最適化測定するため測定時

間が掛かってしまいます。このような条件下で測定を行う場合、[測定]-[測定条件の最

適値を算出]を行い、「算出結果をレシピに反映する」を行いますと、毎回の測定条件

算出時間が無くなりますので、測定時間の短縮が可能となります。 

 ☞「3.5.1 積分時間」 

☞「3.6.2 積分時間/減光フィルタ/ゲイン」 

☞「3.7.2 積分時間/減光フィルタ/ゲイン」 

 

4.5.3 基準器と相関ある高精度測定する 

 ある対象物を測定するとき、弊社計測器で測定結果と受光器の測定値の誤差を補正す

ることができます。受光器の色補正ウィザードを使用し、受光器と基準器を同一対象

物の測定し、受光器と基準器と同じに測定値になるように補正係数を作成します。 

☞「3.11 色補正ウィザードを使用する」 
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5. 各種操作 
5.1 ライブビュー操作 

以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

   ☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

5.1.1 ライブビューを開く 

 測定対象物をリアルタイムに表示します。測定対象物の設置状況の確認、測定対象物の

焦点合わせに使用します。 

 [ライブビュー]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[ライブビュー]を選択します。 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 あるいは、メニューバーの  アイコンをクリックします。 
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2 [ライブ ビュー]が開きます。開くと同時にライブを再生します。 
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5.1.2 コントラストを調整する 

 ライブビューのコントラストをリアルタイムに調整するときに使用します。 

 コントラストを調整するには、以下の手順となります。 

 

1  [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

  [コントラスト]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  コントラスト調整スクロールバーが表示されるので、[ライブビュー]の画像を見ながら

コントラストを調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 204 

・[共通設定]-[ライブ設定]が[AUTO]に設定されている場合のみ、調整が可能です。 

・PC の使用メモリ状況により、調整がリアルタイムに反映されない場合があります。

その場合は、[ポップアップメニュー]-[停止] → [ポップアップメニュー]-[再生]を

行い[ライブビュー]を更新してください。 

☞「3.12.3 ライブ設定」 

メモ 
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5.1.3 表示切替（UA-10 シリーズ） 

 ライブビューの表示をカラーまたはグレースケールへ切り替えるときに使用します。 

 表示を切り替えるには、以下の手順となります。 

 

[ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

  [表示切替]を選択します。 
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5.1.4 ライブビューを再生する 

 ライブビューを一時停止中の状態からライブを再生するときに使用します。 

 ライブビューを再生するには、以下の手順となります。 

 

  [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

  [再生]を選択します。 
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5.1.5 ライブビューを停止する 

 ライブビュー再生中にライブを停止することができます。ライブを停止することにより、

ライブ画像の保持またはスナップショット保存、クリップボードへコピーを行うことが

できます。 ライブビューを停止するには、以下の手順となります。 

 

 [ライブビュー]を開きます。[ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュ

ー]が表示されます。[停止]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

 

 

[ライブビュー]が停止状態になると、[スナップショット保存]、[クリップボードへコ

ピー（画像）]が有効になります。 

☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

☞「5.2.12 画像をクリップボードへコピーする」 
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5.1.6 マーカを切り替える 

 ライブビュー内に表示される画面中心マーカ表示の切換が行えます。対角マーカと十字

マーカ表示が行え、マーカ切り替えはライブビュー再生、停止いずれの状態でも切り替

えることができます。マーカを切り替えるには、以下の手順となります。 

  

 [ライブビュー]を開きます。[ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュ

ー]が表示されます。[マーカ切替]を選択します。 

 表示するマーカを[十字]もしくは[対角]から選択します。[十字線]を選択した場合には、

十字マーカに、[対角線]を選択した場合には、対角マーカに切り替わります。マーカ表

示をさせない場合は、[なし]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  



209 
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5.1.7 矩形マーカを設定する（マウス操作） 

 測定対象物の位置合わせを行う際、目安となる矩形マーカを設定する場合に使用します。

ライブビューの矩形マーカ設定をマウス操作で行うには、以下の手順となります。 

 

1  [ライブビュー]上に、矩形マーカ領域をマウスでドラッグし決定します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

 

 

2 [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。[矩形マ

ーカ]-[設定]を選択します。 
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 矩形マーカ領域が確定します。 
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5.1.8 矩形マーカを設定する（数値入力） 

 測定対象物の位置合わせを行う際、目安となる矩形マーカを設定する場合に使用します。

ライブビューの矩形マーカ設定を数値入力で行うには、以下の手順となります。 

 

1 [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。[矩形マ

ーカ]-[プロパティ]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

 

2 [矩形マーカ]ダイアログが表示されます。 

 始点ピクセル座標および終点ピクセル座標を設定し[OK]をクリックします。 
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3 矩形マーカが表示されます。 
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5.1.9 矩形マーカを解除する 

 矩形マーカを解除する場合に使用します。 

 ライブビューの矩形マーカ解除を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。[矩形マ

ーカ]-[解除]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [矩形マーカ]が解除されます。 
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5.1.10 最適化領域を設定する（マウス操作） 

 測定条件の最適値を算出する際の、測定領域を指定する場合に使用します。 

 ライブビューの最適化領域指定をマウス操作で行うには、以下の手順となります。 

 

1  [ライブビュー]上に、最適化領域をマウスでドラッグし決定します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

 

2 [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。[最適化

領域]-[設定]を選択します。 
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3 最適化領域が確定します。 
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5.1.11 最適化領域を設定する（数値入力） 

 測定条件の最適値を算出する際の、測定領域を指定する場合に使用します。 

 ライブビューの最適化領域指定を数値入力で行うには、以下の手順となります。 

 

1 [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。[最適化

領域]-[プロパティ]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

2 [最適化領域]ダイアログが表示されます。 

 始点ピクセル座標および終点ピクセル座標を設定し[OK]をクリックします。 
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3 最適化領域が表示されます。 
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5.1.12 最適化領域を解除する 

 最適化領域を解除する場合に使用します。 

 ライブビューの最適化領域解除を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。[最適化

領域]-[解除]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [最適化領域]が解除されます。 
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5.1.13 ピントを調整する 

 ピントをリアルタイムに調整する場合に使用します。ピント調整の目安となるスコア値を表

示することにより、安定したピント調整が可能となります。 

ピントを調整するには、以下の手順となります。 

 

1  [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

  [ピント調整]を選択します。 
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2  ピント調整カラーバーおよびピント調整領域（黄色枠）が表示されるので、ピント調整

領域を視野内のコントラスト差がある領域に設定し、[ライブビュー]の画像およびカラ

ーバーを見ながらピントを調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スコア値の上限、下限に入ると”Good !!”が領域枠の右上、左下に表示されます。 

 スコア値の取得ポイントが領域枠内に○マークで表示されます。 

 

 

・測定対象物の明るさ、コントラスト差などによりスコア値が 100 にならない場合が

あります。 

・ピント調整用パターンを固定することにより、安定したピント調整が可能となります。 

・ピント調整中はコントラストを自動調整していますので、ピント調整領域の設定によ

り極端に明るい、または暗い画像になる場合があります。 

・[共通設定]-[ライブ設定]-[スコアを表示する]チェックボックスが ON の場合、目安

とする上下限スコア値が表示されます。 

・ピント調整領域設定中は領域枠の右上、左下に”ready…”が表示され、制御が一時停

止されます。 

☞「3.12.3 ライブ設定」 
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5.1.14 ライブビューを拡大する 

ライブビューの特定個所を拡大する場合に使用します。 

ライブビューを拡大するには、以下の手順となります。 

 

1 [ライブビュー]上の、拡大したい場所にマウスを置きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

 [拡大表示]を選択します。 
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3 拡大表示ウィンドウが表示されます。 
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4 [ライブビュー]内でマウスをクリックすると拡大位置が変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウスホイールで、拡大倍率を変更することができます。 
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5.1.15 ライブ画像を回転させる 

ライブビューのライブ画像を回転する場合に使用します。 

ライブ画像を回転するには、以下の手順となります。 

 

1  [ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示されます。 

  [回転]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  [回転]ダイアログが表示されます。 

 [ライブ画像を回転する]チェックボックスを ON にして、スライドバーを操作、あるい

は、角度エディットボックスに、直接数値を入力します。 

 設定変更後は、[ｘ]をクリックし、[回転]ダイアログを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ライブ画像を回転する]チェックボックスを OFF にすることで、通常のライブ画像に戻す

ことができます。 
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5.1.16 解像度を切り替える（UA-10シリーズ） 

ライブビューの解像度を切り替える場合に使用します。 

解像度を切り替えるには、以下の手順となります。 

 

[ライブビュー]を開きます。[ライブビュー]内で右クリックすると[ポップアップメニュー]

が表示されます。[解像度]を選択します。 

表示する解像度を[High]もしくは[Low]から選択します。[High]を選択した場合には高解

像度に、[Low]を選択した場合には低解像度に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

High（高解像度）を選択すると、[ライブビュー]上に格子模様が表示される場合があります。

[ライブビュー]のサイズを変更することで、格子模様を消去できる場合があります。 
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5.2 擬似カラービュー操作 

5.2.1 擬似カラービューを開く 

 [擬似カラービュー]を表示します。測定データに任意の色を配色して表示します。微小

な差を色分けして表示しているため、測定対象物のムラなどの把握することができます。

[擬似カラービュー]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[擬似カラービュー]を選択します。 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 

 

2 [擬似カラービュー]が開きます。 
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5.2.2 表示サイズを変更する 

 ビューの表示サイズを変更します。表示サイズは、10％～1600％の固定倍率と自動か

ら選択できます。表示サイズを変更するには以下の手順となります。 

  

この操作は、[規格スポットビュー]、[分割スポットビュー]、[任意スポットビュー]、

[等高線ビュー]、[表色系擬似カラービュー]、[判定結果ビュー]でも同じ操作になり

ます。 

  

1 [擬似カラービュー]ウィンドウをアクティブにし、右クリックするとポップアップメニ

ューが表示されます。ポップアップメニューから[表示サイズ]を選択すると倍率リスト

が表示されます。表示サイズを選択します。[自動]を選択すると、ウィンドウ内に収ま

る最適な表示倍率で表示されます。切り替えられるサイズは、自動および 10～1600%

までとなります。 
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2 指定したサイズに測定イメージを拡大します。100%以上のサイズを指定した場合 

 測定イメージがすべて表示できないため、縦横にスクロールバーが表示されます。 

 スクロールバーを使用して見たい箇所に移動してください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・マウスホイールを回転させても、表示倍率を変更することができます。 

・マウスホイールで倍率を変更する場合、メニューの固定倍率より細かい倍率表示が

可能です。 
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5.2.3 表示色を変更する 

 ビューの表示色を変更します。表示色は、擬似カラー、グレースケール、色度 xy カラー、

色度 u’v’カラーの４種類を選択できます。 

 表示色を変更するには、以下の手順となります。 

この切替の操作は、 [規格スポットビュー]、[分割スポットビュー]、[任意スポットビ

ュー]、[等高線ビュー]、[表色系擬似カラービュー]、[判定結果ビュー]でも同じ操作

になります。 

  

 [擬似カラービュー]ウィンドウをアクティブにし、右クリックするとポップアップメニ

ューが表示されます。ポップアップメニューから[表示色]を選択します。デフォルトの

表示色は、擬似カラーです。 

 グレースケール表示にする場合は、[表示色]から[グレースケール]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 [等高線ビュー]、[3D ビュー]の場合、色度 xy カラー、色度 u’v’カラーを表示するこ

とはできません。前回の表示色の状態のままになります。 

  

 

メモ 
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 グレースケール表示 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・グレースケール表示では、[任意スポット ビュー]、[規格スポット ビュー]、[分割

スポット ビュー]では、測定スポットの枠線がすべて赤に切り替わります。 

・色度 xy、u’v’カラーは、[疑似カラービュー] 、[規格スポットビュー]、[分割スポッ

トビュー]、[任意スポットビュー]、[表色系擬似カラービュー]、[判定結果ビュー]

で操作できます。 
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5.2.4 三刺激値表示を変更する 

 現在ビューに表示している測定イメージの、三刺激値データを切り替えます。 

 表示する三刺激値を変更するには、以下の手順となります。 

 

この操作は、[規格スポットビュー]、[分割スポットビュー]、[任意スポットビュー]、

[等高線ビュー]、[断面図ビュー]でも同じ操作になります。 

 

1 [擬似カラービュー]ウィンドウをアクティブにし、右クリックするとポップアップメニ

ューが表示されます。ポップアップメニューから[三刺激値]を選択すると三刺激値リス

トが表示されます。切り替える三刺激値を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 選択した三刺激値に表示が切り替わります。選択項目は永続的に保持され、ソフトウェ

アを再起動した場合には、前回選択した三刺激値で測定イメージが表示されます。 
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5.2.5 色度表示を変更する 

 現在ビューに表示している測定イメージの、色度データを切り替えます。 

 表示する色度を変更するには、以下の手順となります。 

 

この操作は、[規格スポットビュー]、[分割スポットビュー]、[任意スポットビュー]、

[等高線ビュー]、[断面図ビュー]でも同じ操作になります。 

 

1 [擬似カラービュー]ウィンドウをアクティブにし、右クリックするとポップアップメニ

ューが表示されます。ポップアップメニューから[色度]を選択すると色度リストが表示

されます。切り替える色度を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 選択した色度に表示が切り替わります。選択した色度は永続的に保持され、ソフトウェ

アを再起動した場合には、前回選択した色度で測定イメージが表示されます。 
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5.2.6 測定イメージのトリミングを行う（マウス操作） 

 任意の領域をトリミングします。トリミングを行うと、トリミング後の画像で、色分け

の再描画を行います。トリミングされた測定イメージは、他のビューにも反映されます。

マウスによるトリミング操作を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [擬似カラービュー]を開きます。 

2 トリミングする領域の開始点をクリックし、トリミング範囲をマウスでドラッグしてト

リミング領域を決定します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

3 トリミング指定された領域のみが表示されます。 

 全領域表示とトリミング表示では同じ測定イメージにも関わらず表示色が異なる場合が

ありますが、これは全領域の場合とトリミングした領域で測定データの最大、最小値が

異なるためです。トリミングした場合にはトリミング領域内の測定データにより表示色

が割り振られるため、局所箇所の微小な差を確認することができます。 
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5.2.7 測定イメージのトリミングを行う（数値入力） 

 任意の領域をトリミングします。トリミングを行うと、トリミング後の画像で、色分け

の再描画を行います。トリミングされた測定イメージは、ほかのビューにも反映されま

す。数値入力によるトリミング操作を行うには、以下の手順となります。 

 

1 [擬似カラービュー]を開きます。 

2 [擬似カラービュー]が開きます。右クリックしてポップアップメニューを開き、メニュ

ーから[トリミング]-[プロパティ]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

3 [トリミング]ダイアログが表示されます。 

 始点ピクセル座標および終点ピクセル座標を設定し、[OK]をクリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

   

 

[適用可能測定イメージに一括反映する]チェックボックスを ON にすることで、現在

ロードしているすべての測定イメージに一括してトリミングを行います。この場合、

手順 4 のトリミング領域の指定表示は省略されます。 

なお、擬似カラービュー上で表示している測定イメージの解像度の大きさに対して異

なる解像度の測定イメージがロードされている場合は、その測定イメージは一括反映

の対象外となり、反映されません。 
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4 設定したトリミング領域が表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

5 [擬似カラービュー]のポップアップメニューから[トリミング]-[ON]を選択するとトリ

ミングが行われ、指定された領域のみが表示されます。 

 全領域表示とトリミング表示では同じ測定イメージにも関わらず表示色が異なる場合が

ありますが、これは全領域の場合とトリミングした領域で測定データの最大、最小値が

異なるためです。トリミングした場合にはトリミング領域内の測定データにより表示色

が割り振られるため、局所箇所の微小な差を確認することができます 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

[トリミング]ダイアログに初期表示される数値は、前回設定されたトリミング領域座

標値が表示されます。 

トリミングされた状態で[トリミング]ダイアログを表示すると、現在設定されている

トリミング領域を表示します。但し、トリミング領域の変更、設定はできません。 
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5.2.8 トリミングを解除する 

 トリミングされているイメージを元のイメージに戻します。トリミングの解除方法には

2 種類の解除方法があります。 

 トリミングを解除するには以下の手順となります。 

 

 - 擬似カラービュー上での解除 

 

1 [擬似カラービュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

2 [擬似カラービュー]上で、測定イメージ表示領域外をマウスでクリックします。 
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3 トリミングが解除され、トリミング前の測定イメージが表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 - ポップアップメニューによる解除 

 

1 [擬似カラービュー]を開きます。 
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2 [擬似カラービュー]上で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き[トリミン

グ]-[OFF]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

3 トリミングが解除され、トリミング前の測定イメージが表示されます。 
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5.2.9 カラーバーの表示/非表示を設定する 

 ビュー上にカラーバーを表示することができます。 

 カラーバーの表示/非表示を設定するには、以下の手順となります。 

 

1 [擬似カラービュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [擬似カラービュー]上で、右クリックをし[ポップアップメニュー]を開き、メニューか

ら[カラーバー表示]-[ON]、または[カラーバー表示]-[ON（対数表示）]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

カラーバーの対数表示は、カラーバーのスライド間隔が均等ではなく、下限値側の配

色間隔が広く、上限値が狭くなります。  
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3 カラーバーが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色度 xy カラー/色度 u’v’カラー表示の場合、カラーバーは表示されません。  

  

 

4 ポップアップメニューから[カラーバー表示]-[OFF]を選択すると、カラーバーが非表示

となります。 

 

・[擬似カラービュー]上でカラーバーの調整ができます。但し、スライドバー移動中

は制御が一時停止されるので、[擬似カラービュー]には反映されません。スライド

バー停止後、調整値が反映されます。 

・スライドバーを初期位置から移動した場合、以降の測定ではその位置での擬似カラ

ー表示となります。測定データの最大、最小値範囲で表示をしたい場合には、スラ

イドバー位置を上限位置、下限位置に戻すか、[擬似カラープロパティ]で設定して

ください。 

☞「5.2.14 擬似カラー調整値の上限値/下限値を設定する」 
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5.2.10 最小、最大、平均値の表示/非表示を設定する 

 ビュー上に最小、最大、平均値を表示することができます。 

 最小、最大、平均値の表示/非表示を設定するには、以下の手順となります。 

 

1 [擬似カラービュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [擬似カラービュー]上で、右クリックし[ポップアップメニュー]を開き、メニューから[デ

ータ表示]-[ON]を選択します。 
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3 最小、最大、平均値がビュー下部に、最小、最大ポイント位置がビュー上に十字マーク

として表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最小、最大ポイント位置十字マーク色は擬似カラー表示色により異なります。 

擬似カラー  最小：白 最大：黒 

グレースケール 最小：赤 最大：黄緑 

色度 xy カラー  最小：白 最大：黒 

色度 u’v’カラー 最小：白 最大：黒 

・三刺激値 Y を選択している場合のみ、ビュー下部に最小、最大、平均値の他に、ユ

ニフォミティが表示されます。 

なおユニフォミティは( 最小値 / 最大値 ) × 100 [%] となります。 

・色度 xy カラー表示では、色度 xy の最大値、最小値、レンジ間が表示されます。 

色度 u’v’カラー表示では、色度 u’v’の最大、最小値、レンジ間が表示されます。 

色度 xy カラー表示/色度 u’v’カラー表示では、色度の最小、最大ポイント位置十字 

マークは黒で表示されます。最小の場合は左下に、最大の場合は、左上に色度 

(xyu’v’)の文字が表示されます。 

 

4 ポップアップメニューから[データ表示]-[OFF]を選択すると、最小、最大、平均値が非

表示となります。 
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5.2.11 スナップショットを保存する 

 表示されているビューの画面を、固定のファイル形式で保存します。ファイル形式は

[BMP]と[JPG]と[PNG]形式が選択できます。 

 スナップショット保存するには、以下の手順となります。 

  

本操作は、[スナップショット保存]メニューがある、すべてのビューにおいても同様の

操作となります。 

 

1 [疑似カラービュー]をアクティブにします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2    ビュー内で、マウスを右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[スナップショッ 

ト保存]を選択します。 
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3 エクスプローラウインドウが開きます。保存したいパスとファイル名とファイル形式を

指定して保存します。 

 ファイル形式は、[BMP]、[TIFF]、[PNG]形式が選択できます。 
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5.2.12 画像をクリップボードへコピーする 

 表示されているビューの画面を、クリップボードへコピーします。 

 クリップボードへコピーするには、以下の手順となります。 

  

本操作は、[クリックボードへコピー（画像）]メニューのある、すべてのビューにおい

ても同様の操作となります。 

 

1 スナップショット保存する[ビュー]をアクティブにします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2    ビュー内で、マウスを右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[クリップボード

へコピー]を選択します。 
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5.2.13 測定データを CSV 形式で保存する 

 ビュー内で測定データの CSV を保存します。 

 ビュー内で CSV 保存するには、以下の手順となります。 

  

・本操作は、[CSV 保存]メニューがある、すべてのビューにおいても同様の操作とな

ります。 

・保存する項目出力は、[レシピ設定]-[CSV 設定]で行います。 

☞「3.10.7 各ビューCSV 出力の設定を行う」 

 

1 CSV 保存する測定データの[ビュー]をアクティブにします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 ビュー内で、マウスを右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[CSV 保存]を選

択します。 
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3 エクスプローラウインドウが開きます。保存したいパスとファイル名とファイル形式を

指定して保存します。 

 ファイル形式は、[CSV]、[TEXT]形式が選択できます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

・保存するビューによって、ファイル名の先頭に以下の文字列がつきます。 

 任意スポット rdm 

規格スポット std 

分割スポット mtx 

 擬似カラー all 

断面図 sct 

RGB カラー all 

 表色系擬似カラー clr 

 判定結果（任意スポット）rdmj 

判定結果（規格スポット）stdj_/ 

判定結果（分割スポット）mtxj 

判定結果（全ピクセル）allj_ 

・トリミング領域が指定されている状態で、[擬似カラービュー]-[CSV 保存]を選択 

すると、トリミング領域のみの測定データを保存することができます。 

・サチュレーションが発生している三刺激値は”over”、色度は”error”として保存 

されます。 

・[レシピ設定]-[CSV 設定]でチェックが付いている項目であってもデータが存在 

しない場合は、空欄として保存されます。 
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全データ CSV ファイルの表示形式 

上から、三刺激値 X、三刺激値 Y、三刺激値 Z、色度 x、色度 y、色度 u’、色度 v’、色温度、

偏差、刺激純度、主波長の順に記録されます。 

[レシピ設定]-[CSV 設定]の[ファイル種別]の[全データ]の項目でチェックが付いていない項

目は記録せず、次の項目に詰められて記録します。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

 

  

  

  

  

  

  

[レシピ設定]-[CSV 設定]で最小、最大、平均値にチェックが付いている項目は最小、最大、

平均値も出力されます。 
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規格スポットビューCSV ファイルの表示形式 

上から、[規格スポットビュー]に表示されているスポット番号の測定データが並びます。 

左から、スポットの X 座標、スポットの Y 座標、三刺激値 X、三刺激値 Y、三刺激値 Z、色

度 x、色度 y、色度 u’、色度 v’、色温度、偏差、刺激純度、主波長の順に記録されます。各測

定データには、各スポットと中心（スポット番号１）との測定値の差が記録されます。 

[レシピ設定]－[CSV 設定]の[ファイル種別]の[規格スポット]の項目でチェックが付いていな

い項目は記録せず、次の項目に詰められて記録します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

[レシピ設定]-[CSV 設定]で最小、最大値にチェックが付いている項目は最小、最大値も出

力されます。 
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分割スポットビューCSV ファイルの表示形式 

 上から、三刺激値 X、三刺激値 Y、三刺激値 Z、色度 x、色度 y、色度 u’、色度 v’、色温度、

偏差、刺激純度、主波長の順に記録されます。 

[分割スポットビュー]の[プロパティ]で設定した分割数で記録されます。 

データの外側の１行１列目は、スポット番号を記録します。 

[レシピ設定]-[CSV 設定]の[ファイル種別]の[分割スポット]の項目でチェックが付いていな

い項目は記録せず、次の項目に詰められて記録します。 
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任意スポットビューCSV ファイルの表示形式 

上から、[任意スポットビュー]に表示されているスポット番号の測定データが並びます。 

左から、スポットの X 座標、スポットの Y 座標、三刺激値 X、三刺激値 Y、三刺激値 Z、色

度 x、色度 y、色度 u’、色度 v’、色温度、偏差、刺激純度、主波長の順に記録されます。各測

定データには、各スポットと中心（スポット番号１）との測定値の差が記録されます。 

[レシピ設定]-[CSV 設定]の[ファイル種別]の[任意スポット]の項目でチェックが付いていな

い項目は記録せず、次の項目に詰められて記録します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

[レシピ設定]-[CSV 設定]で最小、最大値にチェックが付いている項目は最小、最大値も出

力されます。 
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断面図、多点断面図ビューCSV ファイルの表示形式 

座標表示形式（十字断面・斜線断面・多点断面）の形式名、始点座標、終点座標の順に記録さ

れます。 

上から、スポットの X 座標、スポットの Y 座標、三刺激値 X、三刺激値 Y、三刺激値 Z、色

度 x、色度 y、色度 u’、色度 v’、色温度、偏差、刺激純度、主波長の順に記録されます。 

各測定データには、交点の測定値と断面線縦軸の測定値、断面線横軸の測定値が続きます。 

[レシピ設定]-[CSV 設定]の[ファイル種別]の[断面図]の項目でチェックが付いていない項目

は記録せず、次の項目に詰められて記録します。 
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時系列ビューCSV ファイルの表示形式 

時系列 CSV ファイルは、規格スポット、分割スポット、任意スポット、共通です。 

上から、スポットの X 座標、スポットの Y 座標、三刺激値 X、三刺激値 Y、三刺激値 Z、色

度 x、色度 y、色度 u’、色度 v’、色温度、偏差、刺激純度、主波長の順に記録されます。 

測定データは、上から測定開始時間からの測定イメージ回数順並び 

列には、測定日時、経過時間、ビュー表示されるスポット番号の測定値を記録します。 

[レシピ設定]-[CSV 設定]の[ファイル種別]の[断面図]の項目でチェックが付いていない項目

は記録せず、次の項目に詰められて記録します 
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判定結果ビューCSV ファイルの表示形式 

判定結果（任意スポット、分割スポット、規格スポット）は、上段に[合否判定条件の設定]の

判定項目の設定値が順に上から並び、中段には上から[判定結果リスト]に表示されているスポ

ット番号の測定データとそのスポットにおけるスポット内総合合否判定結果が並び、下段に上

から[判定結果リスト]に表示されているスポット番号の合否判定結果のみが並びます。 

左から、スポット番号、スポットの X 座標、スポットの Y 座標、合否判定、三刺激値 X、三

刺激値 Y、三刺激値 Z、色度 x、色度 y、色度 u’、色度 v’、L*、a*、b*、C*、h、色度 xy、

色度 u’v’、C*h の順に記録されます。 

  

・選択されている各判定項目における合否表示は、合格である場合には空欄とし、不合格の

場合は、[否]として記録します。 

・スポット内総合合否判定結果は、選択されている判定項目がすべて合格であれば、合格と

なり、それ以外は不合格となります。なお、合格の場合は[合]、不合格の場合は[否]とし

て記録します。 

 

判定結果（全ピクセル）は、上段に[合否判定条件の設定]の判定項目の設定値が順に上から並

び、その後に、上から三刺激値 X、三刺激値 Y、三刺激値 Z、色度 x、色度 y、色度 u’、色度

v’、L*、a*、b*、C*、h、色度 xy、色度 u’v’、C*h に対して全ピクセルにおける各ピクセル

での判定結果を 0 もしくは 1 で記録します。なお、色度 xy、色度 u’v’、C*h はエリア番号を

記録します。 

[レシピ設定]－[CSV 設定]の[ファイル種別]の[合否判定]の項目でチェックが付いていない項

目は記録せず、次の項目に詰められて記録します。 

  

判定結果が[0]の場合は不合格、[1]の場合は合格として記録します。 
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5.2.14 プロパティ画面を開く 

 擬似カラーで表示する、ビューの表示色を調整します。 

 [擬似カラープロパティ]を開くには、以下の手順となります。 

 

 

擬似カラーの表示色を設定すると、リアルタイムに擬似カラービューの表示色が変化し

ます。表示色の設定後、[プロパティ]ダイアログを閉じると、以下のビューにも即時反

映されます。 

・規格スポットビュー 

・分割スポットビュー 

・任意スポットビュー 

・等高線ビュー 

・断面図ビュー 

・多点断面図ビュー 

・サムネイルビュー 

・時系列測定ビュー 

・3D ビュー 

・判定結果ビュー 

 

1 [擬似カラービュー]を開きます。 

2 [擬似カラービュー]内で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、メニューより

[プロパティ]を選択します。 
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3 [擬似カラープロパティ]画面が表示されます。 

 [擬似カラー調整]は、配色の上限値/下限値の設定を行います。 

   ☞「5.2.14 擬似カラー 調整値の上限/下限値を設定する」 

 

 画面右側の表形式のシートには、測定イメージの三刺激値 X、Y、Z または、色度 xy、

u'v'の最大/最小/平均値を表示しています。 

 設定を終了したときは、いずれかのボタンをクリックしてください。 

 [OK]   設定を有効にして、この画面を閉じます。 

 [キャンセル] 設定を無効にして、この画面を閉じます。 

 [適用]  設定を有効にします。画面は閉じず、設定を継続できます。 

 [リセット]    設定を初期の状態にリセットします。画面は閉じません。 
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5.2.15 擬似カラー調整値の上限値/下限値を設定する 

 赤色に配色される上限値と、青色に配色される下限値を設定します。 

 上限～下限値の範囲内で配色され、上限値以上はすべて赤色、下限値以下はすべて青色

で表示されます。上限/下限値を設定することにより、任意の範囲を細かく配色できるの

で微小な差をより強調して、表示することができます。設定範囲は、測定データの最小

～最大値範囲で、デフォルトおよび三刺激値または色度を切り替えた場合には上限値は

最大値、下限値は最小値に設定されます。 

 [カラースケールの同期]チェックボックスを選択することで、最小～最大値範囲内外の

任意の設定範囲を設定することも可能です。 

 擬似カラー上限/下限値を設定するには、以下の手順となります。 

 

1 [擬似カラービュー]を開き、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[三刺激値]

から上限値/下限値を変更する三刺激値を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [擬似カラービュー]を右クリックして、[プロパティ]を選択します。    
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- 測定データの最小～最大値範囲内で上限～下限の範囲を設定する場合 

 

3 [擬似カラープロパティ]が開きます。[カラースケールの同期]チェックボックスを OFF

にし、[上限/下限]スライドバーにより、[擬似カラービュー]の表示色変動を見ながら設

定します。あるいは、[上限/下限]スライドバーの右横のエディットボックスに、直接数

値を入力します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 

 

   

- 測定データの最小～最大値範囲外で上限～下限の範囲を設定する場合 

 

3 [擬似カラープロパティ]が開きます。[カラースケールの同期]チェックボックスを ON

にし、[上限/下限]スライドバーの右横のエディットボックスに、直接数値を入力します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

[カラースケールの同期]チェックボックス ON を選択した場合、[上限/下限]スライドバ

ーは強制的にロックされ、操作はできません。 
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4 上限/下限値を設定することにより、ビューも更新されます。 
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5.2.16 擬似カラー調整の色範囲を設定する 

 上限/下限値の設定幅を保持したまま、擬似カラーの色範囲を設定します。 

 色範囲を設定するには、以下の手順となります。 

  

1 [擬似カラープロパティ]を開きます。 

2 [色範囲]スライドバーにより、[擬似カラービュー]の表示色変動とスライドバー色範囲

を見ながら設定します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

   

  [色範囲]スライドバーを移動すると、[上限/下限]スライドバーの擬似カラーも連動して

変動します。 
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5.2.17 擬似カラー調整値の範囲外をマスクする 

 [擬似カラープロパティ]で設定した上限/下限値範囲外をマスクします。上限/下限設定

値範囲外をマスクすることで、任意の範囲を抽出表示することができます。 

 調整値範囲外をマスクするには、以下の手順となります。 

  

マスクは、現在表示している測定イメージのみ適用されます。 

 

1 [擬似カラープロパティ]を開きます。 [擬似カラービュー]の表示色変動を見ながら[上限

/下限]スライドバーを操作、あるいは、[上限/下限]スライドバー右横のエディットボッ

クスに直接数値を入力し、上限値/下限値を決定します。 

2 [マスク]チェックボックスを ON します。[OK]または[適用]をクリックすると上限値/

下限値範囲外がマスクされます。 
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3 上限値/下限値範囲外がマスクされ、範囲内のみが抽出表示されます。マスクされている

状態で測定データを CSV ファイルに出力すると、抽出表示されているデータのみが出

力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[任意スポットリスト]から測定スポット毎に閾値を設定することでも、マスクすること

ができます。 

☞「5.5.18 任意スポットリストを表示する」 
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5.2.18 擬似カラー調整値をロックする 

 [擬似カラープロパティ]で設定した上限/下限値をロックします。上限/下限設定値をロ

ックすることで、設定した上限/下限値で擬似カラー表示することができます。 

 調整値をロックするには、以下の手順となります。 

  

調整値のロックは、現在表示している測定イメージのみ適用されます。 

 

1 [擬似カラープロパティ]を開きます。 [擬似カラービュー]の表示色変動を見ながら[上限

/下限]スライドバーを操作、あるいは、[上限/下限]スライドバー右横のエディットボッ

クスに直接数値を入力し、上限値/下限値を決定します。 

  

2 [ロック]チェックボックスを ON すると、[上限/下限]スライドバーおよび[上限/下限]

エディットボックス、[色範囲]スライドバーでの設定が不可となり現在の設定値がロッ

クされます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

メモ 



265 

5.2.19 擬似カラーマスク設定範囲を三刺激値 XYZ に反映する 

 [擬似カラープロパティ]で設定したマスク設定範囲を、三刺激値 X、Y、Z および色度に

反映することができます。三刺激値 X、Y、Z に反映することで、各々での設定を行う

ことなく同じ範囲をマスクすることができます。 

三刺激値 X、Y、Z および色度に反映するには、以下の手順となります。 

  

1 [マスク]チェックボックスを ON します。[適用]をクリックしてマスク設定範囲を確認

します。 

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

   

2 [現在のマスクを三刺激値 X、Y、Z すべてに適用する]チェックボックスを ON します。 

[OK]または[適用]をクリックすると、設定されているマスク範囲が三刺激値 X、Y、Z

測定イメージに反映されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

 

[任意スポットリスト]から測定スポット毎に閾値を設定することでも、マスクすること

ができます。 

☞「5.5.22 任意スポットリストを表示する」 

メモ 



 

 266 

5.2.20 擬似カラー調整値を一括反映する 

 [擬似カラープロパティ]で設定した[擬似カラー調整]の各設定値を、現在ロードしてい

るすべての測定イメージに一括反映することができます。 

 [擬似カラープロパティ]の各設定値をロードしているすべての測定イメージに一括反映

するには、以下の手順となります。 

  

1 [擬似カラープロパティ]を開きます。一括に反映したい[擬似カラー調整]内の上限/下限

値、色範囲、調整値ロックを設定します。 

  

2 擬似カラーの各調整値をロード中のすべての測定イメージに、一括反映する場合は、[適

用可能測定イメージに一括反映する]チェックボックスを ON して、[適用]をクリックし

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 一括反映をキャンセルする場合は、[適用可能測定イメージに一括反映する]チェックボ

ックスを OFF して、[リセット]をクリックします。 

 

 
お願い 

[ロック]チェックボックスが ON の状態で、一度[適用可能測定イメージ

に一括反映する]を行うと、リセットは測定イメージ単位でしかリセット

が行えません。個々にリセットするか、新たにファイルを開いてくださ

い。 
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擬似カラー調整を、適用可能測定イメージに一括反映時の仕様 

 

[適用可能測定イメージに一括反映をする]チェックボックスが ON の状態で、継続して通常測

定を行っても、擬似カラー調整値は継続して適用されます。 

ただし、測定途中に測定対象物の輝度、色度が変更になり、測定データの擬似カラー調整値の

上限値と下限値範囲が変わってしまった場合、以下のとおりになります。 

 

・測定データが、擬似カラー調整値の上限値を下回った場合 

擬似カラー調整値の上限値が、測定データの一番高い値に自動リセットされます。 

擬似カラー調整値の下限値は、変更されません。 

ただし、上限値が擬似カラー調整値の上限を下回った測定データのみ適用されます。 

  

・測定データが、擬似カラー調整値の下限値を上回った場合 

擬似カラー調整値の下限値が、測定データの一番低い値に自動リセットされます 

擬似カラー調整値の上限値は、変更されません。 

ただし、上限値が擬似カラー調整値の上限を下回った測定データのみ適用されます。 

  

・測定データが、擬似カラー調整値の上限値と下限値の範囲に入らない場合 

擬似カラー調整の上限値・下限値は、測定データの最大値・最小値に設定されます。 
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5.2.21 測定イメージを回転する 

 測定イメージを回転します。測定イメージの回転は、他のビューにも反映されます。 

 測定イメージを回転するには、以下の手順となります。 

 

1 [擬似カラービュー]を開きます。 

2 [擬似カラービュー]が開きます。右クリックしてポップアップメニューを開き、メニュ

ーから[回転]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 選択すると、下記のダイアログが表示されます。 

[はい]を選択した場合、トリミング、マスク、任意スポット閾値の適用が強制的に解除

されます。 
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4 [回転]ダイアログが表示されます。 

 [測定イメージを回転する] チェックボックスを ON にして、スライドバーを操作、ある

いは、角度エディットボックスに、直接数値を入力します。 

 設定変更後は、[ｘ]をクリックし、[回転設定]ダイアログを閉じます。 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

[測定イメージ画像を回転する]チェックボックスを OFF にすることで、測定イメージ

を回転していない状態に戻すことができます。 

 

[適用可能測定イメージに一括反映する]チェックボックスを ON にすることで、現在ロ

ードしているすべての測定イメージに一括して、測定イメージの回転を行います。 

 

 設定した回転角度で測定イメージが表示されます。 
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5.3 規格スポットビュー操作 
 

規格スポット機能では、定型規格での面測定をワンタッチで行うことができます。 

定型規格は、JEITA 規格(EIAJ ED-2522/ED-2710)の他に、弊社で用意した 3 つの定型

規格を利用することができます。また、測定スポット形状や測定スポット数の変更など、柔軟

なカスタマイズも可能となっています。 

デフォルトの適用定型規格は、JEITA 規格となっていますが、測定スポットサイズは 10mm

となっていますので、測定対象物の画素数に応じて変更してください(JEITA 規格では測定ス

ポットにて 500 画素以上の面積部分を測定しなくてはいけません)。 

なお、JEITA 規格の測定方法では、垂直方向からの測定と規定されていますが、UA-10、

UA-200 での測定では、中心の測定スポット以外は角度を持つ測定となり、測定対象物の指

向性が含まれた測定データとなります。 

  

以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

   ☞「5.2.2 表示サイズを変更する」 

   ☞「5.2.3 表示色を変更する」 

   ☞「5.2.４ 三刺激値表示を変更する」 

   ☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

   ☞「5.2.13 測定データをＣＳＶ形式で保存する」 

☞「5.3.2 測定データをクリップボードへコピーする」 

 ☞「5.3.5 データシートを CSV 形式で保存する」 
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5.3.1 規格スポットビューを開く 

 [規格スポットビュー]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[規格スポットビュー]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 

 

2 [規格スポットビュー]が開きます。 
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5.3.2 測定データをクリップボードへコピーする 

 測定データをクリップボードへコピーします。 

 クリップボードへコピーするには、以下の手順となります。 

  

・本操作は、[クリップボードへコピー（データ）]メニューがある、すべてのビューに

おいても同様の操作となります。 

・コピーする項目は、[レシピ設定]-[CSV 設定]で行います。 

☞「3.10.7 各ビューCSV 出力の設定を行う」 

 

1 [規格スポットビュー]をアクティブにします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

   

  

  

2 ビュー内で、マウスを右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[クリップボード

へコピー（データ）]を選択します。 
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5.3.3 データシートを表示する 

 規格スポットの測定データを表形式で表示します。 

 データシートを表示するには、以下の手順となります。 

 

1 [規格スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [規格スポットビュー]内で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[データシー

ト表示]を選択します。 
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3 [規格スポットデータシート]が表示されます。 

  ☞「5.3.4 データシート表示項目を切り替える」 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

サチュレーションが発生している測定スポットの三刺激値は、”over”、色度”error”

と表示されます。 

 

  

メモ 
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5.3.4 データシートの表示項目を切り替える 

 ユーザ指定により、規格スポットデータの表示する項目を任意で選択することができま

す。データシートの表示項目を切り替えるには、以下の手順となります。 

  

この操作は、[任意スポットデータシート]でも同じ操作になります。 

  

1 [規格スポットデータシート]を開きます。 

2 [規格スポットデータシート]内で右クリックします。 
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3 [ポップアップメニュー]が表示されます。表示項目の追加、削除したい項目を[表示項目]

から選択します。表示項目のリストでチェックが付いているものは、現在表示されてい

る項目です。 

 表示項目のメニューリストにチェックが付いていないものを選択した場合、データシー

トに表示項目が新たに追加されます。 

 表示項目のメニューリストにチェックが付いているものを選択した場合、データシート

の表示されていた表示項目から削除されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

表示項目の順序は、表示項目の選択順序に関係なく定形の表示方法をとるため、表示

項目の順序は変更できません。 

   

4 選択したデータ項目が追加、削除されます。 
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5.3.5 データシートを CSV 形式で保存する 

 データシートに表示している内容を CSV 形式で保存します。 

 CSV 形式で保存するには、以下の手順となります。 

 

この操作は、[任意スポットデータシート]、[分割スポットデータシート]でも同じ操作

になります。 

  

1 [規格スポットデータシート] を開きます。 

2 [規格スポットデータシート] シート内で右クリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

3 [ポップアップメニュー]が表示されます。[CSV 保存]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

4    エクスプローラウインドウが開きます。保存先パスを選択し、ファイル名、ファイル 

メモ 
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形式を指定して保存します。 

 デフォルトのファイル名は、日付+日時となります。 

 ファイル形式は、[CSV]および[TEXT]形式が選択できます。プルダウンメニューより

選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

5   エクセルで開いたときの画像です。 

データシートで表示している内容が保存されていま。 

 

 規格スポットデータシート CSV ファイル 
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5.3.6 データシートをクリップボードへコピーする 

 データシートに表示している内容をクリップボードにコピーします。 

クリップボードへコピーするには、以下の手順となります。 

 

この操作は、[任意スポットデータシート]、[分割スポットデータシート]でも同じ操作

になります。 

 

1 [規格スポットデータシート] を開きます。 

2 [規格スポットデータシート] シート内で右クリックします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

3 [ポップアップメニュー]が表示されます。[クリップボードへコピー]を選択します。 
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4    エクセルに貼り付けたときの画像です。 

データシートで表示している内容がコピーされています。 

 

 規格スポットデータシート クリップボードコピー 
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5.3.7 規格スポット プロパティを開く 

 規格スポットの測定スポットおよび定型規格、中心基準均等分割、外枠基準均等分割を

設定します。設定内容が適用されるのは、現在表示中の測定イメージとなりますが、一

括反映機能を利用することで、複数の測定イメージへ同期反映することができます。 

 規格スポットプロパティを開くには、以下の手順となります。 

 

1 [規格スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [規格スポットビュー]内で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[プロパティ]

を選択します。 
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3 [規格スポットプロパティ]画面が表示されます。 

  設定を終了したときは、いずれかのボタンをクリックしてください。 

 [OK]   設定を有効にして、この画面を閉じます。 

 [キャンセル] 設定を無効にして、この画面を閉じます。 

 [適用]  設定を有効にします。画面は閉じず、設定を継続できます。 
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5.3.8 初期スポット形状・スポットサイズを設定する 

 規格スポットの測定スポットの形状とスポットサイズを設定します。ここで設定するス

ポット形状とサイズは新規に測定スポットが設定される場合に適用されます。 

 初期スポット形状、スポットサイズを設定するには、以下の手順となります。 

規格スポットリストから測定スポット毎に形状、サイズを変更することができます。 

☞「5.3.17 規格スポットリストを表示する」 

  

1 [規格スポットプロパティ]画面を表示します。 

2 [測定スポット］のスポット形状をプルダウンメニューから選択します。 

 円形と正方形が選択可能です。 

[スポットサイズ]エディットボックスの入力が可能になるので直接入力して設定します。 

設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：0.01[mm]-500[mm] 
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5.3.9 定型規格を変更する 

  規格スポットの分割方式を選択します。規格スポットの分割方式は規格分割と均等分割

の２タイプあります。規格分割と均等分割の測定スポット相違点は、以下のとおりです。

JEITA 規格は[規格分割 A]を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      規格分割の場合        均等分割の場合 

 

  分割 A と分割 B の測定スポット相違点は、以下のとおりです。 

  

  

  

  

  

  

    規格分割 A の場合      規格分割 B の場合 

  

  

  

  

  

  

    均等分割 A の場合      均等分割 B の場合 
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1 [規格スポットプロパティ]画面を開きます。 

2 [定型規格]の分割方式をプルダウンメニューから選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

 

3 [測定スポット数]プルダウンメニューから選択します。 

 スポット数は 5 点、9 点、13 点、２5 点の 4 種類から選択できます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

4 測定をビュー外枠より指定する場合、[外枠から測定スポットまでの[mm]寸法を指定す

る]チェックボックスを ON します。 

  

  

  

 

 

  

5 [外枠から測定スポットまでの[mm]寸法を指定する]を ON すると、[外枠からのスポッ

トまでの縦寸法]、[外枠からスポットまでの横寸法]エディットボックスが入力可能なり

ます。直接入力あるいは▲▼ボタンで寸法を入力します。終了する場合は、[OK]をクリ

ックします。 

 縦、横寸法の設定範囲は以下となります。 

 縦寸法 ：１[mm]-999[mm] 

 横寸法 ：１[mm]-999[mm] 

  

 

 
お願い 

[外枠から測定スポットまでの寸法[mm]を指定する]において、隣り合う線

が交差する場合には、エラーとなります。測定対象物の縦横寸法、外枠か

らの測定スポットまでの縦横寸法、分割方式をご確認の上、再度設定して

ください。 
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5.3.10 外枠基準均等分割を設定する 

 外枠基準均等分割を設定します。測定領域外枠を基準とし、設定された測定スポット数、測

定スポット間寸法、外枠から測定スポットまでの寸法より測定スポットを設定します。 

 外枠基準均等分割を設定するには、以下の手順となります。 

  

 

 1 [規格スポットプロパティ]画面を表示します。 

 2 分割方式プルダウンメニューから[外枠基準均等分割]を選択します。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

   

3 [縦の測定スポット数]、[横の測定スポット数]エディットボックスが入力可能になるので、

直接入力して設定します。 

 縦のスポット数×横のスポット数が 999 以下になるように設定してください。 

 

 

 

  

4 外枠から測定スポットまでの[mm]寸法を指定する場合は、[外枠から測定スポットまでの

寸法を指定する]チェックボックスを ON します。[外枠から測定スポットまでの縦の寸法]、

および[外枠から測定スポットまでの縦の寸法]エディットボックスが入力可能になります。

直接入力あるいは▲▼ボタンで寸法を入力します。 

設定範囲は縦寸法、横寸法ともに 1[mm]-999[mm]です。 
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5 外枠から測定スポットまでの[%]寸法を指定する場合は、[外枠から測定スポットまでの[%]

寸法を指定する]チェックボックスを ON します。[外枠から測定スポットまでの寸法]エデ

ィットボックスが有効になります。直接入力あるいは▲▼ボタンで寸法を入力します。 

設定範囲は以下となります。 

設定範囲 ：1[%]-99[%] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・寸法設定は測定スポット番号 1 の寸法値となります。 

・[mm]、[%]寸法両方が有効でない場合、初期値として外枠から測定スポットまでの 

寸法 10[%]を適用します。 
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5.3.11 外枠基準均等分割の測定スポットを削除する 

 外枠基準均等分割で設定されている測定スポットを削除します。 

 測定スポットを削除するには、以下の手順となります。 

 

1 外枠基準均等分割が設定されている[規格スポットビュー]内で右クリックして[ポップ

アップメニュー]を開き、[外枠基準均等分割スポット削除]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

2  削除したい測定スポット領域をマウスでドラッグして決定します。 
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3  領域決定直後、指定領域内の測定スポットが削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4  継続して測定スポットを削除する場合は 2、3 を繰り返します。 
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5.3.12 外枠基準均等分割の削除した測定スポットを戻す 

 外枠基準均等分割で削除した測定スポットを元に戻します。 

 削除した測定スポットを元に戻すには、以下の手順となります。 

 

1 [規格スポットビュー]内で右クリックしてポップアップメニューを開き、[外枠基準均等

分割スポットリセット]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 削除された測定スポットが、元に戻ります。 
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5.3.13 中心基準均等分割を設定する 

 中心基準均等分割を設定します。測定領域中心を基準とし、設定された測定スポット数、測

定スポット間寸法より測定スポットを設定します。 

 中心基準均等分割を設定するには、以下の手順となります。 

 

 1 [規格スポットプロパティ]を表示します。 

 2 [中心基準均等分割で測定スポットを指定する]チェックボックスを ON すると、[縦の測定

スポット数]、[横の測定スポット数]、[縦の測定スポット間寸法]、[横の測定スポット間寸

法]が入力可能になります。 

  [縦の測定スポット数]、[横の測定スポット数]をプルダウンメニューから選択します。 

  スポット数は、縦横ともに 3/5/7/9/11/13/15/17/19/21 から選択できます。 

 [縦の測定スポット間寸法]、[横の測定スポット間寸法]はエディットボックスに直接入力し

て設定します。設定範囲は以下となります。 

  縦寸法 ：0.01[mm]-5００[mm] 

  横寸法 ：0.01[mm]-5００[mm] 
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5.3.14 適用可能測定イメージに一括反映する 

 測定スポットと定型規格の設定内容を、保持している測定イメージすべてに、一括反映

することができます。 

 適用可能測定イメージに一括反映するには、以下の手順となります。 

  

1 [規格スポットプロパティ]画面を表示します。 

2 [適用可能測定イメージに一括反映する]チェックボックスを ON し、[適用]をクリック

すると、対象測定イメージへ一括反映されます。OFF の場合は、表示している測定イメ

ージのみ設定内容が反映されます。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

一括反映は、表示しているトリミング領域と一致する測定イメージのみ反映対象とな

ります。 

 

  

メモ 
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5.3.15 規格スポットファイルを選択する 

 使用する規格スポットファイルを選択します。規格スポットプロパティを編集するとき

には、この画面で選択された有効な規格スポットプロパティで行われます。 

 規格スポットファイルを選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [規格スポットプロパティ]画面を表示します。 

2 [開く]ボタンで[ファイルを開く]ダイログが表示されます。規格スポットファイルを選

択し読み込みます。読み込まれた規格スポットファイル内容が有効な規格スポットプロ

パティに適用されます。 
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5.3.16 規格スポットファイルを保存する 

規格スポットファイルを保存します。規格スポットファイルは標準付属 SDK で使用す

ることができます。 

規格スポットファイルを保存するには、以下の手順となります。 

 

 

[共通設定]-[ファイル自動保存設定]の設定により動作が異なります。 

☞「3.12.7 ファイル自動保存設定」 

 

 

1 [規格スポットプロパティ]画面を表示します。 

2 [表示しているスポットファイルが適用されています。]表示下部の[ファイル名]および

[コメント]を直接編集し、[保存]ボタンで規格スポットファイルを保存します。 

 [OK]をクリックすると[ファイルパス：]に表示されている場所に、変更内容を反映し強

制的に保存します。 

[ファイルパス：]には適用されている規格スポットファイルパスが表示されています。 
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5.3.17 規格スポットリストを表示する 

 規格スポットのスポットリストを表示します。 

 規格スポットリストを表示するには以下の手順となります。 

 

1 [規格スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [規格スポットビュー]内で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、メニューか

ら[測定スポットリスト表示]を選択します。 
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3 [規格スポットリスト]が表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 [規格スポットリスト]上から[スポット形状]、[スポットサイズ]、[基準スポット]、各種

[正常エリア]を直接設定変更することができます。 

  

 スポット形状 ：円形/正方形 

 スポットサイズ ：測定スポットサイズ 

 基準スポット ：合否判定 中心差の基準スポット 

 色度 xy 正常エリア ：合否判定 xy 色度図ビュー 正常エリア番号 

 色度 u’v’正常エリア ：合否判定 u’v’色度図ビュー 正常エリア番号 

 C*h 正常エリア ：合否判定 L*a*b*表色系ビュー 正常エリア番号 

 

4 測定イメージへ適用、または適用可能測定イメージへ一括反映させます。 

 [規格スポットリスト]下部シート上でマウスを右クリックすると、[ポップアップメニュ

ー]が表示されます。[測定イメージに適用する]を選択すると、現在表示されている測定

イメージに設定値が適用されます。[適用可能測定イメージに一括反映する]を選択する

と、ロード中の適用可能な測定イメージすべてに設定値が反映されます。 
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5.4 分割スポットビュー操作 
 

分割スポットでは、測定イメージが格子状に分割して表示されています。その格子状に分割

した領域が、測定スポットとなります。分割スポットビューの測定データは、分割した領域

内の平均で、測定値を算出します。 

 

以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

☞「5.2.2 表示サイズを変更する」 

☞「5.2.3 表示色を変更する」 

☞「5.2.４ 三刺激値表示を変更する」 

☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

☞「5.2.13 測定データをＣＳＶ形式で保存する」 

☞「5.3.2 測定データをクリップボードへコピーする」 

 ☞「5.3.5 データシートを CSV 形式で保存する」 
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5.4.1 分割スポットビューを開く 

 [分割スポットビュー]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[分割スポットビュー]を選択します。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 

 

2 [分割スポットビュー]が開きます。 
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5.4.2 測定スポットを選択する 

 測定スポット選択すると、[分割スポットデータシート]で選択スポットのセルが反転し、

選択スポットの選択箇所の測定データの判別がつきやすくなります。 

 測定スポットを選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [分割スポットビュー]を開きます。 

2 ビュー上で左クリックすると、クリックした順番に格子番号が付けられます。 

 番号が付けられた格子は、測定スポットとして設定され、[分割スポットデータシート]

へ反映されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 測定スポットを任意選択したときの、分割スポットデータシート 
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5.4.3 測定スポットをすべて選択する 

 [分割スポットビュー]において、すべてのスポットを測定スポットとして選択します。

測定スポットをすべて選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [分割スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [分割スポットビュー]で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポット

をすべて選択]を選択します。 
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3 すべての分割スポットが、測定スポットに設定されます。 

 番号は定型のルールにより、左上から右下に１～番号が割り当てられます。 

 データシートは、すべてのセルが反転表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

[測定スポットをすべて選択]する前に、予め測定スポットが任意で設定されていた場

合、それらの番号はクリアされます。 

 

  

  

メモ 
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5.4.4 測定スポットを解除する 

 選択されている測定スポットを解除します。 

 測定スポットを解除するには、以下の手順となります。 

 

1 [分割スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 番号が付けられている、格子状で左クリックすると、番号が消去されスポット設定は解

除されます。 
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5.4.5 測定スポットをすべて解除する 

 選択されている測定スポットをすべて解除します。 

 測定スポットを解除するには、以下の手順となります。 

 

1 [分割スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [分割スポットビュー]で右クリックして、[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポッ

トをすべて解除]を選択します。 
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3 すべての測定スポットが解除されます。 
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5.4.6 データシートを表示する 

 分割スポットの測定データを表形式で表示します。 

 [分割スポットデータシート]を開くには、以下と手順となります。 

 

1 [分割スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [分割スポットビュー]内で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、 [データシー

ト表示]-[三刺激値 Y（輝度）]のように、表示させたいデータシートを選択します。 
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3 [分割スポット データシート]が表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

サチュレーションが発生している測定スポットの三刺激値は、”over”、色度”error”

と表示されます。 

  

  

メモ 
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5.4.7 データシートの表示項目を切り替える 

[分割スポットデータシート]は、分割スポット内の１つのデータ項目しか表示できません。 

そのため、データ項目の表示切り替える場合は、データシートを切り替える必要がありま

す。[分割スポットデータシート]の表示内容を切り替えるには、以下の手順となります。 

 

1 [分割スポットデータシート] を開きます。 

2 [分割スポットデータシート] シート内で右クリックます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

3 ポップアップメニューが表示されます。表示するデータ項目を[データシート切替] 

 から選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
お願い 

[分割スポットデータシート]では、表示できる項目は１つのみです。 

複数の項目を表示することができません。 
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4 選択したデータ項目に切り替わります。 
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5.4.8 測定スポットを矩形選択する 

 測定スポットを選択する方法として、矩形に領域を選択できます。 

 測定スポットを矩形に選択するには、以下の手順となります。 

  

1 [分割スポットビュー]を開きます。 

2 矩形選択する箇所のうち、選択しない箇所があれば、その箇所は任意で選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

3 データシート上で矩形選択する領域をマウスでドラッグして指定します。 
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4 [分割スポットデータシート] シート内で右クリックます。 

5 [ポップアップメニュー]が表示されます。[測定スポットを矩形選択]を選択します。 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

6 矩形選択した領域が測定スポットとして、設定されます。 

 すでに、設定されている測定スポットが含まれている場合には、設定されていた測定ス

ポットは解除されます。 
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5.4.9 分割スポットプロパティを開く 

 [分割スポットプロパティ]を開きます。 

 [分割スポットプロパティ]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [分割スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [分割スポットビュー]内で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[プロパティ]

を選択します。 
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3 [分割スポット プロパティ]画面が表示されます。 

 設定を終了したときは、いずれかのボタンをクリックしてください。 

 [OK]   設定を有効にして、この画面を閉じます。 

 [キャンセル] 設定を無効にして、この画面を閉じます。 

 [適用]  設定を有効にします。画面は閉じず、設定を継続できます。 
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5.4.10 分割数を設定する 

 分割スポットビューの測定スポットの分割数を設定します。 

 分割スポットの分割数を設定するには以下の手順となります。 

 

 
お願い 

トリミング領域において割り切れる分割数がない場合、エディットボッ

クス内の分割数が１になることがあります。その場合は任意の分割数を

直接設定するか、再度トリミングを行い、指定領域を変更してください。 
 

 

1 [分割スポットプロパティ]を開きます。 
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2 [分割スポットプロパティ]の[縦分割数][縦分割数]をエディットボックス内の▲▼で設

定します。数値範囲はトリミングによって異なります。 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・エディットボックスには初期値として縦横割り切れる分割数が表示されます。 

・任意の分割数を直接設定することができます。 

 最大 縦：144 横：256 

 縦 50 ピクセル、横 30 ピクセルの余りピクセルが発生する分割数を設定した場合 

 左上スポットから縦 50 スポット、横 30 スポットは 1 ピクセル分加算（拡大）さ

れたスポット領域となります。 

・表示分解能により格子、スポット番号表示が崩れる場合があります。その場合は、拡

大表示して確認してください。 

メモ 
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5.4.11 適用可能な測定イメージに一括反映する 

 [分割スポットプロパティ]で測定スポットの分割数を変更した結果を、ロード済みの測

定イメージに一括反映します。 

 分割数を変更した測定スポットを一括反映するには、以下の手順となります。 

  

1 [分割スポットプロパティ]を開きます。 
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2 設定内容を保持している測定イメージに一括反映する場合は、[適用可能測定イメージに

一括反映する]チェックボックスを ON します。 

 [適用]をクリックすると、ロード済みの測定イメージに反映されます。 
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5.4.12 分割スポットファイルを選択する 

 使用する分割スポットファイルを選択します。分割スポットプロパティを編集するとき

には、この画面で選択された有効な分割スポットプロパティで行われます。 

 分割スポットファイルを選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [分割スポットプロパティ]画面を表示します。 

2 [開く]ボタンで[ファイルを開く]ダイログが表示されます。分割スポットファイルを選

択し読み込みます。読み込まれた分割スポットファイル内容が有効な分割スポットプロ

パティに適用されます。 
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5.4.13 分割スポットファイルを保存する 

分割スポットファイルを保存します。分割スポットファイルは標準付属 SDK で使用す

ることができます。 

分割スポットファイルを保存するには、以下の手順となります。 

 

☞「3.12.7 ファイル自動保存設定」 

 

1 [分割スポットプロパティ]画面を表示します。 

2 [表示しているスポットファイルが適用されています。]表示下部の[ファイル名]および

[コメント]を直接編集し、[保存]ボタンで分割スポットファイルを保存します。 

 [OK]をクリックすると[ファイルパス：]に表示されている場所に、変更内容を反映し強

制的に保存します。 

[ファイルパス：]には適用されている分割スポットファイルパスが表示されています。 
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5.4.14 分割スポットリストを表示する 

 分割スポットのスポットリストを表示します。 

 分割スポットリストを表示するには以下の手順となります。 

 

1 [分割スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [分割スポットビュー]内で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポッ

トリスト表示]を選択します。 
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3 [分割スポットリスト]が表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 [分割スポットリスト]上から、[基準スポット]、各種[正常エリア]を直接設定変更するこ

とができます。 

  

 基準スポット ：合否判定 中心差の基準スポット 

 色度 xy 正常エリア ：合否判定 xy 色度図ビュー 正常エリア番号 

 色度 u’v’正常エリア ：合否判定 u’v’色度図ビュー 正常エリア番号 

 C*h 正常エリア ：合否判定 L*a*b*表色系ビュー 正常エリア番号 

 

4 ビュー上で測定スポットを選択すると、分割スポットリストに追加されます。 
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5.5 任意スポットビュー操作 
  

任意スポット機能では、最大 999 点の測定スポットを自由に配置し、測定を行うこと

ができます。 測定スポットの形状およびサイズを変更することで、測定スポット

領域を柔軟にカスタマイズすることができます。測定スポットの変更はポップアップメ

ニューの[プロパティ]を選択してください。 

 測定スポットの中心配置設定やすべてのスポット解除もポップアップメニューからワン

タッチで行えます。初期表示および適用可能な測定スポット配置の定義が存在しない場

合には、中心のみ測定スポットが設定されます。 

   

 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

   ☞「5.2.2 表示サイズを変更する」 

   ☞「5.2.3 表示色を変更する」 

   ☞「5.2.４ 三刺激値表示を変更する」 

   ☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

   ☞「5.2.13 測定データをＣＳＶ形式で保存する」 

☞「5.3.2 測定データをクリップボードへコピーする」 

 ☞「5.3.4 データシートの表示項目を切り替える」 

 ☞「5.3.5 データシートを CSV 形式で保存する」 
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5.5.1 任意スポットビューを開く 

 [任意スポットビュー]を開くには、以下の手順となります。 

  

1 [表示]-[任意スポットビュー]を選択します。 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 あるいは、メニューバーの  アイコンをクリックします。 

  

2 [任意スポットビュー]が開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

   

ビュー上にマウスカーソルを置くと、ツールチップを表示させることができます。 

メモ 
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5.5.2 測定スポットを設定する（円形/正方形） 

 測定イメージの中から、最大 999 点の測定スポットを自由に配置し、測定を行うこと

ができます。 

 円形/正方形の測定スポットを設定するには、以下の手順となります。 

 

任意スポットリストから測定スポット毎に形状、サイズを変更することができます。 

☞「5.5.22 任意スポットリストを表示する」 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2  [任意スポットビュー]上で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポ

ット入力/移動 円形/正方形]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ 
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3 [任意スポットビュー]上で、測定スポット配置したい箇所にてマウスをクリックします。

クリックすると測定スポットに設定されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

初期スポット形状、スポットサイズは[任意スポットプロパティ]で設定します。            

☞「5.5.15 任意スポットプロパティを開く」 

メモ 
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5.5.3 測定スポットを設定する（多角形） 

 測定イメージの中から、最大 999 点の測定スポットを自由に配置し、測定を行うこと

ができます。 

 多角形の測定スポットを設定するには、以下の手順となります。 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [任意スポットビュー]上で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポ

ット入力/移動 多角形]を選択します。 
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3 [任意スポットビュー]上で、多角形の測定スポットを配置したい箇所にてマウスを順次

クリックしていきます。最後にダブルクリックすると測定スポットに設定されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最大 126 点の多角形を設定することができます。 

・重なる測定スポットも設定することができます。 

・キーボードの“Esc”キーを押すと、一つ前の操作に戻ることができます 

 

メモ 
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5.5.4 測定イメージ中心に測定スポットを設定する 

 測定スポットを測定イメージの中央に設定します。測定スポットの解除で、測定イメー

ジ中心のスポットを解除した場合に有効です。 

 測定イメージ中心に測定スポットを設定するには、以下の手順となります。 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [任意スポットビュー]上で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定イメ

ージ中央に測定スポットを設定]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

既に中央位置に測定スポットが設定されている場合、本メニューは選択できません。 

メモ 
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3 測定イメージの中心に、測定スポットが設定されます。 測定スポットの任意の測定ス

ポットが設定されている場合、現在表示している番号の次に付番されます。 
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5.5.5 測定スポットを移動する 

 配置されている測定スポットを自由に移動することができます。 

 測定スポットを移動する手順は、以下のとおりです。 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [任意スポットビュー]上で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポ

ット入力/移動 円形/正方形]または[測定スポット入力/移動 多角形]を選択します。 
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3 [任意スポットビュー]上で、移動したい測定スポット箇所にてマウスをクリックします。

測定スポットが移動可能になるので、移動先にて再度マウスをクリックすると測定スポ

ットが移動します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・移動確定する前にキーボードの”Esc”キーを押すと、移動をキャンセルすることが、

できます。 

・測定スポットは[任意スポットプロパティ]から直接座標指定することができます。        

☞「5.5.22 任意スポットリストを表示する」 

 

 

メモ 



331 

5.5.6 測定スポットをすべて選択して移動する 

 配置されている測定スポットを、そのままのレイアウトですべて選択して一括移動する

ことができます。 

 測定スポットをすべて選択して移動する手順は、以下のとおりです。 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

2 [任意スポットビュー]上で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポ

ットをすべて選択して移動]を選択します。 
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3 [任意スポットビュー]上で、何れかの測定スポットをマウスでクリックします。すべて

の測定スポットが移動可能になるので、移動先にて再度マウスをクリックするとすべて

の測定スポットが移動します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・移動確定する前にキーボードの”Esc”キーを押すと、移動をキャンセルすることが、

できます。 

・測定スポットは[任意スポットプロパティ]から直接座標指定することができます。        

☞「5.5.22 任意スポットリストを表示する」 
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5.5.7 測定スポットを解除する 

 設定した測定スポットを解除します。 

 測定スポットを解除するには、以下の手順となります。 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [任意スポットビュー]上で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポ

ット入力/移動 円形/正方形]または[測定スポット入力/移動 多角形]を選択します。 
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3 [任意スポットビュー]上で、解除したい測定スポット箇所にてマウスをクリックします。

測定スポットが移動可能になるので、測定スポットを表示領域外に移動させ、再度マウ

スをクリックすると測定スポットが解除されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

途中の番号を解除した場合、それ以後の測定スポット番号を詰める否かは、[任意スポ

ットプロパティ]で設定します。 

☞「5.5.15 任意スポットプロパティを開く」 
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5.5.8 測定スポットを選択して解除する 

 設定した測定スポットを選択して解除します。 

 選択して測定スポットを解除するには、以下の手順となります。 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [任意スポットビュー]上で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポ

ットを選択して解除]を選択します。 
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3 [任意スポットビュー]上で、解除したい測定スポット箇所にてマウスをクリックします。

クリックすると測定スポットが解除されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

途中の番号を解除した場合、それ以後の測定スポット番号を詰めるか否かは、[任意ス

ポットプロパティ]で設定します。 

☞「5.5.15 任意スポットプロパティを開く」 

メモ 
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5.5.9 測定スポットをすべて解除する 

 設定した、測定スポットを解除します。 

 測定スポットをすべて解除する手順は、以下となります。 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [任意スポットビュー]上で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポ

ットをすべて解除]を選択します。 
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3 測定スポットは、測定中心スポットのみ設定されます。それ以外測定スポットは 

 すべて解除されます。 
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5.5.10 スポットを選択して自動スポット生成ダイアログを開く 

 測定スポット内の有効エリア範囲調整を行うためのダイアログを表示します。 

 自動スポット生成ダイアログを表示する手順は、以下となります。 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

2 [任意スポットビュー]上で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポ

ットを選択して自動生成]を選択します。 
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3 [任意スポットビュー]上で、調整したい測定スポット箇所にてマウスをクリックし 

自動スポット生成ダイアログを表示します。 
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5.5.11 スポットの有効エリアを閾値の範囲で調整する 

 スポット内の有効エリアをイメージの値に対する閾値の範囲を指定して調整します。 

 閾値により有効エリアを調整するイメージデータは、現在任意スポット画面で表示して

いる三刺激値あるいは色度が対象データとなります。 

 測定スポット内の有効エリアを調整する手順は、以下となります。 

 

1 [自動スポット生成ダイアログ]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

 

 

 

2 [自動スポット生成ダイアログ]上で、スライダーバーの範囲を調整して、有効なエリア

の範囲を調整します。 
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3 より細かな閾値の値を指定したい場合、[自動スポット生成ダイアログ]上で、[上限値設

定]入力欄および、[下限値設定]入力欄へ閾値を入力し、[確定]ボタンをクリックします。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 上限値設定：有効エリアの上限閾値 

 下限値設定：有効エリアの下限閾値 

 

キーボードの[Enter]キーでも確定することができます。 

 

 

４ [自動スポット生成ダイアログ]上で、[設定]ボタンをクリックします。 

 ダイアログがクローズされ、[任意スポットビュー]画面に反映されます。 
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5.5.12 スポットの有効エリアを閾値の割合で調整する 

 スポット内の有効エリアをイメージの値に対する閾値を基準とした割合の範囲を指定し

て調整します。 

 閾値により有効エリアを調整するイメージデータは、現在任意スポット画面で表示して

いる三刺激値あるいは色度が対象データとなります。 

 測定スポット内の有効エリアを調整する手順は、以下となります。 

 

1 [自動スポット生成ダイアログ]を開きます。 

  

  

  

  

 

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

2 [自動スポット生成ダイアログ]上で、[割合指定入力]タブを選択します。 
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3 [基準値]入力欄および、[上限割合]入力欄、[下限割合]入力欄を入力し、[確定]ボタンを

クリックします。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 基準値  ：基準となる閾値 

 上限割合[%]：基準値に対し、上限割合を加算した値が有効エリアの上限閾値 

 下限割合[%]：基準値に対し、下限割合を減算した値が有効エリアの下限閾値 

 

４ [自動スポット生成ダイアログ]上で、[設定]ボタンをクリックします。 

 ダイアログがクローズされ、[任意スポットビュー]画面に反映されます。 
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5.5.13 設定済みの自動スポット設定を解除する 

 設定済みの自動スポットの設定を解除します。 

 解除の手順は、以下となります。 

 

1 自動スポット設定済みのスポットの[自動スポット生成ダイアログ]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

 

   

2 [自動スポット生成ダイアログ]上で、[解除]ボタンをクリックします。 

 ダイアログがクローズされ、[任意スポットビュー]画面に反映されます。 
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5.5.14 データシートを表示する 

 任意スポットの測定データを表形式で表示します。 

 [任意スポットデータシート] を開くには、以下と手順となります。 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [任意スポットビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[データシ

ート表示]を選択します。 
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3 [任意スポット データシート]が表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

サチュレーションが発生している測定スポットの三刺激値は、”over”、色度”error”

と表示されます。 
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5.5.15 任意スポットプロパティを開く 

 任意スポットのスポット形状、スポットサイズの測定スポットの定義をします。 

 任意スポットプロパティを開くには、以下の手順となります。 

  

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [任意スポットビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[プロパテ

ィ]を選択します。 
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3 [任意スポットプロパティ]が表示されます。 

 設定を終了したときは、いずれかのボタンをクリックしてください。 

 [OK]   設定を有効にして、この画面を閉じます。 

 [キャンセル] 設定を無効にして、この画面を閉じます。 

 [適用]  設定を有効にします。画面は閉じず、設定を継続できます。 
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5.5.16 初期スポット形状・スポットサイズを設定する 

 任意スポットの測定スポット定義を設定します。設定内容が適用されるのは、表示中の

測定イメージとなりますが、一括反映機能を利用することで複数の測定イメージへ同時

反映させることができます。 

 任意スポットの測定スポット定義を設定するには、以下の手順となります。 

☞「5.5.18 適用可能測定イメージに一括反映する」 

 

1 [任意スポットプロパティ]を表示します。 

2 [初期測定スポット］の[スポット形状]プルダウンメニューから形状を選択します。 

 円形と正方形が選択可能です。 

  

  

  

  

  

 

3 [スポットサイズ]を入力します。[適用]また[OK]ボタンをクリックすると [任意スポ 

 ットビュー]に設定した形状およびスポットサイズで描画されます。 

 スポットサイズの設定範囲は以下となります。 

 設定範囲 ：0.01[mm]-500[mm] 

 

・ここで設定するスポット形状とサイズは、新規に測定スポットが設定される場合に

適用されます。 

・任意スポットリストから測定スポット毎に形状、サイズを変更することができます。

☞「5.5.22 任意スポットリストを表示する」 
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5.5.17 スポット閾値を適用する 

 任意スポットにスポット閾値を適用するか否かを設定します。 

 スポット閾値を適用するとスポット領域、発光部分の抽出（マスク）を容易行うことが

できます。 

 任意スポットのスポット閾値を設定するには、以下の手順となります。 

 

1 [任意スポットプロパティ]を表示します。 

2 [スポット閾値を適用する］チェックボックスを ON にすると、[任意スポットリスト]

で設定されている閾値が測定イメージに適用されます。 
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閾値が”0”の場合は、任意スポット以外すべてマスクされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閾値が設定されている場合は、任意スポット内の閾値以下データがマスクされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 スポット閾値を解除する場合は、[任意スポットプロパティ]の[スポット閾値を適用す

る］チェックボックスを OFF し、[適用]または[OK]をクリックします。 
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5.5.18 適用可能測定イメージに一括反映する 

 任意スポット定義の設定内容を、保持している測定イメージすべてに、一括反映するこ

とができます。 

 適用可能測定イメージに一括反映するには、以下の手順となります。 

  

 [任意スポットプロパティ]画面を表示します。[適用可能測定イメージに一括反映する]

チェックボックスを ON し、[適用]をクリックすると対象測定イメージへ一括反映され

ます。OFF の場合は、表示している測定イメージのみ設定内容が反映されます。 

  

  

 

 

 

一括反映は、表示しているトリミング領域と一致する測定イメージのみ反映対象とな

ります。 
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5.5.19 スポット番号の抜番を禁止しない 

 測定スポットを解除した際に、測定スポット番号を前詰めするか、解除された測定スポ

ット番号を抜番とするかを設定します。 

 測定スポット番号の抜番を設定するには、以下の手順となります。 

 

1 [任意スポットプロパティ]を表示します。 

2 [スポット番号の抜番を禁止しない］チェックボックスを ON すると、測定スポットを解

除した際、以後の測定スポット番号は前詰めせず、そのままのスポット番号を保ちます。 
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 [スポット番号の抜番を禁止しない］チェックボックスが ON の場合、測定スポット番号

2、4 を解除しても以後の測定スポット番号は前詰めされず、測定スポット番号 3、5

はそのままの状態となり、測定スポット番号 2、4 は抜番となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [スポット番号の抜番を禁止しない］チェックボックスが OFF の場合は、測定スポット

番号 2、4 を解除すると以後の測定スポット番号が前詰めされ、測定スポット番号 3 は

2 に、5 は 3 に前詰めされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抜番がある状態で測定スポットを追加した場合でも、測定スポット番号は最後尾の番

号が付けられます。 
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5.5.20 任意スポットファイルを選択する 

 使用する任意スポットファイルを選択します。 

 任意スポットプロパティを編集する場合、この画面で選択された有効な任意スポットプ

ロパティで行われます。 

 任意スポットファイルを選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [任意スポットプロパティ]を表示します。 

2 [開く]ボタンで[ファイルを開く]ダイログが表示されます。任意スポットファイルを選

択し読み込みます。読み込まれた任意スポットファイル内容が有効な任意スポットプロ

パティに適用されます。 
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5.5.21 任意スポットファイルを保存する 

任意スポットファイルを保存します。任意スポットファイルは標準付属 SDK で使用す

ることができます。 

任意スポットファイルを保存するには、以下の手順となります。 

 

☞「3.12.7 ファイル自動保存設定」 

 

1 [任意スポットプロパティ]を表示します。 

2 [表示しているスポットファイルが適用されています。]表示下部の[ファイル名]および

[コメント]を直接編集し、[保存]ボタンで任意スポットファイルを保存します。 

 [OK]をクリックすると[ファイルパス：]に表示されている場所に、変更内容を反映し強

制的に保存します。 

[ファイルパス：]には適用されている任意スポットファイルパスが表示されています。 
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5.5.22 任意スポットリストを表示する 

 任意スポットのスポットリストを表示します。 

 任意スポットリストを表示するには以下の手順となります。 

 

1 [任意スポットビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [任意スポットビュー]内で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポッ

トリスト表示]を選択します。 
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3 [任意スポットリスト]が表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 [任意スポットリスト]上から[X 座標]、[Y 座標]、[スポット形状]、[スポットサイズ]、[閾

値種別]、[閾値]、[基準スポット]、各種[正常エリア]、各種[自動スポット]項目を直接

設定することができます。   

 スポット形状  ：円形/正方形/多角形 

 スポットサイズ  ：測定スポットサイズ 

 閾値種別   ：測定スポット内に適用する三刺激値種別 

三刺激値で異なる領域を抽出（マスク）しないよう、適

用される閾値は必ず三刺激値 X、Y、Z の内 1 種類。 

 基準スポット  ：合否判定 中心差の基準スポット 

 色度 xy 正常エリア  ：合否判定 xy 色度図ビュー 正常エリア番号 

 色度 u’v’正常エリア  ：合否判定 u’v’色度図ビュー 正常エリア番号 

 C*h 正常エリア  ：合否判定 L*a*b*表色系ビュー 正常エリア番号 

 自動スポット有無  ：有効/無効 

 自動スポット入力種別 ：自動スポットの閾値指定方式の種別(値範囲 or 割合) 

 自動スポット入力値種別 ：自動スポット判定対象となる、イメージの種別 

       X、Y、Z、u’、v’の内 1 種類。 

 自動スポット上限値  ：有効範囲の上限閾値（自動スポット入力種別：値範囲用） 

 自動スポット下限値  ：有効範囲の下限閾値（自動スポット入力種別：値範囲用） 

 基準値   ：有効範囲の基準閾値（自動スポット入力種別：割合用） 

 上限割合   ：有効範囲の上限閾値の割合 

       基準値から指定割合加算した閾値が上限閾値となる。 

       （自動スポット入力種別：割合用） 

 下限割合   ：有効範囲の下限閾値の割合 

       基準値から指定割合減算した閾値が下限閾値となる。 

       （自動スポット入力種別：割合用） 
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[X 座標]、[Y 座標]は行選択状態から、[X 座標] 欄、[Y 座標]欄をクリックすること

で、対象行データの座標編集ダイアログが表示され、各座標欄に直接編集ができます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行追加ボタンは多角形スポットの場合のみ有効表示されます。 

 

 [任意スポットリスト]上から、各設定の適用状況を測定イメージで確認することができ

ます。 
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4  [任意スポットリスト]下部シート上で右クリックすると[ポップアップメニュー]が表示 

されます。[測定イメージに適用する]を選択すると、現在表示されている測定イメージに

設定値が適用されます。[適用可能測定イメージに一括反映する]を選択すると、ロード中

の適用可能な測定イメージすべてに設定が反映されます。 
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5  [任意スポットリスト]下部シート上で右クリックすると[ポップアップメニュー]が 

表示されます。[スポット閾値を適用する]を選択すると、[閾値種別]、[閾値]が現在表示

されている測定イメージに適用されます。[適用可能測定イメージに一括反映する]を選択

すると、ロード中の適用可能な測定イメージすべてに[閾値]設定が反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・円形/正方形から多角形を設定した場合は、円形/正方形の中心を左上座標とした初

期スポットサイズの正方形が設定されます。 

・多角形から円形/正方形を設定した場合は、多角形の起点を中心座標とした初期スポ

ットサイズの円形/正方形が設定されます。 

☞「5.5.16 初期スポット形状・スポットサイズを設定する」 

・スポット閾値を解除する場合は、[任意スポットプロパティ]の[スポット閾値を適す

る］チェックボックスを OFF してください。 

☞「5.5.17 スポット閾値を適用する」 
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5.5.23 測定スポット CSV 保存 

 測定スポットデータを CSV 保存します。 

 測定スポットデータを CSV 保存するには、以下の手順となります。 

  

1 CSV 保存する測定データの[任意スポットビュー]をアクティブにします。 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

    

2    ビュー内で、マウスを右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポット

CSV 保存]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 

 

 



 

 364 

3 エクスプローラウインドウが開きます。保存したいパスとファイル名とファイル形式を

指定して保存します。 

 ファイル形式は、[CSV]、[TEXT]形式が選択できます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

ファイル名の先頭に「rdm_spot」文字列がつきます。 

任意スポットリスト画面で表示される内容が CSV 形式で出力されます 
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5.5.24 測定スポット CSV 読込 

 任意スポットビュー内で「測定スポット CSV 保存」機能で保存した CSV 形式のファイ

ルを読み込みます。 

 任意スポットビュー内で測定スポットデータの CSV を読み込むには、以下の手順とな

ります。 

  

1 任意スポットビューをアクティブにします。 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

    

 2 ビュー内で、マウスを右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポット

CSV 読込]を選択します。 
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3 エクスプローラウインドウが開きます。読込みたい測定スポット CSV ファイルを選択

します。 
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5.6 等高線ビュー操作 
  

 等高線機能では、測定イメージの三刺激値を区分し、区分けされた同じ値を線で結んで

表示します。等高線表示することにより、三刺激値の分布を直感的に把握することがで

きます。 

 

 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

☞「5.2.2 表示サイズを変更する」 

☞「5.2.3 表示色を変更する」 

☞「5.2.４ 三刺激値表示を変更する」 

☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 
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5.6.1 等高線ビューを開く 

 [等高線ビュー]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[等高線 ビュー]を選択します 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

 

  あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 

 

2 [等高線ビュー]が開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

ビュー上にマウスカーソルを置くと、ツールチップを表示させることができます。 
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5.6.2 等高線プロパティを開く 

 等高線の区分数を変更する設定画面を開きます。 

 等高線プロパティを開くには、以下の手順となります。 

 

1 [等高線ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [等高線ビュー]内で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[プロパティ]を選択 

します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



 

 370 

3 [等高線プロパティ]が表示されます。 
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5.6.3 等高線数を変更する 

 等高線の区分数を変更します。 

 等高線数を変更するには、以下の手順となります。 

 

1 [等高線プロパティ]を表示します。 
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2 区分けする等高線の数を▲▼で設定します。デフォルト値は１０本です。 

設定範囲は以下となります。 

設定範囲 ：２～２０本 

 

区分けされる範囲は 最大の明るさから最小の明るさを均等に分割します。 
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5.7 断面図ビュー操作 
  

 断面図機能では、測定イメージ上に設定された断面部分の三刺激値を縦横グラフ形式で

表示します。断面線は十字線または斜線を選択することができます。 

 ビュー上でドラッグしたままマウスを移動させると、断面線も追従し任意位置の断面デ

ータをリアルタイムに確認することができます。 

  

 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

  

☞「5.2.3 表示色を変更する」 

☞「5.2.４ 三刺激値表示を変更する」 

☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

☞「5.2.13 測定データをＣＳＶ形式で保存する」 
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5.7.1 断面図ビューを開く 

 [断面図スポットビュー]を開くには、以下の手順となります。 

  

1 [表示]-[断面図ビュー]を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 

2 [断面図ビュー]が開きます。表示は、前回終了時に描画した表示形式で描画した断面線

を表示します。デフォルトは十字断面形式で、測定イメージの中央交点に断面線が描画

されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

   

   

 

トリミングを行った場合、定義はリセットされます。十字断面形式では、イメージの

中央交点に断面線が描画され、斜線断面表示では断面線は何も表示されません。 
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5.7.2 断面線を表示する 

[断面図ビュー]の断面線を表示するには、以下の手順となります。 

 

1 [断面図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[断面データ

設定]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



 

 376 

3 [断面データ設定]ダイログが表示されます。 

編集対象データ番号、断面線種別、断面線表示有無などを設定します。 

 最大 10 本の断面線を十字、斜線混在で表示することができます。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 - 編集対象データ 

 ビュー上で断面線位置を設定する断面線番号を選択します。選択した断面線番号のチ

ェックボックスは解除できなくなります。 

 - すべて選択 

10 本の断面線すべてを表示する場合に選択します。選択すると断面線番号のチェッ

クボックスすべてにチェックが付きます。 

 - すべて解除 

編集対象データ以外の断面線をすべて解除します。 

 - すべてリセット 

断面線をすべて初期位置に設定します。十字断面線は中央交点、斜線断面線は表示さ

れません。 

 - リセット 

断面線を初期位置に設定します。十字断面線は中央交点、斜線断面線は表示されませ

ん。 

 

・複数の断面線を表示している場合、リアルタイム性が劣化する場合があります。 

・現在編集対象の断面線が破線で表示され、それ以外は実線で表示されます。 
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4 編集対象データ番号の断面線をビュー上でドラッグしたまま、マウスを移動させると、

断面線も追従し、任意位置での断面データをリアルタイムに縦横グラフで三刺激値を確

認できます。リセットをしない限り次回の起動時に前回の断面線を表示します。 
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5.7.3 斜線断面線を表示する 

斜線断面線を表示するには、以下の手順となります。 

 

1 [断面図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[断面データ

設定]から[編集対象データ]の断面線種別を[斜線断面]に設定します。 
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3 斜線断面線が表示されます。表示切り替え直後は何も表示されません。ビュー上の任意

位置からドラッグして描画された斜線断面データをリアルタイムにグラフで確認できま

す。リセットをしない限り次回の起動時に前回の断面線を表示します。 
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5.8 多点断面図ビュー操作 
  

 多点断面図機能では、測定イメージ上に設定された複数の座標点を繋いだ断面線におけ

る断面部分の三刺激値をグラフ形式で表示します。 

   

 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

  

☞「5.2.3 表示色を変更する」 

☞「5.2.４ 三刺激値表示を変更する」 

☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

☞「5.2.13 測定データをＣＳＶ形式で保存する」 
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5.8.1 多点断面図ビューを開く 

 [多点断面図スポットビュー]を開くには、以下の手順となります。 

  

1 [表示]-[多点断面図ビュー]を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 

 

2 [多点断面図ビュー]が開きます。表示は、前回終了時に描画した断面線を表示します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

トリミングを行った場合、定義はリセットされます。リセットされると断面線は何も

表示されません。 

メモ 
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5.8.2 多点断面線を表示する 

[多点断面図ビュー]の断面線を表示するには、以下の手順となります。 

 

1 [多点断面図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

    

2 [多点断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[断面編

集]-[座標追加]を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期表示時は、デフォルトで「座標追加」が選択されています。 
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3 ビュー上の任意位置で、断面線の座標ポイントをクリックすることで、各ポイントを繋

いだ多点断面データをリアルタイムにグラフで確認できます。次回の起動時に前回の断

面線を表示します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

多点断面図ビューからフォーカスをはずすと断面線が実線で表示されます。 

 

 

 

  

  

  

メモ 
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5.8.3 複数の多点断面線を表示する 

[多点断面図ビュー]へ複数の断面線を表示するには、以下の手順となります。 

 

1 [多点断面図ビュー]を開き、断面線を設定します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [多点断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[多点断

面データ設定]を選択します。 

 初期表示時はデフォルトで「座標追加」が選択されています。 
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3 表示する断面線のチェックボックスを ON にし、[編集対象データ]欄に編集を行う断面

線番号を選択し、OK ボタンをクリックします。 

 最大 10 本の断面線を表示することができます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  - 編集対象データ 

 ビュー上で断面線位置を設定する断面線番号を選択します。選択した断面線番号のチェ

ックボックスは解除できなくなります。 

 

 - すべて選択 

10 本の断面線すべてを表示する場合に選択します。選択すると断面線番号のチェック

ボックスすべてにチェックが付きます。 

 

 - すべて解除 

編集対象データ以外の断面線をすべて解除します。 

 

 - すべてリセット/リセット 

設定されているすべての断面線、または選択された断面線番号の断面線を削除します。 

  

4 ビュー上の任意位置で、追加する断面線の座標ポイントをクリックしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・複数の断面線を表示している場合、リアルタイム性が劣化する場合があります。 

・現在編集対象の断面線が破線で表示され、それ以外は実線で表示されます。 
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5.8.4 多点断面線の任意座標点を移動する 

 多点断面線の各座標点は自由に移動することができます。 

 座標点を移動する手順は、以下のとおりです。 

 

1 [多点断面図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

      

2 [多点断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[断面編

集]-[座標変更]を選択します。 
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3 [多点断面図ビュー]画面内で、任意のポイントに十字カーソルを合わせると座標点が強

調表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 座標点をクリックすると座標点が移動可能になるので、移動先にて再度マウスをクリッ

クすると座標点が移動します。 
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5.8.5 多点断面線の任意座標点を消去する 

 多点断面線の各座標点は自由に消去することができます。 

 座標点を消去する手順は、以下のとおりです。 

 

1 [多点断面図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

   

   

2 [多点断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[断面編

集]-[座標消去]を選択します。 
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３ [多点断面図ビュー]画面内で、任意のポイントにマウス十字カーソルを合わせると座標

点が強調表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 座標点をクリックすると該当座標点が削除されます。 
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5.8.6 多点断面線を移動する 

 多点断面線は自由に移動することができます。 

 多点断面線を移動する手順は、以下のとおりです。 

 

1 [多点断面図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [多点断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[断面編

集]-[断面移動]を選択します。 
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３ [多点断面図ビュー]画面内で、任意のポイントに十字カーソルを合わせると座標点が強

調表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 座標点をクリックすると断面線が移動可能になるので、移動先にて再度マウスをクリッ

クすると断面線が移動します。 
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5.8.7 多点断面線の座標点の順序を逆順にする 

 多点断面線はその座標点の順序を逆準にすることができます。 

 逆順にすることで、多点断面グラフの波形も合わせて逆順になります。 

 多点断面線の座標点を逆順にする手順は、以下のとおりです。 

 

 

1 [多点断面図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [多点断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[断面編

集]-[断面逆順]をクリックすると、断面線の座標順序が逆順になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



393 

5.8.8 多点断面線を消去する 

 多点断面線を消去します。 

 多点断面線を消去する手順は、以下のとおりです。 

 

1 [多点断面図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [多点断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[断面編

集]-[断面消去]をクリックすると編集対象の断面線が消去されます。 
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5.8.8 多点断面グラフ表示 

 多点断面グラフビューが表示されていない場合、多点断面グラフビューを表示できます。 

 多点断面グラフビューを表示する手順は、以下のとおりです。 

 

1 [多点断面図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

 

 

 

2 [多点断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[多点断

面グラフ表示]をクリックすると[多点断面グラフビュー]が表示されます。 
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5.8.9 多点断面ビューを編集なしモードで表示 

 多点断面ビューは編集なしモードで表示できます。 

 編集なしモードでは、ビュー画面のクリックやマウスカーソルの移動を行っても各種編

集操作が行われません。 

 

1 [多点断面図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [多点断面図ビュー]画面内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[断面編

集]-[編集なし]をクリックすると編集なしモードで表示されます。 
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5.9 色度図ビュー操作 
  

 色度図機能では、[規格スポットビュー]、[分割スポットビュー]、[任意スポットビュー]

で設定されている測定スポットを CIE 色度図上（以下、色度図）にプロット表示します。 

 測定スポットの色度 xy または色度 u'v'の座標値が色度図上にプロットされるので、視覚

的に色分布を確認することができます。また、集中しているプロット部分を拡大表示す

ることもできますので、より正確な分布を確認することができます。 

 

 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

  

☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 
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5.9.1 色度図ビューを開く 

 [色度図スポットビュー]を開くには、以下の手順となります。 

  

1 [表示]-[色度図 ビュー]を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 

  

2 [色度図ビュー]が開きます。 
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5.9.2 色度図を切り替える 

 [色度図ビュー]において、[CIE1931 色度図]と、[CIE1976 色度図]を切り替えます。 

 色度図を切り替えるには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [色度図ビュー]上で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

3 [ポップアップメニュー]から[色度図切換]を選択すると、色度図リストが表示されます。

[色度図切替]-[CIE1931 色度図]または[CIE1976 色度図]を選択します。 
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4 [CIE1976 色度図]を選択した場合、下記のビューが表示されます。選択した色度図は

永続的に保持され、ソフトウェアを再起動した場合には、前回選択した色度図で表示さ

れます。 
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5.9.3 プロットの対象を切り替える 

 プロット対象を切り替えます。プロット対象は[規格スポットビュー]、[分割スポットビ

ュー]、[任意スポットビュー]の 3 つのビューより選択できます。 

 プロットの対象を切り替えるには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [色度図ビュー]上で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

3 [ポップアップメニュー]から[プロット]を選択すると、プロット種別リストが表示され

ます。[任意スポット]または[分割スポット]、[規格スポット]のいずれかを選択します。 

 選択したプロット種別は永続的に保持され、ソフトウェアを再起動した場合には、前回

選択したプロット種別で表示されます。 
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お願い 

プロット切り替えは、[規格スポットビュー]、[分割スポットビュー]、[任

意スポットビュー] から選択できますが、それぞれのビューで測定スポ

ットが設定されていることが必要となります。測定スポットが設定され

ていないと、[色度図ビュー]上で何もプロットされません。 

  

4 [規格スポット]を選択した場合、規格スポットビューで設定されている、測定スポット

が色度図上に表示されます。 
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5.9.4 スペクトル表示ピッチを切り替える 

 色度図の上のスペクトル表示ピッチを切り替えます。スペクトル表示ピッチは、10nm

ピッチ、２０nm ピッチを選択できます。 

 スペクトル表示ピッチを切り替えるには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [色度図ビュー]内で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

3 [ポップアップメニュー]から[スペクトル表示ピッチ]-[10nm ピッチ]または[20nm ピ

ッチ]を選択します。 

 10nm ピッチ  380[nm]-780[nm]まで 10[nm]ピッチで数値を表示します。 

 20nm ピッチ  380[nm]-780[nm]まで２0[nm]ピッチで数値を表示します。 
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4 [10nm ピッチ]を選択した場合、下記のビューが表示されます。 
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5.9.5 色度図を拡大表示する 

 色度図内の任意領域を拡大表示します。色度図内にプロットされた箇所を拡大表示す

る場合に使用します。 

 色度図の任意領域を拡大するには、以下の手順となります。 

  

1 [色度図ビュー]を開きます。 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 色度図座標内で、拡大したい箇所をマウスで開始点をクリックし、範囲をドラッグし

て拡大範囲を決定します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ズーム枠は、”Esc キー”で取り消すことができます。 

メモ 
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3 [色度図ビュー]内で、右クリックすると[ポップアップメニュー]が開きます。 

4 [ポップアップメニュー]から[ズーム]-[ON]を選択します。 

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

5 ビュー内で拡大した箇所が拡大されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

ズーム表示上で[ポップアップメニュー]の[プロパティ]を選択するとさらに拡大表

示をすることができます。 

 

メモ 
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5.9.6 色度図の拡大表示を解除する 

 色度図の任意領域を拡大表示しているのを解除します。 

 色度図の拡大表示を解除するには、以下の手順となります。 

 

1 拡大表示された[色度図ビュー]を開きます。 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [色度図ビュー]内で、右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

3 [ポップアップメニュー]から[ズーム]-[OFF]を選択します。 
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4 ビュー内で拡大した箇所が拡大前の表示に戻ります。 
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5.9.7 色度図内のカラー表示を ON する 

 [CIE1931 色度図]と、[CIE1976 色度図]の色度図のカラー表示を切り替えます。 

 カラー表示を ON にするには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [色度図ビュー]内で、右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます 

3 [ポップアップメニュー]から[カラー]-[ON]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



409 

4 ビュー内の色度図馬蹄形内が表示色に着色されます。 
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5.9.8 色度図内のカラー表示を OFF にする 

 [CIE1931 色度図]と、[CIE1976 色度図]の色度図のカラー表示を切り替えます。 

 カラー表示を OFF にするには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]を開きます。 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

2 [色度図ビュー]内で、右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

3 [ポップアップメニュー]から[カラー]-[OFF]を選択します。 
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4 ビュー内の色度図馬蹄形内の表示色が消去されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   



 

 412 

5.9.9 判定エリアを設定する（ダイアログ） 

[判定結果ビュー]に適用される、色度 xy、u’v’判定エリアを座標指定で設定します。 

 判定エリアを設定にするには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [色度図ビュー]内で、右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

3 [ポップアップメニュー]から[判定エリア設定]を選択すると[色度判定エリア設定]ダ

イアログが表示します。 
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4 [判定エリア]を選択しリスト内で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きま

す。[追加]を選択するとリストに判定エリアが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 エリア形状に円形または長方形を設定し、色度 xy のエリア座標を直接入力します。 

 [適用]または[OK]をクリックすると適用します。 
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判定エリア、子エリアを追加していくと、エリアを重ねて設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常時判定エリア表示 ：判定エリアの表示有無 
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5.9.10 判定エリアを設定する（ビュー） 

[判定結果ビュー]に適用される、色度 xy、u’v’判定エリアをマウスで設定します。 

 判定エリアを設定にするには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [判定エリア]を選択します。[色度図ビュー]内で右クリックすると、[ポップアップメ

ニュー]が開きます。判定エリア入力/移動 円形、長方形、多角形の何れかを選択しま

す。 
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3 マウスでエリアを設定します。再度マウスをクリックするとエリアが確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



417 

6 [色度判定エリア設定]ダイアログにエリア情報が反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 判定エリア、子エリアを変更していくと、エリアを重ねて設定することができます。 
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5.9.11 判定エリアを解除する（ダイアログ） 

設定されている、色度 xy、u’v’判定エリアを解除します。 

 判定エリアを解除にするには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [色度図ビュー]内で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

3 [ポップアップメニュー]から[判定エリア設定]を選択すると[色度判定エリア設定]ダ

イアログが表示します。 
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4 [リセット]を選択すると、判定エリアに設定されている番号のエリアのみ解除されます。

[全判定エリアリセット]を選択すると、全ての判定エリアが解除されます。 

 

5 [色度図ビュー]- [ポップアップメニュー]の[判定エリアを選択して解除]または[判定

エリアをすべて解除]を選択すると[色度判定エリア設定]ダイアログに設定されている

番号のエリアが解除されます。 

 

リスト内[ポップアップメニュー]の[削除]でも解除することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ 
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5.9.12 判定エリアを解除する（ビュー） 

設定されている、色度 xy、u’v’判定エリアを解除します。 

 判定エリアを解除にするには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]にマウスで判定エリアを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [色度図ビュー]内で、右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

3 [ポップアップメニュー]から[判定エリアを選択して解除]を選択し、解除対象エリア上

でクリックするとクリックしたエリアのみ、[判定エリアをすべて解除]を選択すると子

エリアを含みすべて解除されます。 
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5.9.13 判定エリアを移動する 

設定されている、色度 xy、u’v’判定エリアを移動します。 

 判定エリアを移動にするには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]にマウスで判定エリアを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [色度図ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[判定エリア入

力/移動 円形]または[判定エリア入力/移動 長方形]、[判定エリア入力/移動 多角形]

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動確定する前にキーボードの”Esc”キーを押すと、移動をキャンセルすることがで

きます。 

 

 

 

 

メモ 
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4 [色度図ビュー]上で、移動したい判定エリア箇所にマウスをクリックします。 

 判定エリアが移動可能となるので、移動先にて再度マウスをクリックすると 

 判定エリアが移動します。 
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5.9.14 判定エリアをすべて選択して移動する 

設定されている、色度 xy、u’v’判定エリアを移動します。 

 判定エリアを移動にするには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュー]にマウスで判定エリアを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 [色度図ビュー]内で、右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

3 [ポップアップメニュー]から[判定エリアをすべて選択して移動]を選択します。 
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4 判定エリアがアクティブになり、移動が可能となります。 

 移動先でクリックするとエリアが確定します。 
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5.9.15 判定エリアファイルを選択する 

 使用する色度 xy、u’v’判定エリアファイルを選択します。 

 色度 xy、u’v’判定エリアファイルを選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュープロパティ]を表示します。 

2 [開く]ボタンで[開く]ダイログが表示されます。色度 xy、u’v’判定エリアファイルを選

択し読み込みます。読み込まれた色度 xy、u’v’判定エリアファイル内容が適用されま

す。 
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5.9.16 判定エリアファイルを保存する 

色度 xy、u’v’判定エリアファイルを保存します。 

色度 xy、u’v’判定エリアファイルを保存するには、以下の手順となります。 

 

1 [色度図ビュープロパティ]を表示します。 

2 [表示しているファイルが適用されています。]表示下部の[ファイル名]および[コメン

ト]を直接編集し、[保存]ボタンで保存します。 

 [OK]をクリックすると[ファイルパス：]に表示されている場所に、変更内容を反映し

強制的に保存します。 

[ファイルパス：]には適用されている色度 xy、u’v’判定エリアファイルパスが表示され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



427 

5.9.17 色度図ビュー プロパティを表示する 

 色度図座標の最大値、最小値、表示間隔を設定します。色度図の任意位置を拡大する

場合、または特定範囲を表示させたい場合に設定します。 

 [色度図ビュープロパティ]を開くには、以下の手順となります。 

  

1 [色度図ビュー]を開きます。 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [色度図ビュー]内で、右クリックすると、[ポップアップメニュー]が表示されます 

3 [ポップアップメニュー]から[プロパティ]を選択します。 
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4 [色度図ビュープロパティ]が表示されます。 
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5.9.18 色度図座標の最大値、最小値、表示間隔を設定する 

 色度図ｘｙ座標の最大値、最小値、表示間隔を設定します。色度図の任意位置を拡大

する場合、特定範囲の表示させたい場合に設定します。 

 色度図座標の最大値、最小値、表示間隔を設定するには、以下の手順となります。 

  

・ズーム機能が有効になっている場合は、ズームされている範囲が初期値として表示

されます。 

・手順は色度図ビューでズーム機能を利用した図ですが、ズームをしていないときも

同様の操作方法ができます。 

 

1 [色度図ビュー]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

メモ 
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2 [色度図ビュー]内で、右クリックすると、[ポップアップメニュー]が表示されます。 

3 [ポップアップメニュー]から[プロパティ]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

4 [色度図ビュープロパティ]が表示されます。 

 縦軸・横軸の最小値・最大値・間隔は、ズーム範囲が初期値になっています。 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

  

5 現在のビューの表示に対して、拡大・縮小したい場合 

 最小値・最大値を変更します。変更を有効にする場合は OK ボタンを押します。 

 縦軸の最大値・最小値の入力範囲 0-0.9 

 横軸の最大値・最小値の入力範囲 0-0.8 
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6 最大値最小値を変更が有効になり、設定した最大値・最小値で再描画を行います。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

   

7 軸補助線の間隔を変更する場合、間隔に入力します。変更を有効にする場合は[OK]ボ

タンをクリックします。 

 縦軸の最大値・最小値の入力範囲 0.0001-0.9 

 横軸の最大値・最小値の入力範囲 0.0001-0.8 
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8 間隔の変更が有効になり、設定した間隔で補助線を再描画します。 

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

 

  

  

  

  

  

 ・縦軸 

 ・縦軸 

CIE1931 色度図の場合は色度 y の値を入力します。 

CIE1976 色度図の場合は色度 v’の値を入力します。 

・横軸 

CIE1931 色度図の場合は色度 x の値を入力します。 

CIE1931 色度図の場合は色度 u’の値を入力します。 

 

  

  

メモ 
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5.10 ヒストグラムビュー操作 
ヒストグラム機能では、縦軸に頻度、横軸に三刺激値をとった統計グラフを表示します。ヒ

ストグラム表示することで、視覚的に三刺激値の分布状況を把握することができます。 

 

以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

   ☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

 

5.10.1 ヒストグラムビューを開く 

 [ヒストグラムビュー]を開くには、以下の手順となります。 

  

1 [表示]-[ヒストグラムビュー]を選択します。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 
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2 [ヒストグラム ビュー]が開きます。 
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5.11 ３D ビュー操作 
 3D 機能では、2 次元の三刺激値を 3 次元に変換して表示します。 

 3D 表示することで、三刺激値の分布を立体的に確認することができます。 

  

 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

   ☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

 

5.11.1 ３Dビューを開く 

 [３D ビュー]を開くには、以下の手順となります。 

1 [表示]-[３D ビュー]を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

  

 あるいは、メニューバーの  アイコンをクリックします。 
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2 [３D ビュー]が開きます。ビュー上でドラッグすると、3D 表示を自由に任意の角度で

表示させることができます。また、マウスホイール操作により拡大/縮小表示すること

もできます。 
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5.12 サムネイルビュー操作 
 サムネイル機能では、保持しているすべての測定イメージを番号、測定日時と共にサ

ムネイル表示します。サムネイル表示することで複数の測定イメージを比較すること

が容易となります。ビュー上の縮小測定イメージを選択すると表示中の測定イメージ

を切り替えることができます。サムネイル表示は測定日時の古い順に番号が割り振ら

れ表示されます。 

5.12.1 サムネイルビューを開く 

 [サムネイルビュー]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[サムネイルビュー]を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

  

  

  あるいは、メニューバーの  アイコンをクリックします。 

2 [サムネイル ビュー]が開きます。 
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5.12.2 サムネイルビューより測定イメージを開く 

 [サムネイルビュー]より、測定イメージを開きます。 

 サムネイルビューより、測定イメージを開くには、以下の手順となります。 

  

1 [サムネイルビュー]を開きます。 

2 [サムネイルビュー]内の赤枠に囲まれた画像が現在表示、または選択された測定イメー

ジになります。マウス左クリックにより測定イメージを選択することができます。 

 キーボード矢印キーでカーソルを移動させスペースキーで確定することもできます。 

 また、マウスホイールを回転させることにより、4 x 4 計 16 測定イメージのブロッ

クでページが切り換わります。 

 キーボード矢印キーによるカーソル移動でもページを切り替えることができます。 
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5.13 RGB カラービュー操作 
 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

   ☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

☞「5.2.13 測定データをＣＳＶ形式で保存する」 

 

5.13.1 RGB カラービューを開く 

 [RGB カラービュー]を表示します。測定データから RGB を配色して表示します。 

実際の測定対象物の色調に近い表示を行います。[RGB カラービュー]を開くには、以

下の手順となります。 

 

1 [表示]-[RGB カラービュー]を選択します。 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 
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2 [RGB カラービュー]が開きます。 
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5.13.2 プロパティ画面を開く 

 RGB カラーで表示する、ビューの表示色を調整します。 

 [RGB カラープロパティ]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [RGB カラービュー]を表示します。 

2 [RGB カラービュー]内で右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、メニューよ

り[プロパティ]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

3 [RGB カラープロパティ]画面が表示されます。 

- 色成分の設定を行います。 

- 指定した最大輝度に応じて階調の設定を行います。 

設定を終了したときは、いずれかのボタンをクリックして下さい。 

 [OK]   設定を有効にして、この画面を閉じます。 

 [キャンセル] 設定を無効にして、この画面を閉じます。 

 [リセット]    設定を初期の状態にリセットします。画面は閉じません。 

 [一括反映] 現在ロードしているすべての測定イメージに設定値を一括反映

します。画面は閉じません。 
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5.13.3 色成分を設定する 

  -255～255 の範囲で RGB の設定を行います。 

 スライダーバーの端の色成分の方向にスライドさせると、その色成分が濃くなります。 

 

5.13.4 RGB の階調を最大輝度値で指定する 

 測定イメージに対して指定した最大輝度で正規化し、RGB の階調を決定します。 

 測定対象物の最大輝度値を把握している場合は、RGB をより実際に近い色調で表示し

ます。 

 操作は、以下の手順となります。 

 

1 [最大輝度値を指定する]のチェックボックスにチェックをします。 

2 最大輝度値を入力します。 

 

・入力した最大輝度値が赤字になる場合は不正値のため、RGB カラービューを表示

できません。 

・[最大輝度値を指定する]のチェックボックスにチェックが無い場合の RGB カラー

ビューの表示は、三刺激値 XYZ の内、最大の値を基準にしています。 

 

5.13.5 RGB の設定値を一括反映する 

 現在ロードしているすべての測定イメージに対して、この[RGB カラー プロパティ]

画面で設定した値を一括して反映することができます。 

 操作は、以下の手順となります。 

 

1 [RGB カラー プロパティ]画面内の設定値を調整します。 

2 [一括反映]ボタンをクリックします。 

 

・スライダーバーの設定状態も一括反映します。 

 

メモ 

メモ 
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5.14 L*a*b*表色系ビュー操作 
 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

   ☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

☞「5.3.2 測定データをクリップボードへコピーする」 

 ☞「5.3.5 データシートを CSV 形式で保存する」 

 

5.14.1 L*a*b*表色系ビューを開く 

 [L*a*b*表色系ビュー]を表示します。測定データから L*a*b*を算出し表示します。 

[L*a*b*表色系ビュー]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[L*a*b*表色系ビュー]を選択します。 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 
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2 [L*a*b*表色系ビュー]が開きます。 
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5.14.2 表示を切り替える 

 [L*a*b*表色系ビュー]のビュー表示を切り替えます。測定スポットタイプは、[規格ス

ポット]、[分割スポット]、[任意スポット]のいずれかより選択することができます。 

 表示切り替えを行うには、以下の手順となります。 

 

 タイプ別の測定スポットの設定は、各ビューの操作説明を参照してください。 

 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 規格スポットビュー操作   ☞「5.3 規格スポットビュー操作」 

 分割スポットビュー操作   ☞「5.4 分割スポットビュー操作」 

 任意スポットビュー操作   ☞「5.5 任意スポットビュー操作」 

  

1  [表示]-[L*a*b*表色系ビュー]を表示します。 

2 [L*a*b*表色系ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き 

 [表示切替]-[任意スポット]のように切り替え対象のビューを選択します。 
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5.14.3 スケールを変更する 

[L*a*b*表色系ビュー]のスケールを変更します。 

スケールを変更するには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[L*a*b*表色系ビュー]を表示します。 

2 [L*a*b*表色系ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[スケー

ル設定]を選択します。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

3  [スケール設定]ダイアログが表示されます。L*a*b*の表示スケールを設定します。 
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5.14.4 カラーを切り替える 

 [L*a*b*表色系ビュー]の表示カラーを切り替えます。 

 カラーを切り替えるには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[L*a*b*表色系ビュー]を表示します。 

2 [L*a*b*表色系ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[カラ

ー]-[OFF]または[ON]を選択します。 
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5.14.5 判定エリアを設定する 

[判定結果ビュー]に適用される L*a*b*判定エリアを設定します。 

判定エリアを設定するには、以下の手順となります。 

 

1 [L*a*b*表色系ビュー]を表示します。 

2 [L*a*b*表色系ビュー]内で、右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 [ポップアップメニュー]から[判定エリア設定]を選択すると[表色系判定エリア設定]

ダイアログが表示します。 
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4 [判定エリア]を選択しリスト内で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きま

す。[追加]を選択するとリストに判定エリアが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 h1、h2、C*1、C*2 のエリア座標を直接入力します。 

[適用]または[OK]をクリックすると適用します。 
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h1 ：下限 色相角度範囲[deg] 0～360 

h2 ：上限 色相角度範囲[deg] 0～360 

C*1 ：下限 彩度範囲  0～150 

C*2 ：上限 彩度範囲  0～150 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判定エリア、子エリアを追加していくと、エリアを重ねて設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常時判定エリア表示 ：判定エリアの表示有無 



451 

5.14.6 判定エリアを解除する 

設定されている、L*a*b*判定エリアを解除します。 

判定エリアを解除にするには、以下の手順となります。 

 

1 [L*a*b*表色系ビュー]を表示します。 

2 [L*a*b*表色系ビュー]内で、右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 [ポップアップメニュー]から[判定エリア設定]を選択すると[表色系判定エリア設定]

ダイアログが表示します。 
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4 [リセット]を選択すると、判定エリアに設定されている番号のエリアのみ解除されます。

[全判定エリアリセット]を選択すると、全ての判定エリアが解除されます。 

 

リスト内[ポップアップメニュー]の[削除]でも解除することができます。 

メモ 
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5.14.7 データシートを表示する 

 [L*a*b*表色系ビュー]の測定データを表形式で表示します。 

 [L*a*b*表色系データシート] を開くには、以下と手順となります。 

 

1 [L*a*b*表色系ビュー]を表示します。 

2 [L*a*b*表色系ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[データ

シート表示]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

3 [L*a*b*表色系 データシート]が表示されます。 
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5.14.8 データシートの表示項目を切り替える 

[L*a*b*表色系データシート]の表示内容を切り替えるには、以下の手順となります。 

 

1 [L*a*b*表色系データシート] を表示します。 

2 [L*a*b*表色系データシート] シート内で右クリックます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

3 ポップアップメニューが表示されます。表示するデータ項目を選択します。 
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5.15 Hue-Chroma 表色系ビュー操作 
 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

   ☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

☞「5.3.2 測定データをクリップボードへコピーする」 

 ☞「5.3.5 データシートを CSV 形式で保存する」 

 

5.15.1 Hue-Chroma 表色系ビューを開く 

 [Hue-Chroma 表色系ビュー]を表示します。 

[Hue-Chroma 表色系ビュー]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[Hue-Chroma 表色系ビュー]を選択します。 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 
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2 [Hue-Chroma 表色系ビュー]が開きます。 
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5.15.2 表示を切り替える 

 [Hue-Chroma 表色系ビュー]のビュー表示を切り替えます。測定スポットタイプは、

[規格スポット]、[分割スポット]、[任意スポット]のいずれかより選択することができ

ます。 

 表示切り替えを行うには、以下の手順となります。 

 

 タイプ別の測定スポットの設定は、各ビューの操作説明を参照してください。 

 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 規格スポットビュー操作   ☞「5.3 規格スポットビュー操作」 

 分割スポットビュー操作   ☞「5.4 分割スポットビュー操作」 

 任意スポットビュー操作   ☞「5.5 任意スポットビュー操作」 

  

1 [Hue-Chroma 表色系ビュー]を表示します。 

2 [Hue-Chroma 表色系ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き 

 [表示切替]-[任意スポット]のように切り替え対象のビューを選択します。 
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5.15.3 スケールを変更する 

[Hue-Chroma 表色系ビュー]のスケールを変更します。 

スケールを変更するには、以下の手順となります。 

 

1 [Hue-Chroma 表色系ビュー]を表示します。 

2 [Hue-Chroma 表色系ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、

[スケール設定]を選択します。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

3 [スケール設定]ダイアログが表示されます。Hue-Chroma 表示スケールを設定します。 
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5.15.4 背景色を変更する 

[Hue-Chroma 表色系ビュー]の背景色を変更します。 

背景色を変更するには、以下の手順となります。 

 

1 [Hue-Chroma 表色系ビュー]を表示します。 

2 [Hue-Chroma 表色系ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、

[背景色反転]を選択します。 
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5.15.5 データシートを表示する 

 [Hue-Chroma 表色系ビュー]の測定データを表形式で表示します。 

 [Hue-Chroma 表色系データシート] を開くには、以下と手順となります。 

 

1 [Hue-Chroma 表色系ビュー]を表示します。 

2 [Hue-Chroma 表色系ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、

[データシート表示]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

3 [L*a*b*表色系 データシート]が表示されます。 
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5.16 表色系疑似カラービュー操作 
 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

   ☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

 ☞「5.3.5 データシートを CSV 形式で保存する」 

 

5.16.1 表色系疑似カラービューを開く 

 [表色系疑似カラービュー]を表示します。 

[表色系疑似カラービュー]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[表色系疑似カラービュー]を選択します。 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 
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2 [表色系疑似カラービュー]が開きます。 
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5.16.2 表色系表示を変更する 

 現在ビューに表示している測定イメージの、表色系データを切り替えます。 

 表示する表色系を変更するには、以下の手順となります。 

 

1 [表色系擬似カラービュー]ウィンドウをアクティブにし、右クリックするとポップアッ

プメニューが表示されます。ポップアップメニューから[表示表色系]を選択すると表色

系リストが表示されます。切り替える表色系を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 選択した表色系に表示が切り替わります。選択項目は永続的に保持され、ソフトウェ

アを再起動した場合には、前回選択した表色系で測定イメージが表示されます。 
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5.17 判定結果ビュー操作 
 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 

   ☞「5.2.11 スナップショットを保存する」 

   ☞「5.2.12 クリップボードにコピーする（画像）」 

 ☞「5.3.5 データシートを CSV 形式で保存する」 

 

5.17.1 判定結果ビューを開く 

 [判定結果ビュー]を表示します。 

[判定結果ビュー]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[判定結果ビュー]を選択します。 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 あるいは、 メニューバーの  アイコンをクリックします。 
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2 [判定結果ビュー]が開きます。 

 判定結果が合格の場合は測定スポットが緑色、不合格の場合は赤色で表示されます。 
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5.17.2 表示を切り替える 

 [判定結果ビュー]のビュー表示を切り替えます。測定スポットタイプは、[規格スポッ

ト]、[分割スポット]、[任意スポット]のいずれかより選択することができます。 

 表示切り替えを行うには、以下の手順となります。 

 

 タイプ別の測定スポットの設定は、各ビューの操作説明を参照してください。 

 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 規格スポットビュー操作   ☞「5.3 規格スポットビュー操作」 

 分割スポットビュー操作   ☞「5.4 分割スポットビュー操作」 

 任意スポットビュー操作   ☞「5.5 任意スポットビュー操作」 

  

1 [表示]-[判定結果ビュー]を選択します。 

2 [判定結果ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き 

 [表示切替]-[任意スポット]のように切り替え対象のビューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



467 

5.17.3 判定結果リストを表示する 

 [判定結果リスト]の判定結果をリスト形式で表示します。 

 [判定結果リスト]を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [判定結果ビュー]を表示します。 

2 [判定結果ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[判定結果リ

スト表示]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

3 [判定結果リスト]が表示されます。合格は緑色、不合格は赤色で表示されます。 

 不合格となった測定データも赤色で表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

エリア判定では合格の場合はエリア番号が表示され、不合格の場合は”none”が表示さ

れます。 
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5.17.4 判定条件を設定する 

 [判定結果ビュー]の判定条件を設定します。 

 [判定結果ビュー]を設定するには、以下の手順となります。 

 

1 [判定結果ビュー]を表示します。 

2 [判定結果ビュー]または[判定結果リスト]内で、右クリックして[ポップアップメニュ

ー]を開き、[判定条件設定]を選択します。 
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3 [合否判定条件の設定]ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チェックの付いている項目が判定対象となります。 

 

 - 光源（輝度ユニフォミティを除く）、物体色による判定 

 上限/下限  ：測定データの上限値、下限値で判定。 

 最大値比率[%] ：測定データの最大値の比率で判定。 

 中心差  ：設定基準スポットとの差で判定。 

   基準誤差    ：基準値と誤差閾値で判定。 

基準誤差率[%] ：基準値と誤差率閾値で判定。 

   

 - 輝度ユニフォミティによる判定 

 上限/下限  ：測定データの上限値、下限値で判定。 

   基準誤差    ：基準値と誤差閾値で判定。 

基準誤差率[%] ：基準値と誤差率閾値で判定。 

 

 - エリアによる判定 

 [色度図ビュー]、[表色系ビュー]で設定されているエリアおよび各スポットリストで設

定されている正常エリア番号で判定。 
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5.17.5 判定条件ファイルを選択する 

 使用する判定条件ファイルを選択します。 

 判定条件ファイルを選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [判定結果ビュー]を表示します。 

2 [開く]ボタンで[開く]ダイログが表示されます。判定条件ファイルを選択し読み込みま

す。読み込まれた判定条件ファイル内容が適用されます。 
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5.17.6 判定条件ファイルを保存する 

判定条件ファイルを保存します。 

判定条件ファイルを保存するには、以下の手順となります。 

 

1 [判定結果ビュー]を表示します。 

2 [表示しているファイルが適用されています。]表示下部の[ファイル名]および[コメン

ト]を直接編集し、[保存]ボタンで保存します。 

 [OK]をクリックすると[ファイルパス：]に表示されている場所に、変更内容を反映し

強制的に保存します。 

[ファイルパス：]には適用されている判定条件ファイルパスが表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お願い 

[設定]をクリックすると設定内容が[判定結果リスト]に反映されます

が、判定条件ファイルには保存されていません。設定内容をファイルに

保存する場合には、[保存]ボタンで保存するか[OK]ボタンでダイアログ

を閉じてください。保存する前に[キャンセル]ボタンでダイアログを閉

じた場合、変更内容は破棄されます。 
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5.18 時系列測定ビュー操作 
 時系列測定機能では、時間の経過と共に変化する測定データを表示します。 

 [時系列測定グラフ]、[時系列測定データシート]には設定された測定スポットの測定デ

ータが表示されます。 

 測定スポットタイプは、[規格スポット]、[分割スポット]、［任意スポット］のいずれ

かより選択することができます。 

 

5.18.1 時系列ビューの表示切り替えを行う 

 [時系列測定ビュー]のビュー表示を切り替えます。時系列測定ビューの測定スポットタ

イプは、[規格スポット]、[分割スポット]、[任意スポット]のいずれかより選択するこ

とができます。 

 ビューの表示切り替えを行うには、以下の手順となります。 

 

 タイプ別の測定スポットの設定は、各ビューの操作説明を参照してください。 

 以下の手順は、操作が同じとなります。以下の章を参照してください。 

 規格スポットビュー操作   ☞「5.3 規格スポットビュー操作」 

 分割スポットビュー操作   ☞「5.4 分割スポットビュー操作」 

 任意スポットビュー操作   ☞「5.5 任意スポットビュー操作」 

  

1 時系列測定を行うか、[表示]-[時系列レイアウト]を選択します。 

2 [時系列測定ビュー]をアクティブにします。 
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3 [時系列測定ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[時系列表

示切替]-[任意スポット]のように切り替え対象のビューを選択します。 

 切り替えられるタイプは、[任意スポット]、[分割スポット]、[規格スポット]の３タイ

プとなります。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

切り替え後の操作は、[任意スポット]、[分割スポット]、[規格スポット] の操作同

じです。各ビューの操作説明を参照してください。 

  

   

メモ 
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5.18.2 時系列グラフ表示を行う 

 時系列グラフを表示します。通常、[表示]-[時系列レイアウト]を選択すると、デフォ

ルトで表示されます。時系列グラフを一度閉じ、改めて開きたい場合に操作します。 

 

時系列グラフを開くには、以下の手順となります。 

 

         ☞「6.4.2 時系列レイアウトを開く」 

 

1 [時系列測定ビュー]をアクティブにします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2  [時系列測定 ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[グラフ 

表示]を選択します。 
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3 [時系列グラフ]が表示されます。 
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5.18.3 時系列測定スポットリスト表示する 

 時系列測定スポットリストを表示します。 

 時系列測定スポットリストを表示するには、以下の手順となります。 

時系列測定ビューの、[規格スポット]、[分割スポット]、[任意スポット]いずれにお

いても同じ操作手順となります。 

 

1 [時系列測定ビュー]を表示します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [時系列測定ビュー]内で、右クリックして[ポップアップメニュー]を開き、[測定スポ

ットリスト表示]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

メモ 
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3 [規格スポット]より、スポットリスト表示を行った場合、[時系列測定 規格スポットリ

スト]が表示されます。 

 

   [時系列測定 規格スポットリスト] 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

測定スポットセットの[コメント]は直接編集することができます。[時系列測定スポ

ットリスト]は、スポットによりレイアウトが異なります。 

  

 [時系列測定 分割スポットリスト] 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

 

 

 

メモ 
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[時系列測定グラフ]に表示する測定スポットは、[規格スポットプロパティ]の設定内

容により変化します。 

  

  [時系列測定 任意スポットリスト] 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

メモ 
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5.18.4 時系列測定グラフ表示の測定スポットを変更する 

 時系列測定グラフに表示するスポットリストを選択します。 

 スポットリストを選択するには、以下の手順となります。 

 

1 [時系列測定 スポットリスト]を開きます。測定スポットリストの番号横にチェックボ

ックスにチェックが付いている箇所が現在グラフに表示されています。 
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2 測定スポットリストから、時系列グラフに表示させる、測定スポットを選択・解除し

ます。既に測定スポットが 10 点選択されている場合、測定スポットを追加選択でき

ません。表示しない箇所をはずしてから、改めて表示する箇所のチェックボックスに

チェックします。チェックボックスをチェックする度に、時系列グラフが表示更新さ

れます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  



481 

5.19 時系列測定グラフ操作 
  

 時間の経過と共に変化する測定スポットの測定データを、折れ線グラフ形式で表示し

ます。 

 時系列測定グラフ横軸には測定経過時間、縦軸には測定データが表示されます。表示

される測定データの項目は[時系列測定 データシート]で選択されている項目となりま

す。 

 測定データとして対をなすもの(色度 xy、色度 u'v'、色温度/偏差、主波長/刺激純度)

は、左右縦軸に対して各々のデータが表示されます。左縦軸項目に対しては実線、右

縦軸項目に対しては破線でグラフ表示されます。 

 グラフ上部には、測定スポット番号と同一の番号が凡例として表示されていますので、

どの測定スポットに対応しているグラフ線か即座に確認することができます。 

 

 設定測定スポット数は最大 999 点、表示できる測定スポット数は最大 10 点ですが、

[時系列測定 測定スポットリスト]より表示させる 10 点を選択することができます。 

 縦軸、横軸共に自動/固定スケールで表示させることができます。スケールの設定を行

うには、[ポップアップメニュー]の[プロパティ]を選択してください。 
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5.19.1 時系列測定グラフの任意領域を拡大表示する 

 [時系列測定グラフ]の任意の領域を拡大表示します。 

 グラフの任意領域を拡大表示するには、以下の手順となります。 

 

1 [時系列グラフ]をアクティブにします。 

   

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [時系列グラフ]の座標内で、拡大したい箇所を決めます。マウスで開始点をクリックし、

範囲をドラッグして、拡大範囲を決定します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

ズーム枠は、”ESC キー”で取り消すことができます。 

  

3 [時系列 グラフ]内で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます 

4 [ポップアップメニュー]から[ズーム]-[ON]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

メモ 
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5 グラフ内で拡大した箇所が拡大されます。 
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5.19.2 時系列測定グラフの任意領域の拡大表示を解除する 

 [時系列測定グラフ]の任意領域の拡大表示を解除します。 

 グラフの任意領域の拡大表示を解除するには、以下の手順となります。 

 

1 拡大表示された[時系列グラフ]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [時系列 グラフ]内で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます 

3 [ポップアップメニュー]から[ズーム]-[OFF]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

4 ビュー内で拡大した箇所が拡大前の表示に戻ります。 
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5.19.3 時系列測定グラフ プロパティを表示する 

 時系列測定グラフの軸のスケール変更を行うプロパティ画面を開きます。 

 時系列測定グラフのプロパティを開くには、以下の手順となります。 

 

1 [時系列グラフ]を開きます。 

  

  

 

  

  

  

  

  

   

2 [時系列グラフ]内で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が開きます。 

3 [ポップアップメニュー]から[プロパティ]を選択します。 
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4 [時系列測定グラフ プロパティ]が表示されます。 

 設定を終了したときは、いずれかのボタンをクリックしてください。 

 [OK]  設定を有効にして、この画面を閉じます。 

 [キャンセル] 設定を無効にして、この画面を閉じます。 

 [適用]  設定を有効にします。画面は閉じず、設定を継続できます。 
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5.19.4 時系列グラフのスケールを変更する 

 時系列プロパティは、時系列測定グラフのスケールを設定します。 

 ズーム操作を行わない限り、永続的に保持されます。 

 ズームを変更するには、以下の手順となります。 

 

1 [時系列測定 グラフプロパティ]を開きます。例は時系列測定グラフでズーム機能を利

用した図ですが、ズームをしていないときも同様の操作方法ができます。 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

 

2 [表示項目]よりスケールを変更する項目を選択します。 
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3 [Y軸]測定値のスケールを任意スケール幅で表示する場合、[Y軸]のラジオボタンを[固

定スケール]をクリックします。表示項目の最大値と最小値をエディットボックスに入

力します。ただし、自動スケールを選択すると、ズーム機能は OFF となります 

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 固定スケール選択時の時、最大値と最小値の設定範囲は以下のとおりです 

 三刺激値 

  最大値 ：1－9999999 

  最小値 ：0－9999998 

 色度 

  最大値 ：0.0001－0.999999 

  最小値 ：0.0000－0.999998 

 色温度 

  最大値 ：1564－100000 

  最小値 ：1563－99999 

 偏差 

  最大値 ：(-)0.98－0.99 

  最小値 ：(-)0.99－0.98 

 主波長 

  最大値 ：381－780 

  最小値 ：380－779 

 刺激純度 

  最大値 ：1－100 

  最小値 ：0－99 

 

 いずれの項目も最大値は最小設定値以上、最小値は最大設定値未満となります。 

 プロパティのスケール変更後、[適用]ボタンを押すと、スケール範囲が変更されます。 
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4 [X軸]測定値のスケールを任意スケール幅で表示する場合、[X軸]のラジオボタンを[固

定スケール]をクリックします。経過時間の最大値と最小値をエディットボックスに入

力します。但し。実際の測定時間に適用した時間が入力されない場合、プロット表示

はされません。自動スケールを選択した場合には、0 秒から最終経過時間の範囲内で

グラフを表示します。 

 固定スケール選択の場合、設定範囲は以下のとおりです。 

  時 ：0-87600 

  分 ：0-59 

  秒 ：0-59 

 終了時間は 87600 時間を超過することはできません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 プロパティのスケール変更後、[適用]ボタンを押すと、スケール範囲が変更されます。 
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5.20 時系列測定データシート操作 
時間の経過と共に変化する、測定スポットの測定データを表形式で表示します。 

5.20.1 データシートの表示項目切り替える 

 [時系列測定データシート]は、表示する項目を任意で選択することができます。ただし、

表示できる項目は１項目のみとなります。 

 表示項目を切り替えるには、以下の手順となります。 

  

1 [時系列測定データシート] をアクティブにします。 
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2 [時系列測定データシート] 内で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が表示さ

れます。 

3 [ポップアップメニュー]から、[表示項目]を選択すると表示項目リストが表示されます。

表示する項目を選択します。表示できる項目は１項目のみです。設定されると[時系列

グラフ]にも同期して反映されグラフに項目名が表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

4 選択したデータ項目が表示されます。 
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5.20.2 データシートの内容を CSV 形式で保存する 

 データシートの内容を CSV 形式または TEXT 形式で保存します。 

 データシートを保存するには以下の手順となります。 

  

1 [時系列測定データシート]を開きます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

2  [時系列測定データシート] 内で右クリックすると、[ポップアップメニュー]が表示さ

れます 

3 [ポップアップメニュー]から[CSV 保存]を選択します。 
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4 エクスプローラウインドウが開きます。保存するパスとファイル名とファイル形式を

指定して保存します。 

 デフォルトのファイル名は、”日付＋時間”となります。 

 ファイル形式は、[CSV]または[TEXT]形式が選択できます。プルダウンメニューよ

り、ファイル形式を選択します。 
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5 データシートで表示している内容が保存されています。 

   

  時系列測定 データシート 
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6. ファイルメニュー操作 
 

6.1 測定イメージを開く 
保存されている測定イメージファイルを読み込んで表示します。 

測定イメージファイルを開くには以下のようにします。 

6.1.1 ファイルメニューから開く 

 ファイルメニューから、測定イメージファイルを開きます。 

 ファイルメニューから測定イメージを開くには、以下の手順となります。 

  

1 [ファイル]-[測定イメージを開く]を選択します。 

  

  

  

 

 

 

 

   

  

2 [フォルダの参照]ダイアログが開きます。測定イメージが保存されているフォルダを指

定します。 フォルダを選択した後[OK]をクリックします。 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

  

  

  

  

  

ネットワーク上のフォルダも選択することができます。  

メモ 
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3 [状況確認]ダイアログが開きます。  

  

  

 

 

  

  

 

・測定イメージ数が多いほど時間がかかります。 

・フィルタ補正を適用している測定イメージの場合、時間がかかる場合があります。 

  

4 [測定イメージ ロードリスト]ダイアログが開きます。ロードした測定イメージの測定

日時とコメントが表示されます。ロードした測定イメージが白色板測定イメージの場

合には、データ種別に白色板が表示されます。ファイルを開くには、[OK]をクリック

します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

メモ 
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5 ロードした測定イメージが表示されます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
お願い 

・本ソフトウェアでは最大 999 の測定イメージを保持することができ

ます。現在保持している測定イメージ数を含め、最大 999 を超えな

い限り、何度でも測定イメージファイルを開くことができます。ただ

し、膨大な測定イメージファイルを一度に開くと、ファイルが開かれ

るまでに時間がかかることがあります。 

・既に開かれている測定イメージを開こうとした場合には、ワーニング

ダイアログが表示され処理が中断されます。 

・読み込める測定イメージファイルは当該機種で測定したファイルのみ

です。 
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6.1.2 ファイルをドラッグ＆ドロップして開く 

 ドラッグ＆ドロップして、測定イメージを開くことができます。 

 ドラッグ＆ドロップして、測定イメージを開くには、以下の手順となります。 

 

1 本ソフトウェアを開きます。 

2 測定イメージが保存されているフォルダを開きます。ロードする測定イメージを選択

して、メイン画面上にドラッグ＆ドロップします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

ドラッグ＆ドロップで測定イメージを開く場合には、一度に複数の測定イメージフ

ァイルを選択することができます。 

  

3 [状況確認]ダイアログが開きます。 

  

  

 

  

  

  

・測定イメージ数が多いほど時間がかかります。 

・フィルタ補正を適用している測定イメージの場合、時間がかかる場合があります。 

メモ 

メモ 
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4 [測定イメージロードリスト]ダイアログが開きます。ロードした測定イメージの測定日

時とコメントが表示されます。開く場合は、[OK]をクリックします。 

  

  

  

  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

5 ロードした測定イメージが表示されます。 
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6.2 測定イメージを閉じる 
 表示されている測定イメージを閉じます。 

 測定イメージを閉じるには、以下の手順となります。 

 

1 [ファイル]-[測定イメージを閉じる]を選択します。 

  

  

  

 

 

 

  

  

  

  

2 保持いているイメージの中にトリミングした測定イメージなどの、保存対象となる測

定イメージがある場合は、以下のダイアログが表示されます。保存する場合、[キャン

セル]を選択して測定イメージを保存してください。 

       ☞「6.3 測定イメージを保存する」 

 

 [はい]を選択すると、保存対象の測定イメージを一括保存します。 

 [いいえ]を選択すると、保存対象の測定イメージを破棄します。 

 [キャンセル]を選択すると、操作を取り消します。 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

3 [はい]または[いいえ]を選択すると、測定イメージが閉じられます。 

  

保存対象の測定イメージとは以下のとおりです。 

 - 測定後一度も測定イメージを保存していない場合 

 - 保存済みの測定イメージにトリミングを行った場合 

 - 保存済みの測定イメージの規格スポットを変更した場合 

 - 保存済みの測定イメージの任意スポットを変更した場合 

 - 保存済みの測定イメージの分割スポットを変更した場合 

メモ 
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6.3 測定イメージを保存する 
 表示されている測定イメージを保存します。 

 表示されている測定イメージが保存対象となる測定イメージの場合にのみ、メニュー

が有効となります。 

 

6.3.1 測定イメージを保存する 

 測定イメージを保存します。 

 測定イメージを保存するには、以下の手順となります。 

  

1 [ファイル]-[測定イメージを保存]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

2 [コメント入力]ダイアログが表示されます。コメントを入力するか、入力が不要な場合

は、空欄のまま［OK］をクリックします。 

   

  

  

  

  

  

  

・再保存の場合 前回入力したコメントが表示されます 

・入力できる最大文字数は半角 260 文字です。 

  

メモ 
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3 [フォルダの参照]が開きます。保存先のフォルダを選択して［OK］をクリックします。 

 ネットワーク上にあるフォルダも選択することができます。フォルダを新たに作成す

る場合は、［新しいフォルダの作成］をクリックします。フォルダが作成されますので、

フォルダ名を入力します。測定イメージがあるフォルダを指定します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

   

ネットワーク上のフォルダも選択することができます。  

 

4 測定イメージの保存に時間がかかる場合、[状況確認]ダイアログが開きます。 

  

  

  

  

   

  

  

5 保存が完了すると下記ダイアログが表示されます。［OK］をクリックします。 

  

  

  

  

  

 

  

メモ 
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6.3.2 測定イメージを別名で保存する 

測定イメージを別名で保存します。 

測定イメージを別名で保存するには、以下の手順となります。 

 

1 [ファイル]-[測定イメージを別名保存]を選択します。 

  

  

  

 

  

  

  

  

   

 

2 [コメント入力]ダイアログが表示されます。コメントを入力するか、入力が不要な場合

は、空欄のまま［OK］をクリックします。 

   

  

  

  

  

  

  

3 [名前を付けて保存]が開きます。保存先のフォルダを選択、ファイル名設定して［OK］

をクリックします。 

 ネットワーク上にあるフォルダも選択することができます。 
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6.3.3 測定イメージを一括保存する 

測定イメージを保存します。 

測定イメージを保存するには、以下の手順となります。 

 

1 [ファイル]-[測定イメージを一括保存]を選択します。 

  

  

  

 

  

  

  

  

   

2 [測定イメージリスト]ダイアログが表示されます。直接コメント欄をクリックしてコメ

ントを設定します。 
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3 同じコメントを複数設定する場合は、[測定イメージリスト]上で対象イメージを選択し、

右クリックで[コメント編集]を選択します。 

 [コメント入力] ダイアログに設定したコメントが、選択されている測定イメージすべ

てに設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・再保存の場合 前回入力したコメントが表示されます。 

・入力できる最大文字数は半角 260 文字です。 

  

メモ 
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4 [測定イメージリスト]上で対象イメージを選択し、右クリックで[ファイル名編集]を選

択します。[ファイル名入力]ダイアログに設定したファイル名が、選択されている測定

イメージのファイル名に設定されます。 
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5 [フォルダの参照]が開きます。保存先のフォルダを選択して［OK］をクリックします。 

 ネットワーク上にあるフォルダも選択することができます。 

 フォルダを新たに作成する場合は、［新しいフォルダの作成］をクリックします。フォ

ルダが作成されますので、フォルダ名を入力します。測定イメージがあるフォルダを

指定します。測定イメージがあるフォルダを指定します。 

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

ネットワーク上のフォルダも選択することができます。  

 

6 測定イメージの保存に時間がかかる場合、[状況確認]ダイアログが開きます。 

  

  

  

  

   

  

  

7 保存が完了すると下記ダイアログが表示されます。［OK］をクリックします。 

  

  

  

  

  

  

メモ 
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6.4 ビューレイアウトの切り替え 

6.4.1 初期レイアウトを開く 

 初期レイアウト機能では、[初期レイアウト設定]で設定されているレイアウトで測定イ

メージを表示します。初期レイアウトを表示するには、以下の手順となります。 

  

1 [表示]-[初期レイアウト]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

    

  

 

2 [初期レイアウト]画面に切り替わります。測定イメージが表示されている状態でメニュ

ーを選択すると、すべてのウィンドウを一旦閉じ、[初期レイアウト設定]で設定されて

いるレイアウトで測定イメージが再表示されます。 
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6.4.2 時系列レイアウトを開く 

 時系列レイアウト機能では、時系列専用レイアウトで測定イメージを表示します。 

 測定イメージが表示されている状態でメニューを選択すると、すべてのウィンドウを

一旦閉じ、[時系列レイアウト]で測定イメージが再表示されます。 

 [時系列レイアウト]は、[時系列測定ビュー]、[時系列測定グラフ]、[時系列測定デー

タシート]に固定されたレイアウトです。 

 

1 [表示]-[時系列レイアウト]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

   

2 [時系列レイアウト]画面に切り替わります。 
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6.5 測定イメージリスト 
 保持しているすべての測定イメージの番号、測定日時、コメントをリスト形式で表示

します。コメントは[測定イメージを保存]または[測定イメージを一括保存]で設定され

たコメントが表示されます。 

 測定イメージリストを開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[測定イメージリスト]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

   

2 [測定イメージリスト]ダイアログが表示されます。[OK]をクリックし、[測定イメージ

リスト]ダイアログを閉じます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  



511 

6.5.1 ファイル名を編集する 

測定イメージのファイル名を編集します。 

測定イメージのファイル名を編集するには、以下の手順となります。 

 

 編集する測定データを選択し、右クリックで[ファイル名編集]を選択します。 
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6.5.2 コメントを編集する 

測定イメージのコメントを編集します。 

測定イメージのコメントを編集するには、以下の手順となります。 

 

1 直接コメント欄をクリックしてコメントを設定します。 
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2 同じコメントを複数設定する場合は、[測定イメージリスト]上で対象イメージを選択し、

右クリックで[コメント編集]を選択します。 

 [コメント入力] ダイアログに設定したコメントが、選択されている測定イメージすべて

に設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーボードの[Shift]、[Ctrl]キーを押しながら複数選択することができます。 

 

メモ 
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6.5.3 測定データを削除する 

 メモリ上にある測定データを削除します。 

測定データを削除するには、以下の手順となります。 

 

1 削除する測定データを選択し、右クリックで[測定データ削除]を選択します。 
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2 複数削除する場合は、[測定イメージリスト]上で対象イメージを選択し、右クリックで

[測定データ削除]を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーボードの[Shift]、[Ctrl]キーを押しながら複数選択することができます。 

 

メモ 
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6.5.4 測定イメージのレシピを表示する 

 測定イメージのレシピを表示します。 

測定イメージのレシピを表示するには、以下の手順となります。 

 

 レシピ表示する測定イメージを選択し、右クリックで[測定イメージのレシピ]を選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■UA-10 シリーズ     ■UA-200 シリーズ 
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6.5.5 表示する測定イメージを切り替える 

 表示測定イメージを切替えます。 

表示測定イメージを切替えるには、以下の手順となります。 

 

 表示する測定イメージのチェックボックスを ON にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定イメージが選択測定イメージに切り替わります。 
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6.6 現在表示している測定イメージのレシピを開く 
 表示している測定イメージの測定条件を表示します。測定後に、測定時の測定条件を

瞬時に確認することができます。 

 現在表示中の測定イメージのレシピを開くには、以下の手順となります。 

 

1 [表示]-[現在表示している測定イメージのレシピ]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

2 [現在表示している測定イメージのレシピ]ダイアログが表示されます。[OK]をクリッ

クし、[現在表示している測定イメージのレシピ]ダイアログを閉じます。 

 

 ■UA-10 シリーズ      ■UA-200 シリーズ 
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7. 表示ウィンドウ操作 
7.1 並べて表示する 

 現在表示されているウィンドウを強制的に、左上、右上、左下、右下の４ブロックに

分けて表示します。複数のウィンドウが任意の位置で表示され、ウィンドウの整理を

行いたい場合などに有効です。本メニューはあくまで任意ウィンドウを振り分け表示

するだけであり、[表示]-[初期レイアウト]とは異なる機能です。 

 表示ウィンドウを並べて表示するには、以下の手順となります。 

 

1 各種ビューが無造作に表示されている状態です。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

2 [ウィンドウ]-[並べて表示]を選択します。 
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3 ビューが整理されて並びます。 
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7.2 すべて閉じる 
 表示されているすべてのウィンドウを閉じます。測定イメージは、ロードしている状

態は保持しており、削除はされません。あくまで、ウィンドウを閉じるのみで[測定イ

メージを閉じる]とは異なる機能です。 

 

1  各種ビュー表示されている状態です。 
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2 [ウィンドウ]-[すべて閉じる]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 すべてのウィンドウが閉じます。 
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8. ヘルプ操作 
 

8.1 トピックを検索する 
取扱説明書を表示します。 

8.1.1 HELP メニューから取扱説明書を開く 

 取扱説明書を参照するには、以下の手順となります。 

 

1 [ヘルプ]-[トピックの検索]と操作します。 

  

  

  

  

  

  

2 [取扱説明書]が開きます。 
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8.2 バージョン情報を確認する 
 

 バージョン情報ダイアログを開きます。問題があった場合のお問い合わせに必要とな

ります。 

 バージョン情報を開くには、以下の手順となります。 

 

1 [ヘルプ]-[トピックの検索]を選択します。 

  

  

  

  

  

  

2 [バージョン情報]ダイアログが開きます。 

 Standard mode には、製造番号が表示されます。 

  

 - Standard mode  

 

 ■UA-10 シリーズ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■UA-200 シリーズ 
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- View mode 

 

■UA-10 シリーズ 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 ■UA-200 シリーズ 
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9. エラーメッセージ 
エラーメッセージ一覧 

 

予期せぬエラーが発生しました。詳細コード：｛詳細コード｝: 

 

詳細 

内部矛盾が発生しています。 

 

対処方法 

弊社までお問い合わせください。 

お問い合わせいただく際には、詳細コードと発生状況を併せてお知らせください。 

 

メモリ容量が不足しています。: 

 

詳細 

本ソフトウェアが動作するために必要なメモリの容量が不足しています。 

 

対処方法 

コンピュータの動作環境が適正であるか確認してください。 

他のソフトウェアが起動している場合には、ソフトウェアを終了してから本ソフトウェアを

再起動してください。 

 

既にアプリケーションが起動しています。: 

 

詳細 

本ソフトウェアが既に起動している状態で、二重に起動がかかりました。 

 

対処方法 

本ソフトウェアは既に起動していますので、対処する必要はありません。 

 

不正なファイル操作です。｛ファイルパス｝: 

 

詳細 

次の原因が考えられます。 

・ファイルパス上のフォルダが存在しない。 

・ファイルがロックされている。 

・書き込めないデバイスに書き込もうとした。 

・そのファイルに対してアクセスの権限がない。 
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対処方法 

以下のことをご確認ください。 

・対象ファイルパス上のフォルダが存在しているか 

・他のソフトウェアで対象ファイルを使用していないか 

・対象ファイルにアクセスする権限があるか 

 

不正なファイル形式です。｛ファイルパス｝: 

 

詳細 

対象ファイルが壊れています。 

 

対処方法 

対象ファイルを消去してから再起動してください。 

消去する場合、念のため対象ファイルをバックアップしてください。 

 

｛デバイス名｝との接続に失敗しました。: 

 

詳細 

次の原因が考えられます。 

・対象デバイスドライバがインストールされていない。 

・対象デバイスの電源が ON されていない。 

・対象デバイスとの通信ケーブルが接続されていない。 

・通信形式が RS-232C の場合、通信設定、ポート番号に誤りがある。 

 

対処方法 

以下のことをご確認ください。 

・対象デバイスドライバがインストールされているか。 

・対象デバイスの電源が ON されているか。 

・対象デバイスとの通信ケーブルが正しく接続されているか。 

・通信形式が RS-232C の場合、通信設定、ポート番号に正しいか。 

 

｛デバイス名｝との通信に失敗しました。: 

 

詳細 

対象デバイスとの間に通信プロトコルエラーが発生しています。 

 

対処方法 

対象デバイスの通信設定を確認し、再実行してください。 

再実行でもエラーが解消されない場合は、対象デバイスの電源を一度 ON/OFF し、再起動

してから再度実行して下さい 
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｛デバイス名｝からの応答がありません。: 

 

詳細 

対象デバイスとの通信中にタイムアウトが発生しました。 

 

対処方法 

対象デバイスの電源を一度 ON/OFF し、再起動してから再度実行して下さい。 

 

測定対象物の光源が強すぎるため最適値算出に失敗しました。: 

 

詳細 

積分時間、ゲインを最小にしてもサチュレーションが発生しました。 

 

対処方法 

以下のことをご確認ください。 

仕様範囲外の明るさを測定していないか確認して再実行して下さい。 

 

測定対象物の光源が強すぎるため最適値算出に失敗しました。 

 

詳細 

積分時間、ゲインを最大にしても測定データの最大値が小さすぎます。 

 

対処方法 

以下のことをご確認ください。 

仕様範囲外の明るさを測定していないか確認して再実行して下さい。 

 

ディスプレイ表示色をフルカラー(32ビット)以上に設定してください。: 

 

詳細 

ディスプレイの表示色が 32 ビット以上に設定されていません。 

 

対処方法 

[画面の色] を 32 ビット以上に設定後、本ソフトウェアを再起動してください。 

 

{デバイス名}の認証に失敗しました。: 

 

詳細 

製造番号が一致しません。 

 

対処方法 

製造番号が一致するデバイスを接続してください。 
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10. 通信設定 
10.1 受光器の通信設定をする 

標準付属している通信設定アプリケーション[GigEConf.exe]より IP アドレス、サブネット

マスク、デフォルトゲートウェイ、パケットサイズ、パケットディレイ、メモリチャンネル

を設定することができます。 

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイは初期値を設定していますが、お

客様の環境に合った任意の値に設定変更ができます。 

また、PC が推奨している動作条件を満たしていない場合、PC、受光器間で通信異常が発生

する場合があります。このような場合には、パケットサイズ、パケットディレイを変更する

ことで正常に通信することが可能となります。 

 

 

・パケットサイズ、パケットディレイ、メモリチャンネルは UA-10 シリーズのみ設定

が可能です。 

・UA-200 では IP アドレスを 4 アドレス分占有します。 

（例）IP アドレスを[192.168.100.10]と設定した場合は、[192.168.100.10]から

[192.168.100.13]を占有しますので、PC 側はそれ以外の IP アドレスを設定し

てください。 

・UA 側、PC 側共に IP アドレスが正常に設定されていないと、接続に失敗します。 

 特に、複数台ご使用される場合は、重複しないよう注意が必要です。 

・現在設定されている IP アドレスと重複しない範囲で設定してください。 

（例）現在の IP アドレスが [192.168.100.10]～ [192.168.100.13]の場合で 

[192.168.100.10]～[192.168.100.13]内の IP アドレスに設定したい場合

は、一度範囲外の IP アドレス設定後、再度設定し直してください。 

 

 
お願い 

接続する受光器は 1 台で行ってください。複数台接続した場合、正常に情報

を取得できず、誤った設定を行う可能性があります。 

 

メモ 
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PC 側も設定する必要があります。 

受光器が初期値の場合には、下記設定で接続可能となります。 

 

■UA-10 シリーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■UA-200 シリーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ 
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10.1.1 GigEConf.exe を起動する 
 [GigEConf.exe]は測定プログラムインストールと同時にインストールされています。 

[GigEConf.exe]を起動するには、以下の手順となります。 

 

1 PC と受光器を接続し、受光器の電源を ON します。 

2 PC の[スタート]-[すべてのプログラム]から下記を選択します。 

 [TOPCON TECHNOHOUSE]-[UA-10_200]-[GigEConf] 

 選択すると[GigEConf.exe]が起動し、接続されている受光器が表示されます。 

  

 ■UA-10 シリーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■UA-200 
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■UA-200A 
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10.1.2 IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを

設定する 
 IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを設定するには、以下の手

順となります。 

下記は UA-10 シリーズの場合ですが、UA-200 シリーズも同じ操作となります。 

 

1 表示されている受光器情報を選択します。 

2 選択すると受光器情報が各エディットボックス、コンボボックスに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同じ IP アドレスが設定さている受光器が存在する場合、正常に表示できません。 

・UA-200 シリーズは 4 アドレス分占有します。 

【初期値】 

 IP address : 192.168.100.1     （UA-10 シリーズ） 

 IP address : 192.168.100.1 - 192.168.100.4（UA-200 シリーズ） 

 Subnet mask : 255.255.255.0 

 Default gateway : 0.0.0.0 

 

メモ 
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3 変更する項目のエディットボックスに直接数値を入力します。 

4 入力完了後、[Update]をチェックし、[適用]をクリックします。 

 正常に設定が完了すると、下記のダイアログを表示します。 

 正常に設定出来なかった場合には、ダイログが表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受光器の電源を OFF/ON しないと設定内容は反映されません。 

・UA-200 シリーズの場合、設定完了までに数十秒要します。 

 

5 受光器の電源を OFF/ON します。 

6 再度、[GigEConf.exe]を起動し、設定内容が反映されているか確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ 
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10.1.3 パケットサイズ、パケットディレイ、メモリチャンネルを設

定する（UA-10シリーズ） 
パケットサイズ、パケットディレイ、メモリチャンネルを設定するには、以下の手順

となります。 

 

UA-10 シリーズのみ設定が可能です。 

 

1 表示されている受光器情報を選択します。 

2 選択すると受光器情報が各エディットボックス、コンボボックスに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ IP アドレスが設定されている受光器が存在する場合、正常に表示できません。 

【初期値】 

Packet size    ：1400        

Packet delay   ：400        

Memory channel ：1 

 

メモ 

メモ 
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3 変更する項目のエディットボックスに直接数値を入力し、[Memory channel]は必ず

2 を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 入力完了後、[Packet]-[Update]をチェックし、[適用]をクリックします。 

 正常に設定が完了すると、下記のダイアログを表示します。 

 正常に設定出来なかった場合には、ダイログが表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設定値は即時反映されていますので、電源の OFF/ON は不要です。このまま継続して

使用できます。 

・メモリチャンネル 1 はメーカ初期値となっています。メーカ初期値に戻す場合には、  

[Memory channel]を 1 に設定して[適用]をクリックします。強制的にメーカ初期

値が設定されます。 

・パケットサイズ、パケットディレイは PC の能力、環境により一様ではありません。 

推奨としては下記の範囲となります。 

  Packet size   ：800 – 1400（1200） 

  Packet delay  ：400 – 1200（1000） 

 

メモ 
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10.1.4 IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを

初期値に戻す 
 IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを出荷時の状態に戻すには、

以下の手順となります。 

 

下記は UA-200 シリーズの場合ですが、UA-10 シリーズも同じ操作となります。 

 

 

【初期値】 

 IP address : 192.168.100.1     （UA-10 シリーズ） 

 IP address : 192.168.100.1 - 192.168.100.4（UA-200 シリーズ） 

 Subnet mask : 255.255.255.0 

 Default gateway : 0.0.0.0 

 

 
お願い 

・必ず接続されている機器が受光器 1 台であることを確認して実施してく

ださい。複数台および他機器が接続されていると、正常に動作しない、

または本受光器、他機器の設定を壊してしまう場合があります。 

・受光器内の IP 設定が重複していた場合など、正常に初期化できない場合

があります。その場合は、弊社へお問い合わせください。 

・選択したイーサネットに対して、IP アドレスの変更を行いながら IP アド

レス検索を行うため、ネットワークに負荷がかかります。監視されてい

るネットワークに接続している場合には、監視者に確認の上、実施して

ください。 

・初期化完了後、PC のイーサネットは下記に設定されます。 

 設定変更しても問題が生じないか確認の上、実施してください。 

IP アドレス：192.168.100.100 

サブネットマスク：255 255 255 0 

デフォルトゲートウェイ：0.0.0.0 

・UA-200 シリーズの場合、完了までに数十分から数十時間要する場合が

あります。PC の電源設定等でスリープになり、受光器との通信が切断さ

れないよう設定を変更してご実施してください。 

 

 

 

メモ 
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1 GigEConf.exe を起動し、表示されている画面で右クリックし、ポップアップメニュ

ーをから「Initialize」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 受光器の接続情報ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[Network update]で、接続状態を更新することできます。 

 

 

メモ 
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3 受光器が接続されているイーサネットを選択し itl.def ファイル選択後、[Next]をクリ

ックします。 

[Back]をクリックすると前画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択したインサーネットには、受光器が接続されている必要があります。 

 

4 受光器の電源 OFF/ON 操作後、チェックボックスを ON にして[OK]クリックします。 

 

 

 

 

 

 

・複数回、受光器の電源 OFF/ON が必要になる場合があります。 

・受光器の電源 ON 後、1 分程度してから[OK]クリックして下さい。 

メモ 

メモ 
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5 以下の画面では、IP アドレスの検索範囲を指定します。IP アドレスの値を変更し[OK]

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・UA-200 シリーズにおいて、前回設定が IP アドレスプライベートエリア

(192.168.0.0/16、172.16.0.0/12)以外に設定されていた場合、本ダイアログ

が表示されます。受光器の設定状態により省略されることがあります。 

・前回設定したと思われる IP アドレスを手動で、設定して下さい。 

 

6 [OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

7 [Close] をクリックして終了します。 

[NEXT]をクリックすると受光器の接続情報ダイアログに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ 
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11. 付録 
仕様・性能 

■UA-10 仕様・性能 

光学系 

対物レンズ 単焦点レンズ 焦点距離 3.5mm  （UA-10W＊） 

    焦点距離 8.0mm  （UA-10S＊） 

    焦点距離 35.0mm （UA-10T＊） 

受光素子 

130 万画素  CCD イメージセンサ（カラー） 

測定ポイント数 1280×960 

測定領域 

UA-10W＊ 

 

 

 

UA-10S＊ 

 

 

 

UA-10T＊ 

 

 

 

※ 上記は設計値です。実際の寸法とは多少異なる場合がございます。 

※ 測定距離は対物レンズ金物前面からの距離となります。 

※ 視野内 90%範囲の領域となります。 

 

輝度測定範囲 

0.1 - 30000 cd/m2 （UA-10＊L） 

10 - 1000000 cd/m2 （UA-10＊H） 

輝度直線性（測定距離：500mm） 

±2％以内 （標準光源 A、1cd/m2＜ 又は 50cd/m2＜、CCD 中心位置にて評価） 

±3％以内 （標準光源 A、≦1cd/m2 又は ≦50cd/m2、CCD 中心位置にて評価） 

色度精度（測定距離：500mm） 

±0.003 以内（標準光源 A、1cd/m2＜ 又は 50cd/m2＜、CCD 中心位置にて評価） 

±0.010 以内（標準光源 A、≦1cd/m2  又は ≦50cd/m2、CCD 中心位置にて評価） 
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面内ムラ均一性 

輝度 ±２％以内   （CCD 中心位置基準、標準光源 A、視野内 90%範囲にて評価） 

色度 ±0.003 以内 （CCD 中心位置基準、標準光源 A、視野内 90%範囲にて評価） 

繰り返し特性 

輝度 0.5％以内 （２σにて） 

色度 0.002 以内 （最大値―最小値にて、0.5cd/m2＜ 又は 50cd/m2 ＜） 

色度 0.005 以内 （最大値―最小値にて、≦0.5cd/m2 又は ≦50cd/m2 ） 

測定時間 

最速 約 0.3 秒  （標準光源 A、100cd/m2 又は 10000cd/m2 転送時間含む） 

安定性 

輝度 １％以内  （標準光源 A、CCD 中心位置にて評価） 

再現性 

輝度 2％以内  （標準光源 A、CCD 中心位置にて評価） 

温度特性 

輝度 ±３％以内 （25℃基準 0℃～4０℃にて）  

湿度特性 

輝度 ±３％以内 （相対湿度 85％以下 結露なきにて） 

校正基準 

当社校正基準(標準光源 A、23℃±３℃) 

ユーザ校正基準 切換可能 

インターフェース 

LAN   （Gigabit Ethernet）  

電源 

AC 100V～240V(50/60Hz) 

消費電力 

受光器 DC12V 2.5W 

使用条件 

温度 : 0℃～40℃ 

湿度 : 85％RH 以下 （結露なきこと） 

保存条件 

温度 : -5℃～５0℃ 

湿度 : 85％RH 以下 （結露なきこと） 
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外形寸法 

86.5 ㎜(長さ)×42.0 ㎜(幅)×42.0 ㎜(高さ) （UA-10W＊） 

90.0 ㎜(長さ)×34.0 ㎜(幅)×34.0 ㎜(高さ) （UA-10SL） 

90.0 ㎜(長さ)×38.5 ㎜(幅)×38.5 ㎜(高さ) （UA-10SH） 

85.1 ㎜(長さ)×34.0 ㎜(幅)×34.4 ㎜(高さ) （UA-10T＊） 

質量 

約 0.170kg （UA-10W＊） 

約 0.185kg （UA-10SL） 

約 0.200kg （UA-10SH） 

約 0.155kg （UA-10T＊） 

 

※各性能の測定条件は以下となります。 

平均化 ：自動 

積分時間 ：自動 

平滑化 ：High 
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■UA-200 仕様・性能 

光学系 

対物レンズ 単焦点レンズ 焦点距離 8.0mm  （UA-200S） 

    焦点距離 5.0/8.0mm  （UA-200WS） 

    焦点距離 35.0mm  （UA-200T） 

受光素子 

130 万画素  CCD イメージセンサ（モノクロ） 

測定ポイント数 1280×960 

測定領域 

UA-200S 

 

 

 

UA-200W 

 

 

 

UA-200T 

 

 

 

※ 上記は設計値です。実際の寸法とは多少異なる場合がございます。 

※ 測定距離は対物レンズ金物前面からの距離となります。 

※ 視野内 90%範囲の領域となります。 

 

輝度測定範囲 

0.05 - 1000000 cd/m2 

輝度直線性 

±2％以内 （標準光源 A、1cd/m2＜ CCD 中心位置にて評価） 

±3％以内 （標準光源 A、≦1cd/m2  CCD 中心位置にて評価） 

色度精度 

±0.003 以内 （標準光源 A、1cd/m2＜ CCD 中心位置にて評価） 

±0.005 以内 （標準光源 A、≦1cd/m2  CCD 中心位置にて評価） 

±0.008 以内 （標準光源 A＋色ガラスの組み合わせにて評価） 

O-55、Y-48、A-73B、IRA-05、T-44、R-61、B-46、V-44、G-54 
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面内ムラ均一性 

輝度 ±2％以内   （CCD 中心位置基準、標準光源 A、視野内 90%範囲にて評価） 

色度 ±0.003 以内 （CCD 中心位置基準、標準光源 A、視野内 90%範囲にて評価） 

繰り返し特性 

輝度 0.3％以内  （２σにて、1cd/m2＜） 

輝度 0.5％以内  （２σにて、≦1cd/m2） 

色度 0.001 以内 （最大値―最小値にて、1cd/m2＜） 

色度 0.002 以内 （最大値―最小値にて、≦1cd/m2） 

測定時間 

最速 約 1 秒  （標準光源 A、100cd/m2 輝度測定のみ、転送時間含む） 

最速 約 3 秒  （標準光源 A、100cd/m2 輝度色度測定、転送時間含む） 

安定性 

輝度 １％以内  （標準光源 A、CCD 中心位置にて評価） 

再現性 

輝度 2％以内  （標準光源 A、CCD 中心位置にて評価） 

温度特性 

輝度 ±３％以内 （25℃基準 0℃～4０℃にて）  

湿度特性 

輝度 ±３％以内 （相対湿度 85％以下 結露なきにて） 

校正基準 

当社校正基準(標準光源 A、23℃±３℃) 

ユーザ校正基準 切換可能 

インターフェース 

LAN   （Gigabit Ethernet）  

電源 

AC 100V～240V(50/60Hz) 

消費電力 

受光器 DC12V 24W 

使用条件 

温度 : 0℃～40℃ 

湿度 : 85％RH 以下 （結露なきこと） 

保存条件 

温度 : -5℃～５0℃ 

湿度 : 85％RH 以下 （結露なきこと） 
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外形寸法 

279.1 ㎜(長さ)×162.0 ㎜(幅)×194.0 ㎜(高さ) （UA-200S） 

311.1 ㎜(長さ)×162.0 ㎜(幅)×194.0 ㎜(高さ) （UA-200WS） 

307.1 ㎜(長さ)×162.0 ㎜(幅)×194.0 ㎜(高さ) （UA-200T） 

質量 

約 3.90kg （UA-200S） 

約 4.12kg （UA-200WS） 

約 4.45kg （UA-200T） 

 

※各性能の測定条件は以下となります。 

平均化   ：自動 

積分時間/減光フィルタ/ゲイン ：自動 

平滑化   ：High 
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■UA-200A 仕様・性能 

光学系 

対物レンズ 単焦点レンズ 焦点距離 8.0mm  （UA-200AS） 

    焦点距離 5.0/8.0mm  （UA-200AWS） 

    焦点距離 35.0mm  （UA-200AT） 

 

受光素子 

140 万画素  CCD イメージセンサ（モノクロ） 

測定ポイント数 1376×1024 

測定領域 

UA-200AS 

 

 

 

UA-200AW 

 

 

 

UA-200AT 

 

 

 

※ 上記は設計値です。実際の寸法とは多少異なる場合がございます。 

※ 測定距離は対物レンズ金物前面からの距離となります。 

※ 視野内 90%範囲の領域となります。 

 

輝度測定範囲 

0.005 - 1000000 cd/m2 

輝度直線性 

±2％以内 （標準光源 A、1cd/m2＜ CCD 中心位置にて評価） 

±3％以内 （標準光源 A、≦1cd/m2  CCD 中心位置にて評価） 

色度精度 

±0.003 以内 （標準光源 A、1cd/m2＜ CCD 中心位置にて評価） 

±0.005 以内 （標準光源 A、≦1cd/m2  CCD 中心位置にて評価） 

±0.008 以内 （標準光源 A＋色ガラスの組み合わせにて評価） 

O-55、Y-48、A-73B、IRA-05、T-44、R-61、B-46、V-44、G-54 

面内ムラ均一性 

輝度 ±2％以内   （CCD 中心位置基準、標準光源 A、視野内 90%範囲にて評価） 

色度 ±0.003 以内 （CCD 中心位置基準、標準光源 A、視野内 90%範囲にて評価） 

mm
測定距離(mm,金物全面) 300 400 500 1000 1500 2000 2500

横(mm) 195.1 252.9 311.1 603.1 893.1 1181.7 1474.3
縦(mm) 145.2 188.2 231.5 448.8 664.6 879.4 1097.1

mm
測定距離(mm,金物全面) 300 400 500 1000 1500 2000 2500

横(mm) 315.9 409.2 501.4 966.1 1426.3 1890.9 2357.4
縦(mm) 235.1 304.5 373.1 719.0 1061.4 1407.2 1754.3

mm
測定距離(mm,金物全面) 400 500 1000 1500 2000 2500

横(mm) 103.0 116.3 180.8 245.2 311.6 378.0
縦(mm) 76.6 86.6 134.6 182.5 231.9 281.3
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繰り返し特性 

輝度 0.3％以内 （２σにて、1cd/m2＜） 

輝度 0.5％以内 （２σにて、≦1cd/m2） 

色度 0.001 以内 （最大値―最小値にて、1cd/m2＜） 

色度 0.002 以内 （最大値―最小値にて、0.05-1cd/m2） 

色度 0.0035 以内 （最大値―最小値にて、0.005-0.05cd/m2） 

 

測定時間 

最速 約 1.5 秒  （標準光源 A、100cd/m2 輝度測定のみ、転送時間含む） 

最速 約 3.5 秒  （標準光源 A、100cd/m2 輝度色度測定、転送時間含む） 

安定性 

輝度 １％以内  （標準光源 A、CCD 中心位置にて評価） 

再現性 

輝度 2％以内  （標準光源 A、CCD 中心位置にて評価） 

温度特性 

輝度 ±３％以内 （25℃基準 0℃～4０℃にて）  

湿度特性 

輝度 ±３％以内 （相対湿度 85％以下 結露なきにて） 

校正基準 

当社校正基準(標準光源 A、23℃±３℃) 

ユーザ校正基準 切換可能 

インターフェース 

LAN   （Gigabit Ethernet）  

電源 

AC 100V～240V(50/60Hz) 

消費電力 

受光器 DC12V 24W 

使用条件 

温度 : 0℃～40℃ 

湿度 : 85％RH 以下 （結露なきこと） 

保存条件 

温度 : -5℃～５0℃ 

湿度 : 85％RH 以下 （結露なきこと） 

外形寸法 

279.1 ㎜(長さ)×162.0 ㎜(幅)×194.0 ㎜(高さ) （UA-200AS） 

311.1 ㎜(長さ)×162.0 ㎜(幅)×194.0 ㎜(高さ) （UA-200AWS） 

307.1 ㎜(長さ)×162.0 ㎜(幅)×194.0 ㎜(高さ) （UA-200AT） 
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質量 

約 3.90kg （UA-200AS） 

約 4.12kg （UA-200AWS） 

約 4.45kg （UA-200AT） 

 

※各性能の測定条件は以下となります。 

平均化    ：自動 

積分時間/減光フィルタ/ゲイン ：自動 

平滑化    ：High 
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外観寸法図 
 

■UA-10 シリーズ 

本体・三脚ネジアダプタ取付時      単位：mm 
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本体・三脚ネジアダプタ・三脚ネジスペーサ取付時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深さ 5 
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■UA-200 シリーズ 

         単位：mm 

UA-200S/UA-200AS 
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UA-200WS/UA-200AWS 
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UA-200T/UA-200AT 
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用語説明 
 

本ソフトウェアで使われている語句についての説明です。 

 

測定イメージ (Measurement image): 

本ソフトウェアの各種ビュー、データシート、グラフに表示するため、測定データを独自の

データ形式に変換したもの。 

測定イメージには、各種ビュー、データシート、グラフ表示に関わるすべての情報が格納さ

れています。また、測定イメージは測定イメージファイルとして保存/読出しが可能で、後日

データ分析を行う際に使用されます。 

測定イメージファイルの拡張子は *.msr となっており、本ソフトウェア以外では開くことが

できません。無理に開こうとするとファイルが破損する恐れがありますので絶対にお止めく

ださい。 

 

CIE 色度図 (CIE color diagram): 

CIE 色度図とは、国際照明委員会 CIE が策定した表色系にもとづき、平面座標で色を表した

ものです。本ソフトウェアでは CIE1931 XYZ 表色系（xy）色度図と、CIE1976 USC 色

度図（u'v'）色度図の切り替えができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   CIE 1931 色度図 
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   CIE 1976 色度図 

 

サチュレーション (Saturation): 

非常に明るい測定対象物などを測定した場合に、受光素子である CCD の測定可能な上限値

を超えたこと。 

この上限域を超える明るさで測定しても CCD が出力される値は上限値で一定となり、デー

タとしての信頼性はありません。本ソフトウェアでは、データの信頼性を確保するため、こ

のサチュレーションが発生しているデータは使用しません。サチュレーションが起こってい

るデータは［over］と表示します。 
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インターバル測定 (Measurement at intervals): 

測定開始から次測定開始までの間隔時間と、その間隔を持つ測定を何回行うかを組み合わせ

た測定。本ソフトウェアでは、５つのパターンが設定可能で目的に応じて簡略的なプログラ

ミング測定が可能です。各設定範囲は以下となります。 

間隔時間 ：1-259200 秒（７２時間） 

測定回数 ：1-999 回 

 

積分時間 (Integration time): 

受光素子である CCD に光を入射する時間。 

測定対象物の明るさにより、大きく異なります。一般的に明るい場合は積分時間が短くなり、

暗い場合は長くなります。 

 

減光フィルタ (Neutral density filter): 

CCD に入射する光の量を減少させる光学フィルタ。 

測定対象物が明るい場合に、サチュレーションを防ぎます。また、減光することで意図的に

積分時間を長くすることができます。 

 

ゲイン (Gain): 

CCD に取り込まれた光の量の増幅度。 

測定対象物の明るさにより異なります。一般的に明るい場合はゲインが低くなり、暗い場合

は高くなります。また、ゲインを低くすることで意図的に積分時間を長くすることができま

す。 

 

トリミング (Trimming): 

測定イメージから不要な部分を取り除き、特定領域のみを表示させることです。トリミング

した場合には、トリミング領域内の測定でデータにより表示色が割り当てられるため、局所

箇所の微小な差を確認することができます。 
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ツールチップ (Tool tip): 

ビュー上に置かれたマウスカーソル位置の測定データを一時的に表示するもの。表示される

データは以下のとおりです。 

位置 X,Y  ：測定位置に対するマウスカーソルの位置 

座標 X,Y  ：解像度に対するマウスカーソルの位置 

三刺激値 X,Y,Z ：その画素での各三刺激値の測定値 

色度(x,y),(u’,v’) ：その画素での色度値 

サチュレーションが発生した場合は、［over］と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポップアップメニュー (Pop-up Menu）: 

 各ビュー、シート上で右クリックすると表示されるメニューです。 

 共通メニューおよび対象ビュー、シートに特化したメニューが表示されます。 

 

スポット基準ファイル(Spot Standard File）: 

スポット補正係数算出時に使用する、各スポットの輝度、色度基準値が登録された CSV 形

式のファイルです。 

A 列に輝度、B 列に色度 x、C 列に色度 y を登録します。行数がスポット数となります。 
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平滑化 (Smoothing): 

画像に含まれている雑音（ノイズ）を低減する処理を指します。 

多くの場合画像には、ランダムに発生するノイズが含まれています。このノイズを含んだ画

像を処理すると、ノイズも正常なデータとして処理してしまうので最終的に算出される測定

データの信頼性は低下します。但し、CCD の 1 画素レベルで階調差があった場合、その 1

画素のデータが平滑化により除去されてしまう場合があります。 

 

メディアンフィルタ (Median filter): 

画像に含まれている雑音（ノイズ）を低減する処理方式を指します。 

対象画素の周辺画素値を取得し、値を大きさ順に並べ、その中央値を対象画素値に置き換え

る方式です。 

周辺画素値と大きく異なるスパイクノイズなどを除去する場合に効果を発揮します。 

サイズ：3 の例 

   対象画素値 1000 の周辺画素値を取得します。 

   この値を小さい順に並べると 

   20、30、40、50、60、70、80、90、1000 となり 

   中央値は 60 となります。 

   この中央値 60 を対象画素値 1000 と置き換えます。 

  

 

 

 

 

[サイズ]パラメータを大きくするほど周辺画素の影響が大きくなり、ぼける傾向となります。 

 

ガウシアンフィルタ (Gaussian filter): 

画像に含まれている雑音（ノイズ）を低減する処理方式を指します。 

対象画素の周辺画素値を取得し、各画素に重み付けした平均値を対象画素の値とします。 

対象画素に近いほど対象画素値に値が近く、遠いほど値に差が出ることが多いことから、近

いほど重みを大きく、遠いほど重みを小さくします。 

同じ強度のノイズが散りばめられている画像のノイズ除去に効果を発揮します。 

サイズ：5 の例 

 

 

 

 

 

 

 

対象画素重み 36/256 に対し、近い画素より 24/256、16/256、6/256、4/256、

1/256 となり、遠いほど重みは小さくなります。 

この重みは[サイズ]、[標準偏差(X)]、[標準偏差(Y)]パラメータからガウス分布関数により 

決定されます。 
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 [サイズ]パラメータを大きくするほど周辺画素の影響が大きく、[標準偏差(X)]、[標準偏差

(Y)]パラメータが大きくなるほど周辺画素の重みが大きくなり、ぼける傾向となります。 

 

バイラテラルフィルタ (Bilateral filter): 

画像に含まれている雑音（ノイズ）を低減する処理方式を指します。 

対象画素の周辺画素値を取得し、各画素との距離及び値差を考慮したガウシアンフィルタを

適用します。 

輪郭（エッジ）をぼかさずノイズ除去する場合に効果を発揮しますが、パラメータの組合せ

によっては非常に処理時間が遅くなる場合があります。 

サイズは[ピクセル近傍領域の直径]から決定され、[シグマ（色空間）]と[シグマ（座標空間）]

から画素間の距離を考慮したガウシアンフィルタ、画素間の値差を考慮したガウシアンフィ

ルタ 2 種類にて対象画素値を算出します。 

[ピクセル近傍領域の直径]パラメータを大きくするほど周辺画素の影響が大きく、[シグマ

（色空間）]、[シグマ（座標空間）]パラメータが大きくなるほど画素間の値差の影響が大き

くなり、ぼける傾向となります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保証 
保証期間 

お買い上げ後、1 年間とします。 

 

保証期間中の修理 

正常な使用状態で本商品に故障が生じた場合、弊社の設計、製造上の責任によって生じた故障に

対して無償で修理させていただきます。 

 

保証期間経過後の修理 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただきます。 

 

保守期間 

補修用機能部品(*1)はお買い上げ後 8 年間(*2)保有しています。 

この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただきます。 

保有期間経過後でも、修理可能の場合は対応させていただきますので、お買い上げ店または当社

にご相談ください。 

(*1) 補修用機能部品とは、その製品の機能を維持させるために必要な部品です。 

(*2) 保守期間を十分賄える補修用機能部品の確保に努めてまいりますが、不測の事態により

保守期間を短縮させていただく場合があります。 

 

廃棄 

本器を廃棄する場合には、廃棄、リサイクルに関する自治体の条例に従ってください。 

 

 

お問合せ、ご相談時には以下のことをお知らせください。 

・製造番号 本器底面の定格銘板に記載されています。 

・使用期間 機器の購入、校正年月をお知らせください。 

・使用状況 測定光源の種類、本器の設定、測定値、測定状態など。 

・不具合の様子 できるだけ詳しくお知らせください。 

 

お問合せ先 本取扱説明書の裏表紙をご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

輝度色度ユニフォミティ測定器 
 
  

 

 
２Ｄ色彩輝度計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

 

 

〒174-0043 東京都板橋区坂下二丁目４番１号 

Imas Itabashi BASE 4 階 

◆ 製品に関するお問合せ先 

営業部門 Tel 03(3558)2666 Fax 03(3558)4661 

◆ 修理などのアフターサービスに関するお問合せ先 

サービス部門 Tel 03(3558)2710 Fax 03(3558)3011 
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